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§　序糸　 §







　────殺してやりたいと思った。




　積み重なった瓦が礫れき。

　その合間から上り立つ煙けむり。

　鼻を突つくのは燻いぶされた臭におい。

　そんな殺さつ伐ばつとした場所の真ん中で、少女は仰あお向むけに倒たおれていた。

　彼かの女じよの頬ほおを濡ぬらすのは、体の中から溢あふれてくる熱いもの。

　心の中を埋うめ尽つくすのは、後こう悔かいと贖しよく罪ざい。

　深しん紅くの雨が少女を責め立てるように降ふりしきる。

　思うことは、ただ一つ。




　殺してやりたいと思った────
















　　　　　────自分自身を。







　　　　　§　§　§

　今から十六年前、木き更さら津づ市しをとある脅きよう威いが襲おそった。

　悪性腫瘍ネオプラズムと呼ばれる異性空間の発現。それは瞬またたく間まに市を覆おおい尽くし全すべてを蹂じゆう躙りんした。以後、ネオプラズム内は人が二度と踏ふみ入ることのできない地と化し、人間の代わりに闇やみの生き物がその場所の住人となった。

　闇生物ヴアイラス。

　多様な蟲の姿をした彼かれらに意志は無い。ただ本能の赴おもむくままに人を襲い、その数を増やした。闇生物ヴアイラスを守護する絶対防ぼう壁へき『邪殻カプシド』。その前では人の力など及およびはしない。だが人の中にこの『邪殻カプシド』を貫つらぬき、闇生物ヴアイラスをも掃そう討とうできる力『元繰糸スレツド』を持つ者の存在が明らかになる。政府はネオプラズムから日々生み出され人々を苦しめる闇生物ヴアイラスに対たい抗こうする為ため、この『元繰糸スレツド』を操あやつる者である『元繰術士スレツドスピナー』を中心とした対闇生物ヴアイラスの為の掃討拠きよ点てんの建設に乗り出だす。

　それが舞まい浜はま沖おきに浮うかぶ人類の砦とりで、多層構造海上枢すう機き都市『ハーモニカ』である。

　　　　　§　§　§










§　第一糸・追つい憶おくノ銃じゆう弾だん　 §







　右手には未いまだ馴な染じめない杖ロッド型の元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機き。

　玖く珂が狛はく矢やはその感かん触しよくを確かめながら、周囲を取り巻く空気が切きり替かわってゆくのを感じていた。

　相対した正面には、黒くろ髪かみの少女。

　既すでに彼女は自身の武器であるメス型元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機き『メルファ』を胸前に構えており、辺りに数あま多たの元繰糸スレツドを不規則に漂ただよわせていた。

　碧へき光こうを放つ繊せん弱じやくな糸を狛矢の双そう眸ぼうが捉とらえる。

「いつでもいいぞ」

　そう言ってやると、彼女は軽く頷うなずく。

　直後、流されるままに浮ふ遊ゆうしていた元繰糸スレツドが、一変して論理に従い動き始める。疾とうに士し央おの口元は思考をなぞるように文言を呟つぶやき始めていた。

　メルファの小さな刃身で線せん輪りんが回り、糸が風を集め始める。

「──我は紡つむぐ、絡らく糸しするは碧へき風ふうの力。顕けん現げんするは──」

　狛矢は腰こしを少し落とし、訪おとずれるであろう衝しよう撃げきに備える。

　次の瞬しゆん間かん、

「突風ブラスト!!」

　叫さけびと共に、刃は先さきから螺ら旋せんを描えがいた局所的強風が放たれた。

　狛矢はそれを正面で受け止める。手に伝わる衝撃。

　元繰糸スレツドで編み込んだ障しよう壁へきが元繰術の風を完全に防いでいる。その中でも僅わずかだが、風圧に押おされて足あし下もとに数センチの摺すり跡あとを付ける。

　しかし持続できるのはそこまで、荒あら々あらしかった颶ぐ風ふうは次し第だいに威い力りよくを失い、空気に溶とけるようにして消えてゆく。

　全てが落ち着きを取とり戻もどしたところで士央は口を開いた。

「どうだ？」

　いつもと変わらない仏ぶつ頂ちよう面づらのままでそう聞かれる。

「えっ、まあ……いいんじゃないか？　前よりかなり威力も上がってるみたいだし」

　そこで彼女の眉み間けんに皺しわが寄るのを見た。

　艶つやのある長い黒髪、すらりと伸のびた足、モデルのような洗練された体形。学校指定の制服でさえも優ゆう麗れいに映る彼女の名前は四あ十い崎さき士し央お。元繰術科の一年だ。

　二人は今、退たい闇あん士し管理養成校（通つう称しよう・退たい闇あん校こう）に併へい設せつされている演習場に立っていた。校舎から少し離はなれた場所に設けられたこの場所は、他所への影えい響きようを考こう慮りよして、四方を分厚い鉄板のような黒壁が囲っている。高さにして十メートル程ほど。元繰術が飛とび交かうことを想定して考えられた魔ま法ほう元素錬れん成せい素材が使用されている。

　その黒壁が囲う敷しき地ちは縦横約四百メートルの広さを誇ほこり、そのフィールド内では現在、狛はく矢や達たちを含ふくめた元繰術科一年の生徒達全員が各おの々おのに魔ま術じゆつ絡らく糸しの練習を行っていた。

　研究科の生徒である狛矢は本来この場所にいるべき人間ではない。だが数日前、目の前の彼女と、とある事件に巻き込まれた。それが原因で古巣であるこの元繰術科にも籍を置く事になっていた。

　そして今、フィールドに出るなり、彼女に「練習の成果を見て欲ほしい」とせがまれ、この状じよう況きようが出来上がっていた。

　不ふ機き嫌げんさが増した顔が近付いてくる。

「他には？」

「他って……そう言われてもなあ」

　狛矢が口を噤つぐんでしまうのには訳がある。なぜなら、彼女の元繰術を受けるのは今が初めてじゃないからだ。自由練習が始まってから既に十回以上、障壁を使って受け止めてきたが、その全てが突風ブラストだったのだ。突風ブラストは碧へき風ふう元繰術の基き礎そとなる大事なものだが、それにしてもそれだけを立て続けに見せられた所で感想にも困ってしまう。

「あのさ、もしかしてお前、突風ブラストしか……」

「世の中には知らない方が良い事もある」

　言いかけた所でメルファの刃先が燦きらめいた。

「ああ、そう……じゃ聞かねーよ」

「賢けん明めいな判断だ」

　狛矢は苦笑いを浮かべながら、手元の元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きに意志を伝える。すると元繰糸スレツドが武器自体を包つつみ込み線せん輪りんの中へ消えて行く。円盤デイスクだけになったそれをポケットにしまいながら狛矢は思う。

　正直に言えば彼女の突風ブラストは次第に安定してきている。少し前までは十回絡らく糸しして三回成功すれば良い方だった。その頃ころから比べれば顕現率は格段に上がっているし、威力も増している。

　それもここ最近続けている練習の賜たま物ものだろう。授業はもちろん、放課後も演習場を借りて遅おそくまで自主練習に励はげんでいる姿をこの目で見ている。

　──それも、あの日から始まったように思う。

　退闇校の文化祭である調和祭の開かれたあの日、空間転移によって闇生物ヴアイラスがハーモニカ内に進入してきたあの事件から。

「おほん」

　不自然な咳せき払ばらいが聞こえて我に返ると、目の前に士し央おの顔があった。そこで彼女は何の前まえ振ふりも無く、語り始める。

「我々は人類は闇生物ヴアイラスという脅威に日々晒さらされ続けている。その脅威を早さつ急きゆうに取り除き、安心安全な生活を取り戻すには、元繰術士スレツドスピナーの養成とその能力の向上が可か及きゆう的てき速すみやかに行われなくてはならない。よって元繰糸スレツドを持つ者は皆みな、同じ思想のもと──」

「要するに、新しい元繰術を教えろって言ってるのか？」

「……」

　言葉を被かぶせると彼女は黙だまりこくってしまった。どうやら図星だったらしい。

「でもな、俺おれなんかより先生に直接教わった方がいいと思うぞ？　俺の場合なんというか……我が流りゆうで身に付けたようなもんだからな」

「その通り、そんな奴やつに教わっても何も得られない」

　突とつ然ぜん、空気がピリッとしたものに切り替わる。

　それは冷たさを感じる硬こう質しつな声。

　狛はく矢やはすぐに誰だれだか分かった。士央もまたその人物に鋭するどい視線を向けていた。

　見ればそこに細身の眼鏡めがねをかけた精せい悍かんな顔立ちの男が立っていた。

　元繰術科の二年、神こう月づき　燎りようだ。彼は元繰術士スレツドスピナーとして稀まれに見る才能の持ち主で、退たい闇あん庁ちようの正規部隊でも僅か数人しかいないといわれる最高ランク、シフト７の能力を有している人物。

「自分の事が良く分かってるようじゃないか」

　燎はいつものように挑ちよう発はつめいた口調で投なげ掛かけてくる。

「そりゃもう、十分承知してますよ。さあ士央、何から教えようか」

「なんだ、その気になったのか？」

「……人の話を聞いてるのか？」

　戯おどけてみせる狛矢に燎の眉まゆ尻じりがひくつく。

「それよりお前こそ、なんでこんな所にいるんだ？　二年は確か体育館で基礎武術訓練じゃなかったか？」

「ああそうだな。しかしさすがだな、二年の授業まで把は握あくしているとは」

「そんなことはない。適当に言ってみただけだから」

　燎りようは苛いら立ちだを押さえるように眉間に中指を当て、眼鏡の位置を直す素そ振ぶりをする。

「で、その授業をサボってお前はここで何してんだ？」

　燎は鼻先で軽く笑うと、その瞳ひとみが僅かに鋭さを増した。

「別にサボってる訳じゃない。お前が元繰術科に復帰したっていうから、お祝いをと思ってね」

「お祝いねえ……そりゃどうも」

「ありがたいだろ？　この日の為にわざわざ用意した品だ」

　燎は不敵な笑えみを浮かべた。

「で、いつくれんの？」

「今から持ってくる。まあ楽しみにしておけ」

　そう言い残して彼は去って行ってしまった。

「どんなプレゼントなんだろうな」

　燎が立ち去った後、真しん剣けんな顔で士し央おがそう呟いたので、狛はく矢やは思わず吹ふき出してしまった。

「なにを笑っている」

「いや、なんでも。ただ、ろくなプレゼントじゃないって事は言えるな」

　狛矢がどこというわけでなく遠い目をしていると、隣となりにいた士央もまた同じようにどこかへ目を向けた。

「なるほど」







　それから十分もしない内に集合がかかった。演習場中央部にきちんと整列する生徒達。無論、狛矢と士央もその列に並んで教師の指示を待っていた。

　しばらくすると用意されていた踏ふみ台だいの上に恰かつ幅ぷくの良い男が昇のぼる。丸太のように太い腕うで、分厚い胸むな板いた、そしてその体たい躯くに相応ふさわしい貫かん禄ろくある顔立ち。元繰術科一年を取り纏まとめる教師、支はせ倉くら　功いさおだ。彼は高い場所から一通り生徒達を見み渡わたすと、いつものデカイ声で今日の授業内容について話し始めた。

「各々に準備運動は終わっているようだな。今日は予かねてからの通り、絡らく糸し精度向上の為の技術訓練を行う──

　予定だったが！　急きゆう遽きよ変へん更こうして、個人対抗の模も擬ぎ戦を行う!!」

　思いもしなかった内容に周囲がざわつき始める。

「模擬戦って何？　まじで戦っちゃうの？　当たったら痛くね？」

「あたし、まだ障壁作れないよ。どうしよう」

　不安に駆かられた者同士が互たがいを慰なぐさめ合うように言葉を交わす。しかしすぐに功いさおの声が遮さえぎる。

「騒さわぐな！　これは退闇庁からの指示でもある！」

　大だい喝かつした功の声が空気を震ふるわせる。

「上が急ぐのにも理由がある。この前の闇生物ヴアイラスハーモニカ襲しゆう撃げき事件だ」

　その言葉を出した途と端たん、生徒達は一いつ斉せいに静まり返る。隣にいる士し央おは無意識に目を伏ふせていた。

「またあんな事がいつ起きてもおかしくはない。その時の為──というのもあるが、本心はこれから未来、確実に起こり得る闇生物ヴアイラスとの戦いの中で、お前等らが誰だれ一人ひとり欠ける事無く生きていて欲しい。模擬戦も早く実戦に慣れて力をつけて貰もらいたい。そういう思いがあるのだ。幸い、お前等には才能がある。この前の襲撃事件の時も後方支し援えんながら、きっちりと俺の命令を聞いて動いてくれたからな。まあそんなに心配すんな。今日は基本の動き限定で行う。きちんとルールを遵じゆん守しゆすれば怪我けがする事はない。もしもの場合に備えて今日は救護科の生徒にも出張ってきてもらっているしな」

　功は親指で後方を指し示した。演習場の壁に沿った場所。そこには仮設のテントが立っており、その下でナース服を身に付けた救護科の生徒達が受け入れ準備の為にあくせくと動いていた。

　狛はく矢やはその中に知り合いの姿を見つける。あのきびきびと働く後ろ姿は遠目からでも確信できる。幼おさな馴な染じみの長なが月つき果か路ろ菜なだ。だが、ここからでは気付いてはもらえなそうだ。なので後でちょっかいでも出しに行こうと考える。

「何を見ている」

　どうやって果路菜を驚おどろかそうかと策さく謀ぼうを練っていた時だったので、突然の耳元の声に驚いた。

「えっ、ああ、果路菜がいたからさ」

「変態だな」

「はあ!?　なんか色々とはしょり過ぎじゃないか？　どんな妄もう想そうが広がってんだお前の頭ん中は！」

　士央の白い目が狛矢に注がれる。

「なんだよ、その反応は」

　訳が分からん。と、辟へき易えきしていると前の方で何か動きがあるようだった。

「それからもう一つ、お前等の為に今日は特別ゲストを呼んでいる」

　功いさおがそう告げると周囲がざわつき始める。

　そこで前方に見慣れた影かげが動くのを狛はく矢やは見た。

「元繰術科に在ざい籍せきしている者ならば既に知らない者はいないだろう。在校中でありながらも退闇庁元繰術士スレツドスピナーのエリート部隊『アルビノ』に研修生として出向もしている神こう月づき　燎りようだ。彼は快くお前等の為に胸を貸してくれると言ってくれた。より実戦に近い場所にいる彼から学ぶべき所はたくさんあるはずだ。是ぜ非ひ、この機会を大いに活用して欲しい。ではその神月から一言」

　小さな踏み台から功が降りると、代わりに燎が昇る。彼は眼鏡のずれを直すと語り始めた。

「神月です。今日は模擬戦という事ですが、模擬といっても力をセーブするだけで実戦とそう変わりません。本来ならば相手は人間ではなく、闇生物ヴアイラスですが、今日は相手を闇生物ヴアイラスだと思って挑いどんで下さい。しかしながら一年生のみなさんにはその実戦経験が無いので、いざ模擬戦をやろうとしてもどう動いていいのかピンとこない方がほとんどでしょう。そこで模擬戦を開始する前に、実戦とまではいきませんが実際の戦せん闘とうでのセオリー的な動きを私がお見せしたいと思います。それにはまず、適当な相手が必要なのですが……」

　眼鏡の奥おくで眼光が鈍にぶく輝かがやく。その目は列の後方を迷わず捉えた。

「玖く珂が狛矢君、君にお願いしたい」

　途端に周囲の生徒達がざわつき始め、視線の集中を身に感じる。

「うわ……御ご指し名めいだ」

「そういえば、あいつら昔から仲悪かったよな」

「そう？　私には逆に見えるけどなー」

　そんな会話がヒソヒソと聞こえてくる。

　狛矢は隣にいる士し央おに向かって肩かたを竦すくめてみせた。

「ほら、ろくなもんじゃなかったろ？」







　数分後、狛矢と燎の二人は演習場の真ん中で数メートルの距きよ離りを空けて対たい峙じしていた。　生徒達は壁かべ際ぎわに寄り集まり、こちらに期待の視線を向けている。後は開始の合図を待つだけだ。

　燎が一方的な指名を口にした直後、

「そんな話は聞いてないぞ、神月」

　と、功が燎に詰つめ寄より、一時もめたのだが──達者なあの口先に納なつ得とくさせられ、今ではこうして彼と戦わなくてはならない状況が作り上げられていた。最初からそのつもりだったのだから必然ともいえる。

「お前が顔を出した時点で、そんなこったろうとは思ってたけどな」

　狛はく矢やは気け怠だるそうに伸びをした。

「サプライズにはならなかったか？　なかなか良いプレゼントを選んだと自分でも感心していたんだがな」

　対した燎りようは長なが槍やり型元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機き『フェントス』を構え、既に準備万ばん端たんといった具合。目を細めて睨にらみ付つけてくる。

「俺は旨うまいものの方が良かったんだけどな」

「お前が俺に勝ったら、何か考えてやれなくもないが？」

「ほんとかよ、なら少し考えようかな」

　狛矢は制服のポケットから線せん輪りんを取り出し、糸解アンタイドする。線せん輪りんが巻き取る元繰糸スレツドが空中で武器の形を成して行く。程ほど無なくして糸が弾はじけ、中から元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きが現れる。

　燎の視線は自然と狛矢の手元に行くが、そこに収まる武器を見て、彼かれは怪け訝げんな表情を浮かべた。

「そんな武器でやる気なのか？　いつものはどうした」

「ああ、これ？　ちょっと修理中で……」

　狛矢は己おのれの右手に目をやる。それは手に馴染んだいつもの片かた刃ば剣けん、『アクラル』ではない。あるのはシンプルな形状の杖ロッド型紡ぼう術じゆつ機き。それは見るからに貧弱な質感で、性能も外観から予想できる程に一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ではアクラルはどうしたのかというと、先日の蓮はす村むら紫し弦づるとの戦いの最中、闇あん冥めい元素を用いた魔術絡らく糸しを行ってしまった為、その力に耐たえきれず大きなダメージを受けてしまっていた。すぐに技術科の先せん輩ぱい、春はる城き璃り音おんの所に持っていったのだが、損傷が激しく修理には相当な時間がかかると言われ「何か代わりの物を」と頼たのんだら、

「私の作る物はぜぇーんぶ、カスタムメイドだからねー。今はそれくらいしか用意できないよっ☆」

　と言って、その辺に転がっていたコレを適当に投げて寄よ越こされたのだ。

　心こころ許もとないが、何も無いよりはまし。そんな程度だ。

　狛矢は杖ロッドの柄つかを確かめるように握にぎり直した。

「模擬戦だからといって舐なめてかからない方がいい」

　燎は眉間に皺を寄せた。あからさまにやる気のない武器を手にしている事が彼の苛立ちを高めている。

「学食の特Ａ定食、コーヒーゼリー付きな」

「勝ったらと言ってるだろ。その前に教えてやる、三年のブランクというものを」

　フェントスの尖せん端たんがこちらを捉える。

　狛はく矢やは杖ロッドを体前に構えた。

　そこで功いさおが模擬戦開始の合図を放つ。

「始め!!」

　合図に余よ韻いんがまだ残る内に目の前から燎りようの姿が消えた。想像していたものよりも速い動き。だが、ついていけない訳じゃない。

　精神を研とぎ澄すまし、元繰糸スレツドの一いち縷る一いち縷るを意識する。元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きを通して増大する糸は大気中の魔法元素と結び付き、一つの魔法体を編み上げる。

　それが魔術絡らく糸し。

「──我は紡ぐ、絡らく糸しするは紅こう焔えんの力。顕現するは──」

　そこで狛矢は手元に違い和わ感かんを感じた。僅かに生じる絡らく糸しへのタイムラグ。やはり、この元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きではアクラル程のレスポンスは期待できない。しかし、その事は想定内だ。

　これくらいならば、なんとかなる。

　それに狛矢は既すでに相手を捉とらえていた。気配の集まる場所、そこは──

「上！」

　杖ロッドを振ふり上あげる。上空にはフェントスを構えた燎。その切っ先で串くし刺ざしにしようと降ふってくる。

　その時、杖ロッドが炎ほのおを纏った。

「焼炎飛刀刃イグナイト・エツジ!!」

　両りよう腕うでに伝わる衝撃と共に、燃え上がった紅ぐ蓮れんの炎が杖先から放たれる。それは弧こを描いた炎の刃。

　狛矢が考えたのは、こうだ。

　空中で遠えん距きよ離り攻こう撃げきを避さけることは不可能だ。ならば彼はすかさず障しよう壁へきに切きり替かえて衝しよう撃げきを殺し、着地後に新たな手を考えてくるはず。

　──しかし、その読みは見事に外れた。

　焼炎飛刀刃イグナイト・エツジが燎の体を縦一文字に切り裂さいたのだ。

「!?」

　全身の肌はだが粟あわ立だった。

　力は抑おさえていたが殺傷力はある。だが彼ならば十分にいなすことのできる程度だと思っていた。なのに……。

（そんなはずは……）

　狛はく矢やは過あやまちを反はん芻すうした。しかし、そんなものなど見つかりはしない。なぜなら──

「舐めるなと言ったはずだ！」

　突とつ如じよ間近で上がる声。

「右!?」

　杖ロッドを横に構え反射的に障壁を作る。そこへフェントスの切っ先が突つき刺ささる。弾ける元繰の糸。

「燎りよう!?　お前!!」

　眼前には、ほくそ笑みつつも健在な燎が確かにいた。

（じゃ、あれは？）

　見学中の生徒達がその凄せい惨さんな光景に悲鳴を上げる前に、宙を滞たい空くうしていたもう一つの燎の体は水蒸気となって霧む散さんした。焼炎飛刀刃イグナイト・エツジが蒼そう水すいの元繰術で作り出だした水の塊ダミーを沸ふつ騰とうさせ消し去ったのだ。

　理解したはいいが、一体どのタイミングで魔術絡らく糸しを行ったのかが分からない。

　束つかの間ま、手元の障壁は破は壊かいされる寸前だった。フェントスの尖端が障壁を突き破やぶり、元繰の糸が解ほつれて飛んでゆく。それを全すべて見届ける間も無く、狛矢の体を衝しよう撃げき波はが襲おそった。

　土つち煙けむりを上げながら摺すり跡を残し、数十メートル後方に吹っ飛ばされる。膝ひざのクッションを利用して堪こらえ、すぐさま体勢を立て直す。追つい撃げきに備える為ためだ。

（こういう時、あいつは隙すきを与あたえず畳たたみ掛ける戦法をとる）

　案の定、燎は魔術絡らく糸しに入っていた。しかし絡らく糸しされている元繰術は狛矢の思いも寄らないものだった。フェントスの刃は先さきに螺ら旋せんの渦うずを巻いて集束する水流の束。膨ぼう大だいな力がそこに集まってゆくのが分かる。

「本気か!?」

　狛矢は固かた唾ずを呑んで見守る生徒達たちを視界の端はしに入れる。

　あれは蒼そう水すいの元繰術の中でも最高難度の大おお技わざ、無尽飛瀑デス・デルジエ。あんなものをここで放たれたら自分だけでなく、ここにいる生徒達までも巻き込んで一いつ掃そうしてしまう。それ程ほどの術だ。模擬戦などというレベルではない。だがそれを一番分かっていて止めなければならないはずの教師、功いさおが何も行動を起こさず静観している。

　なぜだ？

「──そうか」

　狛矢は理解した。そう、あれもダミーだ。ということは──

「後ろか！」

　身を反転させると直前に迫せまる燎りようがいた。咄とつ嗟さに杖ロッドで刃先を払はらい上げる。軌き道どうをずらし、その隙に距離を取る。そして、魔術絡らく糸し。

（ここでケリをつける！）

「第一糸から三糸を乾かん留りゆう、四糸から八糸を炭化、九糸は──って!?」

　開始されていた狛はく矢やの絡らく糸しが止まる。正確には止められた。突然目の前に戻もどってきた刃先を堪たまらず杖ロッドで受け止めたからだ。

　払い除のけて絡らく糸しを行えるだけの時間を稼かせいだはずなのに、燎は器用にその力を受け流し、無理の無い動きで身を立て直していた。距離を詰めるスピードも尋じん常じようじゃない。

　そこから燎の猛もう攻こうが始まった。次々に絶え間なく繰くり出される突き。その刃先は幾いく重えにも重なって見え、同時に八本も九本も操あやつっているのではないかという錯さつ覚かくに陥おちいる。

　手にした杖ロッドのレスポンスの悪さに苛立ちが募つのる。元繰術を絡らく糸しする暇ひまも与えられず、ただ防戦一方になる狛矢。長槍というリーチの差もあり、受け止めるだけで手て一いつ杯ぱいで反はん撃げきの隙が全く見つからない。

「お前は自分の持つ才能に頼たより切っているからそうなる！」

「どういう意味だよ」

　猛もう撃げきを続けながら燎は投げ掛けてくる。
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「その程度の元繰術に一体どれだけの絡らく糸し時間をかける気だ？　どうせ我流か、感覚で掴つかんだものだろう？　絡らく糸しにはある一定の法則ってのがあるんだ。いわゆる公式のようなものだ。それさえきちんと学べばもっと速く元繰術を完成させることができるし、応用すれば戦闘に合わせて術のバリエーションを増やすこともできる。剣けん術じゆつも然しかりだ。きちんと学んだ訳でもないだろ？　だから動きに無む駄だがある。隙ができる。ポテンシャルはあっても、それを生かす為の努力をしなければ宝の持もち腐ぐされなんだよ!!」

　フェントスが一度大きく引かれたかと思った瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな一いち撃げきが叩たたき込まれる。

「っつ!?」

　元繰術を纏った槍やり先が狛はく矢やの体を障壁ごと弾く。無む理り矢や理り力ずくで後退させられ、体勢を崩くずした所に追撃。無意識の防ぼう御ぎよで縦に掲かかげた杖ロッドを横に薙なぐ紫し電でん一いつ閃せん──

　鋭い切り口を残して杖ロッドの半分が吹っ飛とんだ。

「おっ!?」

　破は片へんが地面に転がり虚むなしい音を響ひびかせる。

　静まり返った周囲。

　沈ちん黙もく。

　そこで勝負あったとばかりに、燎りようはフェントスを線せん輪りんにしまい狛矢の眼前に歩み寄る。

「どれだけ俺を待たせるつもりだ？」

　冷めた眼が狛矢を捉える。当の狛矢は使い物にならなくなった杖ロッドをその場に放ほうり捨てる。

「変な期待をしないでくれよ」

　しかし、こうも三年という経験の差（正確には燎との差は四年だが）を見せつけられてしまうと、意に反して沸ふつ々ふつとしたものが体の中心で熱を帯び始めるのが分かる。

　冷え切っていた燎の表情が更さらに冷たさを増した時、彼は擦すれ違ちがいざま耳元で囁ささやく。

「これだけは言える。今のお前に勝っても何の価値もない」

　次の瞬間、狛矢の腹に衝撃が叩き込まれた。思わず膝をつき、その場に倒たおれ込む。同時に呼吸の苦しさと胃液が込み上げてくるような感覚に襲われる。

　これは拳こぶしで殴なぐられた痛み。

　鈍どん痛つうに耐えながら見上げると、無味な表情を残し、去ってゆく燎の姿があった。

「はーちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　腹部を押おさえながら立ち上がろうとすると、澄んだ声が耳元に響いた。

　そこにあったのは、さらりとした髪かみと柔やわらかで優やさしい面おも立だち。幼馴染みで救護科の果か路ろ菜なだった。科の実習用であるナース服姿はいつもの学生服と違って彼かの女じよのふんわりとした雰ふん囲い気きを際きわ立だたせている。

「ちょっと最後に小こ突づかれただけだ。勝負ついてるのに不ふ意い討うちなんて卑ひ怯きようだよなー」

「でも、ここ」

　果か路ろ菜なは自分の左頬ほおを指で指し示す。何かと思って自身のその箇か所しよを手で拭ぬぐってみると、指先に僅わずかな血が付着した。

「あれ？　どこかで擦ったみたいだ、気付かなかったなー。でもこれくらいなんとも……」

「だめだめ、バイ菌きんが入ったら大変なんだよ？」

「大おお袈げ裟さだって」

「テントまで行ける？　そこでちゃんと手当てするから」

「いいってば」

「だーめ、はい、肩かしてあげるから」

　果路菜はそういって触ふれれば壊こわれそうなくらいの細い肩を差し出してくる。そのまま彼女は無理矢理に狛はく矢やの腕を掴み上げ、自分の首に回した。

「お、おいっ!?　自分で歩けるって！」

「さ、行くよ」

　勢いに負けて狛矢は彼女の肩に仕方なく身を委ゆだねた。







　演習場では他の生徒達の模擬戦が開始されていた。最初は狛矢達の戦いに圧あつ倒とうされて皆みなが皆みな茫ぼう然ぜん自失としていたが、今ではルールを守りながらそれに臨んでいる。

　そんな中、狛矢は救護科の仮設テント下でパイプ椅い子すに座すわり、果路菜の手当てを受けていた。

　消毒液が頬に染しみる感覚を得る。

「それにしても神こう月づき先輩、あそこまでやらなくてもいいのに……。今日は模擬戦なんでしょ？」

「ああ、まあな。でも奴やつなりのお祝いらしいからな」

「ん？」

　疑ぎ問もん符ふを頭上に浮うかべた彼女は真向かいに同じようにして座り、今は絆ばん創そう膏こうを貼はろうとシールを剥はがしている所だ。

　待っている間、狛矢の視線は彼女のナース姿に向けられた。薄ピンク色のナースキャップにナース服、そしてホワイトのオーバーニータイツ。ナース服としてはオーソドックスなスタイルだが、そこは退闇校、軍服のようなスタイリッシュなシルエットを湛たたえている。端はし々ばしに施ほどこされた白いラインや左ひだり肩かたにある救護科の学科章などがその最たるものだ。そんな規律の象しよう徴ちようのようなものも、彼女が着れば途端に温おん柔じゆうなものに変わってしまう。

「貼るよ？」

　そう言って果か路ろ菜なは絆創膏を貼る為に身を乗り出してくる。椅子から浮く太ふと腿もも、目の前に近付いてくるぱっちりとした瞳ひとみ。顔には僅かな吐と息いきがかかる。

　狛はく矢やは自分を律するように明後日の方向に目を背そむけた。

「はい、おっけー」

　一いつ旦たんこちらに向かってにっこりと微ほほ笑えんだ彼女は手元の救急箱を片付け始める。その間、狛矢は頬に貼られた絆創膏をそっと一撫なでした。

「大体お前は昔からそうだったよなー」

「えーなにが？」

「世話焼きで大袈裟だってこと。たとえばほら、幼よう稚ち園えんの時の救急車事件」

「あーあれ」

「俺おれは柱の角に小指をぶつけて悶もだえてただけだってのに、お前が大袈裟に先生に話すもんだから園内に救急車が六台と、なぜか消防車まで現れて大変なことになったじゃないか」

「だってあれは、はーちゃんがものすごーく痛そうにしてるから」

「そりゃ痛かったさ。思いっ切りぶつけたんだから。でももう少し状じよう況きようを見てだな……」

「万ばん全ぜんを施して何も無かったら、それはそれで良かったってことじゃないかな？」

「限度があるだろ、限度が。他に救急車が必要な人がいたらどーすんだよ」

「うふふ」

「うふふって、笑って誤ご魔ま化かすなよ。士し央おなんてかなりテキトーだぞ？」

「えーどんな？」

「この前なんか、寮りようの給湯器が壊れたことがあってさ、それで風ふ呂ろに入れない時があったわけ。でもあいつは『水でもお湯でも成分的には一いつ緒しよだ』とかいって普ふ通つうに水みず風ぶ呂ろに一時間以上入ってたりして……」

「へぇーお風呂ねえ」

　冷れい淡たんな視線を向けてくる彼女に、自分が不用意に余計な事を口走ってしまったことに気付く。

「っていう話を聞いただけなんだけどな」

　笑って有耶無耶にしてみた所で、当の本人の姿がここにないことに気付いた。

「そういえば、士央は？」

「あれ？　さっきまでそこにいたと思ったんだけど……」

　二人して辺りをキョロキョロと見回してみても彼女の姿は見つからない。先さき程ほどまでは元繰術科の一団に混じって模も擬ぎ戦を見学している姿があったが、今はそこにも見当たらず、この仮設テントの中にもその姿は見受けられない。

　大方トイレにでも行ったのだろうと視線を戻すと、いつの間にか正面に人の良さそうな一人の少年が立っていた。制服の肩かた口ぐちにある学章から彼が元繰術科の生徒であることが分かる。

　狛はく矢やはその顔に見覚えがあった。多分、初等部の頃ころ、隣となりのクラスにいた奴だと思う。

　しかしその少年の目的は狛矢ではなく、傍そばにいる果か路ろ菜なだった。

「長なが月つきさん、この前はどうもありがとうございました」

　そう言って少年は唐とう突とつに頭を下げた。

「えっ……なになに？？　ええっ!?」

　頭を下げられた方の果路菜は何のことだか思い当たる節が無いようで、戸と惑まどいを露あらわにしている。そんな彼女に少年は言葉を続ける。

「あ、あの……先日の闇生物ヴアイラスがハーモニカを襲しゆう撃げきした事件で僕ぼく、怪我けがをしてしまって……あ、これです、これ」

　包帯の巻かれた左ひだり腕うでを見せながら彼は柔らかく微笑む。

「あの時、初等部体育館に臨時で設けられていた救護室で長月さんに手当てしてもらったんです。それで、あの時は状況が状況だったんで、ちゃんとお礼が出来てなかったから。それでこうして……」

　彼は照てれ臭くさそうに頭の後ろに手をやりながら、何度も小さなお辞じ儀ぎを繰り返かえす。対して果路菜は顎あごに指を当て困ったようにしている。

「えっと……あのぉ…………

　ごめんなさいっ」

「えっ？」

　少年はなぜ謝あやまられたのか分からずに目を丸くしている。

「あの……ホントに私が手当てを？」

「ええ確かに」

「ごめんなさい、あまり覚えてないの……」

　果路菜は顔の前に手を合わせ、一見すると懇こん願がんしているようにも見えかねない格好で謝る。逆に少年の方も予想だにしなかった反応に困こん惑わくしている。

「実際、手当てしたのならば、一応記録としてカルテが残ってるんじゃないか？」

「え……あっ」

　狛はく矢やに言われて、果路菜は思い出したように自分のバッグから処置記録の紙束を取り出した。

「あの、すみません。お名前は……」

「か、加か嶋しま悠ゆう木きです」

「えーと、加嶋くん、加嶋くん……」

　果か路ろ菜なは焦あせりながら処置記録を捲めくる。そして、とある一枚の所で手が止まり、それを引ひき抜ぬいた。

「あ……あった。あったよ！」

　彼女はそれを、さも嬉うれしそうに少年に向かって見せる。確かにそこには彼の名前と日付、そして処置内容が記き載さいされていた。

「と、喜んでいる場合か？」

　狛はく矢やが突っ込むと、果路菜の顔は途と端たんに真っ赤に上気し、まるで鹿しし威おどしのように少年に対して何度も何度も深々と頭を下げた。

「ご、ごめんなさいっ！　ごめんなさい、ごめんなさい!!　わ、わたし、なんて失礼なことを……申し訳ないですっ！」

「いや、別にいいんです。ただ僕はお礼を言いたかっただけですから」

　人の良さそうな少年は見た目通り穏おだやかないい人で、謝り続ける果路菜に対し柔にゆう和わに答える。

「それじゃ、僕はこれで」

　彼は寧むしろこちらが申し訳ないといった感じで頭を下げながら去っていった。

　果路菜は冷ひや汗あせを掻かいたのか、ハンカチで額を拭いながら「ふぅーっ」と息を吐はき、椅子に座る。そこへ狛矢が声をかけた。

「めずらしいな」

「え？」

「昔から物覚えは良かった方だろ？　特に会ったことのある人の顔は全部覚えているくらい記き憶おく力りよくはいいと思ってたけど」

「ま、まあ……自分でもそこには自信があったんだけど……多分、あの時は特に慌ただしかったから、うまく整理できなかったんだと思う。あと、思ってたほどそんなに記憶力無いのかもね。へへ」

　軽く笑って見せる果路菜。その表情はにこやかであっても、どこか疲つかれがあるように見えた。

「らしくない」と、狛矢は思う。彼女は新入学の時も初日からクラス全員の顔と名前を一いつ致ちさせることができていたらしいし、あまり顔を会わすことのない学校事務員や一度しか会ったことのない退闇庁の職員のことまで覚えていた。それなのに、しっかりと時間をかけ、面と向かい合って手当てをした相手を覚えていないなんてことは、彼女にとって有り得ないことなのは確かだった。

「ふぅ……なんだか緊きん張ちようしてのど渇かわいちゃった。飲み物もらってきても大丈夫かなあ？」

　彼女が言っているのはテント下に用意されているドリンクボトルのことだ。模擬戦を終えて体力と水分を消費した元繰術科の生徒の為に用意されているスポーツドリンク的なものなのだが、救護科の生徒も構わず飲んでいる光景がある。

「別にいいんじゃないか？　数は十分にあるみたいだし」

「じゃ行ってくる。はーちゃんもいる？」

「俺はいらない」

「えー、さっきあれだけ運動したんだからちゃんと水分取らないと駄だ目めなんだよ？」

「何の為に聞いたんだよ」

「じゃ、はーちゃんのも、ね♪」

　返事を待つ事無く彼女は笑えみを浮かべて椅子から立ち上がる。この過か剰じような世話焼きはいかがなものだろうか、と考える。

「ふふーん♪」

　鼻歌交じりの彼女が狛はく矢やの横を通る。さっきまでは焦ってオロオロし、泣きそうになっていたのに、ころころと良く変われるものだと感心する。それが果か路ろ菜ならしいといえばそうであり、安心できるのも事実だった。

　あんまり脳天気なものだから少し心配になって仰あおぎ見みた。そこには想像通りの浮かれた笑みがあったのだが、

　その刹せつ那な──




　────果路菜の体がトクンと跳はねた。




　最初の〇．一秒は何が起きたのか認にん識しきできずにいた。しかしすぐに現実が明めい瞭りようになる。

　彼女の左胸を銃じゆう弾だんが穿うがったのだ。

「!?」

　相そう貌ぼうが冷たく凍こおり付つく。瞳は虚こ空くうを見つめ、愕がく然ぜんとした面おも持もち。力の抜けた体がスローモーションで倒れてゆくように感じる。

　狛矢は咄嗟に彼女の体を受け止めた。

　己おのれの鼓こ動どうが自然と早くなってゆくのが分かる。

　なんだこれは？

　どうしてこんな……。

　心は現実を受け入れられなくても体は医い療りようを志す者としての使命を忘れてはいない。

　彼女をそのままその場に寝ねかし、衣服の胸むな元もとを開く。

　そこにあるのは──

「え……？」

　狛矢は狐きつねに摘つまれたような顔になっていた。

　無いのだ。

　彼女の胸を貫つらぬいた筈はずの銃じゆう創そうがそこには全く無かった。目に入るのは、傷一つ無い白しら肌はだの上に小さな痣あざが残っているだけ。大きさにしたら直径五ミリにも満たない点のようなもの。普通の痣と違うと断定できる理由は、その形状が自然発生的とは思えない正確な六角形を形作っていたからだった。

「どういうことだ……俺は幻げん覚かくでも見たのか？」

「ちょっ……はーちゃん!?　こんな所で……ちゃんと場所考えないとダメなんだからね！」

　寝かされている果か路ろ菜なは全ての血流が顔へ集まったかのような赤い顔をしていた。

「それより大だい丈じよう夫ぶなのか？　お前」

「お前こそ大丈夫なのか、玖く珂が」

「は？」

　不意に自分の名前を呼ばれて我に返った。見ればそこには筋肉質の腕うでを組んで仁に王おう立ちしている支はせ倉くら　功いさおの姿があった。よくよく周囲を見み渡わたせば、救護科と元繰術科の生徒が周りを取り囲むようにしてこちらの様子を窺うかがっている。

「は、はーちゃん……いくらなんでもこんなに大勢の前では……」

　果路菜の声が目の前から聞こえてくる。彼女は頬を染めていて、胸元がはだけている。そこにあるのはピンク色の下着。そしてそんな彼女の両りよう腕うでを強ごう引いんに押さえ付けているのが狛はく矢やだった。事情を知らぬ者が駆かけ付ければ誤解を招くのも当たり前。

「え……いや、これはその……えーと」

　どう説明すればいいか悩なやんでいると、功の口が先に開かれた。

「どういうことか聞かせてもらおうか？」







　狛矢は功に事の顚てん末まつを話した。

　果か路ろ菜なを貫いた銃弾のこと。

　その傷きず痕あとが無いこと。

　だが、それを素す直なおに信用させるにはあまりにも証しよう拠こが不十分だった。

　撃うたれた本人も自覚が無かったし、血けつ痕こんすら残っていないのだから、これを信じろと言う方が無理がある。結局、狛はく矢やが疲れからくる幻覚を見たという結論に落ち着き、果路菜を押し倒したという公然猥わい褻せつ行こう為いだけが救護科と元繰術科に広まっただけだった。そのことについては功から厳重注意を受けただけで済んでいたのが不幸中の幸いだった。

　今では授業も終わり、放課後の演習場は静まり返っている。だが狛矢はその場に残り、果路菜が銃じゆう撃げきされた場所で手て懸がかりを探さぐっていた。

　あれが幻覚とは到とう底てい思えないからだ。

　思い起こす少し前の過去。

　彼女の体が銃撃の反動を受けて跳ね上あがったあの瞬間。あれは確実に果路菜の体を貫いていた。ということは銃弾は体内には残らずどこかへと突き刺ささっているはずだ。射角度的にそれは地面である可能性が高い。しかし現場付近に這はいつくばって目を凝こらしても、それらしい弾だん痕こんは見つからない。

　あの時は背中側から撃たれたように見えた。そうなると果路菜の体の向きから推測するに、銃弾が発射された方向は恐おそらく……。

　狛矢が視線を向けた先には演習場と校舎を仕切る頑がん強きような黒壁が高々とそびえ立っていた。ここから壁まで僅か十メートル足らず。そんな近くから撃たれれば犯人の存在にも気付くはずだ。

　ならばもっと遠えん距きよ離りからの──狙そ撃げき？

　いや、そもそもあれは実銃じゆうの弾たまなのか？　とも思い始める。

　銃弾もなければ傷も無い。それは果路菜が撃たれた事実さえも無くなるということ。証拠が無ければ探しようもないし、誰だれも動いてはくれない。

（校舎の方も探ってみるか……）

　狛矢は可能性を求めて校舎側に向かった。足を踏ふみ入いれた先は専門学習棟とうの屋上。この場所に来た理由は、ここが演習場全体を見渡せる位置にあるからだった。狙撃を行うならば方向的にも問題は無い。実際に銃撃にあった場所も真まっ直すぐに望むことが出来た。だが、演習場の周囲には同じような高さの建物が多く建っており、左右の敷しき地ちにある初等部、中等部の校舎からも同様の風景が望める。よってそれだけで狙撃地点を特定するには至らなかった。

（あっさり行いき詰づまっちゃったな）

　狛はく矢やは大きく溜ため息いきを吐き、フェンスにもたれ掛かかってその場に腰こしを下ろす。

　あれが幻覚ではないとして、そもそもなぜ果か路ろ菜なが撃たれたのだろうか？　恨うらみを買われるような人間ではないし、狙ねらわれる理由も無い。

　狙われる理由──。

　そんなものを持っている人間が狛矢の身近にいるとしたらあいつしかいない。

『完全抗こう体たい』という切り札を体内に宿している士し央おだ。

　だが、彼女はあの時、場にはいなかった。ターゲットを見み間ま違ちがうなどという間ま抜ぬけなことも有り得ないだろう。

「あ……」

　士央が思考の中に現れた所で思い出した自分がいた。

　そういえば今日の放課後、彼女と話し合いを持つ約束をしていたのだった。

「あいつは今どこにいるんだ？」

　士央を呼び出だす為ため、狛矢は携けい帯たいを取り出し電話帳を検けん索さくする。と、そこでボタンにかけた指が止まった。

「番号知らないよ。っていうか、あいつ携帯持ってないじゃん！」

　ポリシーとかで彼女は携帯を持たないらしい。

「ったく」と舌打ちしながら、狛矢は屋上からの階段を駆け下おりた。真っ先に向かった先は放送室。この専門学習棟の最上階端はしにある部屋だ。

　その放送室というのは情報管制科の一角に併へい設せつされており、同生徒が管理している。情報管制科は闇生物ヴアイラス発生の状況を正確に捉とらえ、いち早く位置情報を住民に伝える退闇庁管制部の人員を育成する科だ。

　狛矢は廊ろう下かを小走りに向かい、『放送室』と書かれた大層な金属プレートが掲げられているドアの前に立っていた。

（ここで呼び出してもらうか……）

「失礼」

　迷わず取っ手に手を掛け入室する。中はそれほど広い空間ではなかった。部屋の真ん中を大きなガラス窓が隔へだてていて手前には横よこ幅はば一面に広がる機材。ガラスの向こうには音声や映像の放送を行える防音室があった。見た目は音おん響きようスタジオの設備とそう変わらない。通常のスタジオと違うのは手前のコントロールルームに闇生物ヴアイラスの位置を確かく認にんする為のモニター類が幾いくつか置かれているのと、それに則した機器がほんの少しあるくらいだ。

　そんな中に足を踏み入れると、機材の前に座っていた少女が冷たい視線を向けてきた。

「誰ですか？」

「えっと、呼び出しを頼たのみたくて」

　なぜか異様に緊張した空気が張はり詰つめる。それも彼女の容よう貌ぼうに至る所が大きい。

　短くまとまった髪の合間にあるのは、冷めた目線、無表情、それでいて威い圧あつされるような感覚。室内には彼女以外おらず、それがまた緊張感を高めていた。

「上うわ履ばき」

「え？」

「ここは上履き厳禁です」

　言われて見れば足あし下もとに仕切り線が引かれており、壁かべ際ぎわにはスリッパ立てに掛かった真新しいそれが用意されている。しかし土足厳禁は聞いたことあるが、上履き厳禁というのはなかなか無い。

「あ、ごめん」

　ルールに従いスリッパを手にする。そのまま床ゆかに置き、足を入れようとしたその時だった。

　プシュゥゥ

「おわっ!?　な、なに？？」

　なんだか冷たい霧きりが足下にかかる。見れば彼女がスプレーボトルから何かを噴ふん射しやしている。
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「消毒です」

「消毒？　別にそこまでしなくても……」

「汚きたないから」

（こいつ、さらりと失礼なこと言ったな）

　眉まゆ尻じりを引き攣つらせながら改めてスリッパを履はく。

「それから入室の際は必ずノックして下さい」

「ん……ああ、すまん」

　それは自分が悪かったのだが、どうもやりづらい。

　狛はく矢やは彼女との直接対たい峙じを避さけて室内に意識を向けた。良く見ると機材の一つ一つが綺き麗れいに磨みがき上げられていて埃ほこり一つ見受けられない。

「放送室って初めて入ったけど、こうなってたんだ」

　言いながら近くにあった機材の上をなんとなく触さわってみる。無論、変なスイッチを押してしまったら大変なので、中でも無難そうな機械の天板に触れただけだったのだが……。

「触らないで下さい」

　抑よく揚ようの無い声で制止される。

「なんでさ」

「指し紋もんが付きます。どこも触らないで下さい」

「指紋て、そりゃいつかは付くんじゃないか？　誰にも触らせないなんて無理だし。それとも君一人でここを管理してるって言うのか？」

　頷うなずく彼女。

　まさかと思ったらそうだった。

「ここは放送部である私が管理している場所です。部員は私一人。この学校で私が唯ゆい一いつ落ち着ける清潔で整った空間。だから穢けがさないで下さい。お願いします」

「穢さないで、って言われても普通にしてるだけなんだが」

「とにかく埃が立つので、用事が済んだらすぐに出て行って下さい。空気が汚よごれるから出来れば息をしないで」

「無む茶ちやを言うな」

　なんだか出会った頃の士し央おと同じ匂においがするのは気のせいだろうか？

　しかし、同じ雰ふん囲い気きはしても正面から見み据すえる彼女の顔は全く違ちがう面おも立だちだ。無表情ながらも日本人形的な端たん正せいな顔をしている。

　それにしてもこの顔、どこか意識に引っ掛かる……。

「あのさ、俺、君と会うの初めてだっけ？　なんかどこかで会ってるような気がするんだよね。そりゃあ同じ学校なんだから顔を合わせることはあると思うんだけど、もっと身近にあったような気がするんだ」

「初めてではないです」

「え」

「初等部の頃、元繰術科、といっても初等部は元繰術科しかありませんが、隣のクラスでした。名な槻つき羽う見みです」

「名槻……」

　なんとなく記憶の端が鮮せん明めいになってくる。

「でもなんで管制科？」

「私は元繰糸スレツド判定がシフト１なので、あのまま続けていても元繰術士スレツドスピナーとしては大成できません」

「そうか……」

　そういった生徒も少なくないのは狛はく矢やも理解していた。

「この会話の流れは作さく為い的てきと捉えて宜よろしいですか？」

「はい？」

「出会いに偶ぐう然ぜんを装よそおって親近感を高め、同時に警けい戒かい心しんを弛ゆるませる。男性が女性にある意図を持って近付く時の旧きゆう態たい依い然ぜんとした戦術ですよね」

「あのなあ……」

　兎とにも角かくにもこんな息苦しい場所はこちらから願い下げだ。早い所用事を済ませて退散しよう。

「あーともかく呼び出しを頼みたいんだが」

「それはあなたが入室した時、最初に伺うかがっています。その準備は既すでに整っていますので、私はあなたの用件を待っている状態です。なので早くお願いします」

　彼女の手元を見ればマイクのスイッチはオンになっていて、後はボリュームレベルを上げるだけになっている。

「へいへい、左様でございますね。じゃあ元繰術科一年の四あ十い崎さき士し央おを呼び出してくれ。場所は中庭」

「どこに向けての放送にしますか？」

「へ？」

「ここの放送システムは闇生物ヴアイラス発生に伴ともなった緊きん急きゆう避ひ難なん放送の演習用として作られています。ですからハーモニカ全層の各ブロック別に同時放送を行うことができます」

「全層って……いいよ、普通にこの高等部内だけで」

　答えたと同時、椅い子すに座すわった羽う見みの指先が機き敏びんに動く。そして今までの淡たん々たんとした喋しやべりとは似ても似つかない通った声が校内のスピーカーから流れる。それは誰の耳にもハッキリと伝わるクリアーな声質。

　その変へん貌ぼうっぷりに驚おどろかされている内に放送は終わっていた。

「早く帰って下さい」

「はいはい、言われなくてもすぐ帰りますよ」

　狛はく矢やはスリッパを脱ぬいで上履きに履き替かえる。脱いだスリッパはスリッパ立てに──

　と手を伸のばした時だった。横からゴミ鋏ばさみのようなものが出てきて狛矢のスリッパを掻っさらったのだ。それはそのまま傍にあったゴミ箱の中に叩たたき込まれる。

「うおいっ!?」

「使い捨てですから、ご心配なく」

　そんな事をするのは、もちろん目の前の彼かの女じよしかいない。

「そういう問題か？　だったら何の為にさっき消毒したんだよ」

「儀ぎ式しきです」

「儀式って……」

「嘘うそです」

「嘘なのかよ」

「当とう該がい者の心理的影えい響きようを避け、敢あえて伏ふせていた情報を公開するならば、処分品からの二次感かん染せんを防ぐ為です」

「いいよ公開してくれなくて」

「帰って下さい」

「わーったよ」

　狛矢は追い出されるように放送室を後にした。







　放送室を出た後、狛矢はすぐさま中庭へ向かった。ここから移動までには数分とかからないのだが、到とう着ちやくしてみると中庭に架かかる渡わたり廊下の所に、既にふて腐くされた面持ちの士し央おが待っていた。

「早いな」

「当たり前だ。ずっとここに居たのだからな」

「ずっと……って、演習場からいなくなった時からずっとか？」

「ああ、そうだ」

「でも落ち合う場所は決めてなかっただろ？」

「たまたまだ。反省をするには丁度良い静かな場所だったからな」

「反省だと？」

　彼女の口から出たとは思えない単語に目を丸くする。

　そこで士し央おは狛はく矢やの頬ほおに貼はられている絆ばん創そう膏こうを指差した。

「あの時、私は殊しゆ勝しような彼女を演じるタイミングを逸いつしてしまったからな」

「その設定、まだ生きてたのかよ」

「当然だ」

　彼女の眉尻が吊つり上がる。

「彼かれ氏しの怪我の一つも手当てしてやるのがその務めだろう。なんなら別の傷を一つ作ってそれを手当てしてやろうか？」

　メルファの収まる太ふと腿もものホルスターに彼女の手が添そえられる。

「馬ば鹿かを言うな」

「ならば、こんなのはどうだ？」

　彼女がどこからか取り出したのは飲み口が二つ付いた一本のストローだった。しかも中央がハート型になっている今時どこで売っているのかさえ分からない古体な代しろ物ものだ。

「これを使っていれば周囲の誰もが私と狛矢が恋こい人びとだと勘違いする。ちゃんと百均で買ってきたグラスと購こう買ばいで手に入れたパインジュースもある。トロピカルな感じが南国リゾートを彷ほう彿ふつとさせて恋人効果が二割増しだ」

「お前はその設定を誰に誇こ示じしたいんだ？　それに二割ってどんな計算から出た数字だよ」

「拒きよ否ひする気か？　それでは私と狛矢との関係が不自然に映ってしまう。もしそうなれば私が持つ秘密に勘かん付づく者が出てきてもおかしくはない。それに私とて本意ではないが、買って来た物が無む駄だになるよりはましだろ？」

　色々おかしな所はあるが、彼女がそれを用意し、ずっと待っていたということだけは理解できた。

「まああれだ……約束を忘れてたのは謝あやまる。それからもう一つ言い訳をさせてもらうと、あの後、果か路ろ菜なの身の上にトラブルが起きてな」

「どういうことだ？」

「そのことも含ふくめて研究室で話そう」

　渋しぶ々しぶ頷うなずく士央と共に渡り廊下を研究棟へと向かう。管理窓口で自習室としての使用許可を貰もらい、無数にある研究室の一つに入る。

　先日の闇生物ヴアイラスハーモニカ襲撃事件が落ち着いて以来、狛はく矢やと士し央おの二人は寮りようの自室以外で込み入った話をする場合、周囲の目を避ける為、こうして研究室を利用する事が多くなっていた。

　室内に入るとすぐにカーテンを閉め、ＰＣの電源を入れる。その前に椅子を二脚きやく用意してそれぞれに座り、ＯＳが立ち上がるのを待った。

　その間、士央に果か路ろ菜なを襲おそった銃弾について詳くわしく説明した。その銃弾がまるで幻まぼろしのようで痕こん跡せきが何も残っていない事。取とり敢えず今の果路菜は元気にしている事。そして銃撃に関する調査をしていて少し遅おくれた事などを話した。

「幻覚でも見たのではないか？」

「そう言うと思ったよ」

　そんな会話をしている間にＰＣの準備が整っていた。狛矢は家から持ってきたメモリーを差し込み、幾つかのファイルを開いて見せる。自室のＰＣは現在行方ゆくえ不明で士央の父でもある研究者、上總かずさ詠えい士じが残した暗号ファイルの解かい析せきに四六時中使っている為、それ以外のものはこうしてここで作業するのが日常になっていた。

「で、『完全抗体』のその後の経過だけど」

　その四文字を出した途端、場の空気が張り詰めるのが分かる。

　モニターを凝ぎよう視しする士央の眼まな差ざしも真しん剣けんなものに変わっていた。その瞳ひとみに映るのは無数のグラフや数値の羅ら列れつ。

「この前士央から採取した血液と残された資料をもとに算出した周期計算から、次に完全抗体が変質を起こすまでには大分時間が空くことが分かった。今現在の状じよう況きようも安定しているようだし、しばらくはこのままの状態を保っていられるだろう」

「しばらくとは、どれくらいだ？」

「あくまでしばらくとしか言えないな。現段階では正確な数字を割り出すことはできない。もう少し研究を進めていけば分かってくることもあると思う。ただこれだけは確実に言える。いつかまた、同じような事は────

　必ず起こる」

　士央の体がビクッと震ふるえる。

　彼女の放出する闇因子を媒ばい介かいにして空間転移してくる闇生物ヴアイラスの姿。その過去の映像が狛矢の中にも蘇よみがえる。

「そうならない為にも、またはそれを遅らせる為、来きたるべき日に備えてこんなのを考えている」

　狛はく矢やはモニター上に別のウィンドウを開いた。そこには複雑な計算式と、顕けん微び鏡きようの拡大写真が表示される。

「闇因子抑よく制せい剤ざいだ」

「そんなものが？」

　不思議なものを見るような目で士し央おが尋たずねてくる。

「いや、まだこれは研究段階で完成はしてないんだ。ただ絶対必要だと思って研究に着手してみた。まだ確実にできるとは言えないし、その効果を実証できるまでにはかなり時間がかかると思う。だから平行して色々な事をやっていかなくちゃならない。差し当たって優先して進めたいのはこの抑制剤と、士央の体を傷付けずに完成した完全抗体を取り出す方法だ。独自に進めてはいるが俺おれだけでは限界がある。やはり、親父おやじさんの行方を捜すことも考えないとな」

　彼女の沈しずんだ表情にモニターの光が照り返している。静まり返った室内にはＰＣのファンだけが微かすかに音を立てている。

　狛矢は元気付ける言葉を考えていた。逃のがれられない未来への不安。その重圧に耐たえ続けるのは並なみ大たい抵ていのことではない。

「あのさ」

「わかった」

「え……」

　口を開いた途と端たん、彼女に遮さえぎられた。そして言いにくそうにしながらも言葉を続ける。

「私も自分でできることは自分でやる、だから大丈夫だ。その……色々と考えてくれて……」

　言こと葉ば尻じりが窄すぼまり、そのまま黙だまりこくってしまう。

「ん？」

　狛矢が不ふ審しんに思い首を傾かしげるも、彼女はその長い黒くろ髪かみから僅わずかに飛び出した耳先を桃もも色いろに染めるだけだった。

　そこで士央は突とつ然ぜん、何やらゴソゴソと鞄かばんを探り出す。

「では改めてこれを」

　出されたのは先さき程ほどのラブラブストローとその他諸もろ々もろのセットだった。

「なぜにそれを強要する？　それにここでは誰も見てないぞ？」

「ならば……贖しよく罪ざいとして帰りにモニパン四つだからな」

　モニパンとは、ここハーモニカのマスコットであるウサギ型キャラクター『モニカちゃん』の顔を模かたどったパンのことだ。

　士央は鞄を肩かたに担かつぎ上げて立ち、ビシッと指を四本並べて見せた。

「何の贖罪だよ、意味分かんね。それに四つってどんだけ食うんだよ」

「シリーズ第三弾のオマケシールがあと一枚でコンプリートなんだ」

「なら一個でいいだろ、一個で」

「パンは狛はく矢やも食べるのだから問題はない」

「ハイ、俺の夕飯確定」

「決まったのなら帰るぞ」

　気付いたら士し央おはもう研究室の扉とびらから飛び出していた。

「おい、ちょっ、電源切るまで待てって！」

　狛矢は慌あわてて机の上を片付けて、室内を再度チェックしたのち、彼女の後を追う。

　士央は突つき当あたりの角を悠ゆう々ゆうとした足取りで進んでいる所だった。

　誰もいない黄昏たそがれ色の廊下に二人の足音が響ひびいた。
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　昼時の本校舎屋上。集光器の人工的な明かりを浴びながら狛はく矢やは昼食をとっていた。口の中に事務的に押おし込まれてゆくのはモソモソとした甘あまいもの。一つ目が食べ終わると、無感情のままに二つ目を手に取り、それをまた口の中に押し込んでゆく。それもまた寸分違わぬ同じ味。

「あー……もう、飽あきたー」

　限界を感じた狛矢はそのままそこへ寝ねそべった。

「消費期限内とは言わないが、せめて腐る前には食べ終えないとな」

　狛矢の傍かたわらに腰を下ろしていた士し央おは、紙パックの苺いちごミルクを一口飲むなりそんなことを呟つぶやいた。

「人事だな」

「何を言ってる。私もちゃんと協力している」

　彼女の手には左耳の囓かじられたモニパンがあり、正体不明の緑色のクリームが中から覗いていた。モニパンが主食の勢いの彼女もさすがに少し苦しそうに見える。それは厳密に言うと味的にではなく、量的な話だが。

「それにしたって買いすぎだろ？　俺は四つだっていうから了りよう承しようしたってのに、これはどういうことだよ。一度に食べきれる量にしろよな」

　訴うつたえる狛はく矢やの横にはビニール袋ぶくろ一いつ杯ぱいに詰まったモニパンの山があった。

　昨日の帰り道、コンビニに寄った士し央おはここぞとばかりに棚たなにあるモニパンを全部買かい占しめたのだ。無論その日の狛矢の夕飯はモニパンに無条件確定し、これでも昨夜だけで半分は食べたのだが、まだまだ余っていたので本日の昼食まで持もち越こしとなっていたのだった。

「何か来る気がしたのだからしょうがない。御お陰かげでキラキラのレアモニカちゃんシールが出たんだからな。私の勘かんもまんざらではないということだ」

「ならその勘とやらで最初から一個だけ引き当てろよ」

　狛矢の嘆なげきの言葉はもう彼女には聞こえてはいなかった。なぜならば、そのレアシールとやらにホクホクの笑え顔がおで見み惚ほれていたからだ。

　溜息を吐つく気力も無く項うな垂だれていると、二人しかいなかったこの屋上に三人目の人間がひょっこりと顔を出した。

「なんだ、こんな所にいたのか。俺も仲間に入れてくれよー」

　ニヤニヤしながら近付いてくる男は研究科の獅し凍とう風ふう吾ご。脳天気な留年男である。彼かれは傍そばに座るなり、買ってきたおにぎりの包つつみを開け始めた。

「いやね、二人の邪じや魔まをしちゃあいけないってのは分かってるんだけどさ、一人で飯食うのが寂さびしくて寂しくて」

「別にお前は俺と連つるまなくても友達いるだろ」

「何を仰おつしやいますか！　唯ゆい一いつ無む二にの親友は狛矢だけですぜ？　それはそうとこんな所にいたら、いつもの学食だと思ってる果か路ろ菜なが探しちゃうんじゃないか？」

「果路菜は今日は午後から登校だよ」

「はい？」

　風吾は釈しやく然ぜんとしない眼差しで狛矢と士央の顔を交こう互ごに見み遣やる。狛矢は頭を掻かきながら仕方がないとばかりに起き上がった。

「簡単に説明すっと、果路菜は昨日怪我けがをして……って、正確には怪我してないんだけどな。そんなことがあって、俺が一応病院で検査受けとけって言っといたの」

「訳分かんねえぞそれ？　とにかく元気ってことでいいのか？」

「ああ、まあそうだな」

「なんだよー、驚かせんなよっ」

　小こ突づいてくる肘ひじが地味に痛い。そんなことも彼は気にする様子も無く、おにぎりを二口程ほど食べた所で別の話を振ふってきた。

「そういや狛はく矢や、次どうすんの？　元繰術科の方と授業重なってんじゃないか？　研究科の方に出るのか？」

「ああ、今日は研究科の方に出席するよ。ちょっと外せない授業だしな」

「残念だねー士し央おちゃん。狛矢と離はなれ離ばなれで」

「そんなことはない。私は私でやるべき事があるし、狛矢にも同じようにやるべき事がある。それだけだ」

「ほほう、離れていても強い絆きずなと信しん頼らいで繋つながっているから何ともない、という訳ですな」

　風ふう吾ごは目を閉じ深く頷く。

「なに馬鹿なこと言ってんだ」

　狛矢は呆あきれた顔をすると、持っていた参考書をおもむろに広げ、読み始めた。

「なんだよ、こんなとこで勉強か？　お前はそんな事やんなくてもできるだろ？」

「アホ言うな。俺だって知らないものは理解できないさ」

「そうかあ？　で、何それ」

「元繰術・基き礎そ原理Ⅰ」

「ああ俺には関係無い奴やつか」

　風吾は興味無さそうに欠伸あくびをする。

　その様子を横目で見ていた狛矢は、参考書をパタリと閉じると、モニパン在庫が大量に詰まっている袋ふくろを持って立ち上がる。

「もう行くのか？」

　未いまだモニパンの耳を半分しか食べていない士央が見上げながら言った。風吾も怪け訝げんな表情でそれに言葉を重ねる。

「まだ昼休み終わるまで結構時間あるぜ？　どこ行くんだよ」

「ちょっとな。技術科の方に用事があるんだ。授業が始まる前に行っときたくてな。まあ、この機会に二人で親しん睦ぼくでも深めてくれ」

　士央と風吾は互たがいにぼんやりとした顔を見合わせる。

「ちょっ、おい」

　背中に風吾の声が届く。

　あの二人が彼かれ等らだけでどんな会話を交かわすのか気になるのも確か。陰かげに隠かくれて見ていたいくらいだ。風吾は普ふ段だん誰だれとでも仲良くやれるお調子者だが、士央みたいなぶっきらぼうな人間と面と向かって話したらどうなるのか？　とか、士し央おは自分以外の人間と上う手まく話せるのか？　とか色々考える。そんな気まずい状況を想像しながら、狛はく矢やはその場を後にした。







　専門学習棟とう、技術科教室が並ぶ最さい奥おう。普ふ段だんは閉ざされている防火シャッターの先に目的の場所はあった。そこは技術科二年の春はる城き璃り音おんが一人で管理する元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きの工こう房ぼう。狛矢は電子部品やコード類が散乱するお世辞にも綺麗とは言えないその場所に足を踏み入いれ、こちらに気付く様子もなく机に向かって黙もく々もくと作業をしている彼女の傍にモニパンの入った袋を置いた。

「あれ？　狛矢？」

　ビニール袋が擦すれる音を間近で聞いてようやくこちらの存在に気付いた璃音は、付けていた拡大鏡を頭の上にのせる。一年先せん輩ぱいとは思えないツインテールの幼顔が恍とぼけた表情で見上げていた。

「昼飯くらい食わないと体に良くないぜ？」

「えっ、何、これ？　差し入れ!?　あたしの為に？　やだっ、気き遣づかってくれるのぉー？」

　璃音は作業道具を置いて、さも嬉うれしそうに袋に飛び付く。

「全部開かい封ふうされちゃってるけど中身のオマケシールを取っただけだから、物は問題ないぞ」

　モニパンの一つを手にした彼女の口がへの字に曲がる。

「なんだよもぅ、あまりものかあー」

「作業ばっかりに没ぼつ頭とうしてて、いつもろくに食べてないだろ？　というか、最初から食べる事に興味ないだろうが。あまりもんでも何でも食っとけ」

「少しは心配してくれてるって所を拡大して感謝しておくわぁ、にひひ。はむ」

　わざとらしく可か愛わい子ぶって見せ、モニカちゃんの頬にかじり付く。

「んで、アクラルはどんな具合？」

「ふぁふらうは、んぐ……絶賛難航中です。ぐひ」

　大きな塊かたまりを飲み込んだ後、意地悪そうにほくそ笑えんで見せる。

「ぐひ……って、大だい丈じよう夫ぶなのかほんとに。冗じよう談だんじゃなくかなり焦あせってるんだぜ？　俺」

　そこで璃音は机き上じように横たわる黒い物体に視線をやる。小こ太だ刀ち程ほどの長さのそれは間ま違ちがいなく狛矢の愛機、アクラル。しかしそれは以前のような白銀の輝かがやきも、鋭するどい刃はも無く、変わり果てた姿でそこにあった。そこかしこに罅ひびが入り、刃こぼれもしている。線せん輪りんもくすんだ色を湛たたえていた。

「かなりの損傷を受けてるからねえ。そう簡単には元通りにならないよ。一から作り直した方が早いくらいだけど、アクラル程の業わざ物ものとなると早々できないからね。これでもぉー愛する狛はく矢やの為に他の作業を遅らせてまで優先してやってるんだからっ」

「それはすまないと思ってる。でもまあ、どのくらいかかるのかとか、そういった大体の日数が知りたいと思って」

　璃り音おんは細い腕うでを組み、うーんと唸うなる。

「こればっかりはハッキリとは言えないなあ。とにかく頑がん張ばってみるとしか……」

「そうか……」

　士し央おの身の回りで今後起こり得るトラブル。早い所アクラルが戻もどって来てくれなくてはそれらに対応できない。先日果か路ろ菜なを襲った銃じゆう撃げきの事もあるし、気持ちは焦るばかりだった。

「にしても、どうやったらこんなボロボロになるのかねえ？　金属に腐ふ食しよくもみられるし、こんな短期間にそんな、ねえ？」

　彼女のその投なげ掛かけに狛矢はまともに答えることはできず、ただ無言でいるしかなかった。しかし、璃音はそれを察したようですぐに付け加える。
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「まあ、男の子にはやらねばならぬ時がある、ってことですかにゃ？」

「なんだよ、そりゃ」

　璃り音おんは茶ちや化かした言い方をした後で、途端に真剣な顔になる。

「でもこれだけは言っとくわ。これはあたしの作った物だから責任を持って直すけど、今度こんなになるまでアクラルを虐いじめたら────

　許さないからね」

　尖とがった瞳が狛はく矢やを突き刺さす。

「ああ……わかった」

　それは璃音の技術屋としての魂たましいを垣かい間ま見みた瞬しゆん間かんだった。

　彼女は黒い亀き裂れつが走るアクラルの刀身に指をなぞる。

「それと狛矢の体もこれと一いつ緒しよ。あまり無茶をしないでね」

　先程の強い眼光と正反対の悲しげな瞳がそこにはあった。

「その辺はわきまえてるつもり」

「そう……なら、よしっ!!」

　小さな平手が狛矢の背中を叩く。

「いってぇ！　加減しろよ」

　じんわりと伝わる痛みは、口で言うほど悪い気はしない。ほのかな温ぬくもりを感じた。

　帰かえり際ぎわ、燎りように折られてしまった元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きの代わりを彼女に求めたのだが……

　渡されたのはやはり、前と同じ型の杖ロッドだった。







　午後の研究科の授業も終わり、今は放課後。璃音の所へ行ったり、その後すぐに授業に出たりで果か路ろ菜なに会いそびれていた狛矢は、一応様子を窺うかがっておこうと救護科の教室に向かっていた。

　目の前の廊ろう下かを右に曲がればそこは果か路ろ菜なのクラス。足早に角を曲がると、出で会あい頭がしらに人とぶつかりそうになった。

「おっと」

　狛矢は素す早ばやく横に飛び、正面から来た少女の体を受け流す。だが完全には避さけきれず、制服の袖そでが僅かに擦ってしまったのがいけなかった。袖のボタンが彼女の腰こしの辺りにぶら下がっていた何かを引ひっ掛けてしまったのだ。

　ブチッという音と共にキーホルダーのようなものが宙を舞まって廊下に転がる。

「あ、ごめん！」

　狛はく矢やは慌ててそれを拾いに走った。

　床ゆかから拾い上げ、埃ほこりを叩く。改めて手の中を見れば、それは小さなクマの人形だった。毛糸で編まれた編みぐるみのようなモノである。ただ、その人形はかなり薄うす汚よごれていて、へたっており、元の色が何色だったのか分からないほど年季が入っていた。

　まじまじとそのクマを見ていると、突然横から何の言葉も無しに掻っさらわれる。少々荒あらっぽく奪うばったその手の主はこちらのことを睨にらんでいた。

「ルールを知っていますか？」

　そう冷静に問うてきた人形の持ち主は放送室で会ったあの羽う見みだった。相変わらずな冷れい淡たんな視線をこちらに向けている。

「ルール？」

「廊下では左側通行が鉄則です。それがこのような危険を招く結果になりました」

「ああ、そりゃあ悪かった。あと、それも」

　狛矢は羽見の手の中のものを視線で指し示す。すると彼女は見られたくないのか、後ろ手にそれを隠した。

　潔けつ癖ぺき症しようの彼女が持つには相応ふさわしくない汚よごれっぷりで違い和わ感かんを感じたが、だからこそ見られたくないのだろうとも思えた。

「大事なもの……だったか？」

「紐ひもが切れただけなので別にいいです」

「そうか？　ごめんな。んじゃ、俺はこれで……」

　そのまま先を急ごうと足を踏ふみ出だしたのだが、意外にも制服の袖を掴つかまれる。

「まだなにか？」

「もう放送室には来ないで下さい」

　こちらのボタンの事でも気にしてくれるのかと思っていたら、そんな事だった。

「そんなふうに念を押されたらもう行けねーよ」

　狛矢は苦笑いを残し、果か路ろ菜なのもとへと急いだ。

　救護科のクラス前に到着すると、どうやら授業が長引いているようで生徒達が真剣に何かに取り組んでいる様子が窺えた。廊ろう下か側がわにあるガラス窓からそっと教室内を覗いてみると、集団が取り囲む中心に果路菜の姿を見つけた。実物大の人形を使っての骨折者を想定した応急手当を行っているようだった。丁度今、果路菜が代表でその実習を行っている。

　狛矢は目の前のことに直ひた向むきに、そして一いつ生しよう懸けん命めいに取り組む彼女の横顔を見ながら思い出す。果路菜が救護科を目指そうとした時の事を。

　今でも覚えている。

　あの時の瞳を。

　それはもちろん、今も変わらない。

　間もなくして目の前の授業が終わった。狛はく矢やの存在に気付くことなく教室から出てくる果か路ろ菜なに後ろから声をかける。

「よっ、大だい丈じよう夫ぶそうじゃないか」

「あ、はーちゃん」

　振り向むいた彼女はいつもの透とう明めい感ある笑みを返してくる。見た所、顔色も良く、何の問題も無さそうだ。

「どうだった？」

「うん、全然問題無いって。一通り検査してみたけど全部異常なし」

「そっか、よかったな」

「えへへ」

　その屈くつ託たく無い笑みに安あん堵どさせられつつも、心配な部分が全すべて拭ぬぐい去さられた訳ではない。再びあの様な事が起こる可能性はあるのだ。

「今日はもう帰るんだろ？」

「あ、うん」

「じゃ、俺も一緒に」

「えっ」

　果路菜は聞きき間違えをしたのではないかというような顔をした。

「なんだよ、そんなに驚くことないだろ」

「だって、すんごく久しぶりだから。中等部の頃ころからいつも遅おそくまで研究室にこもってて、一緒に帰ろうなんて言ってくれたこと一度も無かったじゃない。それに最近は士し央おちゃんと帰ることが多いみたいだし」

「たまたま帰る時間が同じだけだ」

「じゃあ今日は士央ちゃんどうするの？」

「あいつは最近、結構遅くまで元繰術の練習してるみたいだからな。また後で迎むかえにくるさ」

「へー迎えにねー。そこまでしてあげるんだ」

　再び果路菜の勘ぐるような目が向けられる。

「しょうがないだろ、後でどやされるんだから」

「じゃあ、大丈夫ね」

　そう言って彼女は元気良く狛はく矢やの腕を掴んで歩き出した。

「お、おいっ」

　引っ張られながら歩く状況から解放されたのは昇しよう降こう口ぐちで靴くつに履はき替え、校門に向かって歩き始めた時だった。そのまま二人は校門を出て、いつもの下校路を辿たどる。横に並んで歩く彼女の顔は清すが々すがしく見えた。

「なんだろう、幼よう稚ち園えんの時以来かなあ？　この感覚」

「そんな昔？」

「そうだよ。しかも……あれ？」

「どうした？」

「いや、なんでもない。ちょっとド忘れしただけ」

　果か路ろ菜なは舌を出して茶ちや目めっ気けたっぷりに笑って見せる。

「なんだよ」

　遣やり取りに何となくだが違和感を感じる。

「それにしても珍めずらしいこともあるのね」

「まあ、昨日みたいなことが起こる可能性がある以上、俺がついてないとかな……ってのが本当の理由だけどな」

「なあんだ、それでかあ。残念」

　彼女は口を尖らせて、むくれた。

「でもまあ、それでもいっか。じゃあさ、寄りたい所があるんだけど付き合ってくれていい？」

「何言ってんだ、寄り道なんてしてる場合じゃないぞ。今日は真まっ直すぐ寮に帰らないと。また襲われたらどうすんだ」

「大おお袈げ裟さだよー。だって私なんともなかったし、あれもきっと気のせい」

「気のせいって……そうだったらいいんだけどさ」

「大丈夫、だってその為ためにはーちゃんが付いてきてくれるんでしょ？」

「まあ、それはそうなんだが……」

「じゃあ決まりね」

　果路菜はいつになく嬉しそうにしていた。期待に胸膨ふくらませ、あからさまにワクワクとした気持ちが顔全体に溢あふれ出でている。そんな姿を見てしまうと狛はく矢やもそれ以上は言えなくなってしまうのだった。







　果路菜が希望したのは意外な場所だった。

　ハーモニカは三層構造である。退闇校は第一層に位置し、同層の南エリアまで定期循じゆん環かんバスに乗る。そこまで移動する理由は最上層まで上がる軌き道どうエレベーターに乗る為だ。もちろん、第三層までのエレベーターはエリア各地から無数にのびている。だが最上層はその層の特性上、関係者以外の人間が上る理由があまり無い為、一いつ般ぱん公開用に開放されている箇か所しよは極ごく一部に限られているのだ。

　狛はく矢や達はそのエレベーターに乗り、最上層に降おり立つ。

　途端、その眩まぶしさに目が眩くらむ。層内ではあまり感じることのない本物の陽光だ。

　果か路ろ菜なが来たかった場所、それは眼前に広がる枢すう機き都市建こん立りゆう記念公園。別名、空中庭園とも呼ばれる場所だった。

「うわあ、気持ちいいね」

　果路菜はエレベーター前の広場に足を踏み出すなり、大きく息を吸い込んだ。

　青々とした植物の絨じゆう毯たんが広がる広大なフィールド。花々が咲さき乱みだれ、木々が覆おおい茂しげり、大量に水を噴ふき上あげる噴ふん水すいからは小川のような流れが作られ、園内に清せい涼りようさを加えている。

　この噴水の水は海中からの海水を淡たん水すい化かしたもので、最上層の大部分を占める農業プラントにその恵めぐみを送っている。

　見る者を癒いやしてくれるその雄ゆう大だいな姿はここが人工物の上ということを忘れさせる。それでもその香かおりを敢あえて探すのならば、層の四方を取り囲む銀色のフェンスフィルターとそこに沿って建つ高効率太陽光発電パネル、そして集光器くらい。フェンスフィルターは植物を海風の塩害から守る為のものであり、発電パネルで得たエネルギーは第三層の蓄ちく電でん施し設せつへと送られハーモニカ全体の電力とされている。

　夕暮れにはまだ早い。僅かに西に傾かたむいた太陽光を体に浴びながら、果路菜は二つ目の深呼吸をした。

「やっぱり、ここはいいね」

「何にも無いぞ、この場所は」

「そう？」

　勿もつ体たい振ぶったように言葉を伏ふせ、彼女は公園内をどんどん進んで行く。狛矢は仕方なしにその後に続いていく。

　彼女が真っ先に向かったのはこの公園の中央。木々や草花が植えられているエリアを抜ぬけた先に現れる、大きく開けた場所。

　狛矢はそこで彼女がどこに向かっているのかを理解した。

　広場を区切るように地面に敷しき詰つめられた大理石。その中央に天に向かってそびえ立つ大きな塔とうがある。緑の中に突とつ如じよ現れたそれは荘そう厳ごんな空気を辺りに漂ただよわせるモニュメント。そう──

　慰い霊れい碑ひだった。

　闇生物ヴアイラスに襲われ命を失った者は例外なく黒塩化し、骨すら残らない。犠ぎ牲せい者しや家族は遺骨の納められていない墓に手を合わせ、癒いえない悲しみに暮れる。そんな残された者達の魂の拠より所どころ、そして無念に散っていった者達への鎮ちん魂こんの碑ひとしてこの塔は建てられていた。

　狛はく矢やもここには何度か訪おとずれた事がある。形だけの墓を拝むよりは、ここに来た方が魂が通ずるような気がしたからだ。

「こんなとこに何しに来たんだ？」

　慰霊碑に向かう階段の下で狛矢は尋ねた。

「何って、久しぶりに狛矢のお父さん、お母さんに挨あい拶さつにきたんだよ？　なかなか実家の方にも戻れてないでしょ？」

「それは、ありがたいけどさ……何で今なんだよ」

「別にこーゆうのは決まった日とかじゃなくて、来たい時に来るのがいいんだよ？　それに今日ははーちゃんが元繰術科に復帰した御ご報ほう告こくもかねてるんだから」

「はい？」

「はーちゃんが怪我しないように護まもって下さいって、お願いしにきたの」

「はあ」

「それにここはお日様が気持ちいいでしょ？」

「ほう」

「さっきから『はあ』とか『ほう』とか、ちゃんと聞いてるの？」

「へい」

「もーう」

　果か路ろ菜なは柔やわらかい頬を最大限にまで膨らませて憤いきどおりを露あらわにするが、相変わらず人を畏い縮しゆくさせるには至らない。

「それにね……退闇校に通う生徒として、そして私個人としても、改めてお参りしておきたかったの」

　不意に見せた横顔はどこか寂しげでもあった。果路菜はそれを拭い去るかのように足を進める。

「あ……」

　階段を上りきった所で彼女は何かに思い当たったように声を漏もらした。

「どうした？」

「お供え物、忘れた。途と中ちゆうで買おうを思ったのに……何かないかなあ」

　彼女は自分の鞄をゴソゴソと探さぐり始める。そこで何かを見つけたのか、手が止まると同時に明るい表情を見せる。

「あった」

　彼女の掌てのひらの上に載のっていたものは二つの小こ粒つぶ。包み紙にくるまれた可愛らしいキャンディだった。

「これでいいかな？」

「いいんじゃないか？」

「へへ」

　適当に返事をすると、彼女は屈託無く笑った。

　それを持って二人で碑に進み出る。するとその袂たもとに先客がいた。同年代と思おぼしき私服の少女がそこに屈かがみ、手を合わせていたのだ。

　暫しばらく待っていると少女は立ち上がり、こちらに振り返った。そこで彼女の容姿がはっきりとしたものになる。

　髪かみは三つ編みで、知的で真ま面じ目めな容よう貌ぼう、そして眼鏡を掛けていた。

「あれ……？」

　狛はく矢やの記き憶おくの索さく引いんに彼かの女じよの容姿が引っ掛かる。しかしその記憶をこちらが完全に把は握あくする前に、少女の方が声を上げた。

「あっ、あなたは……」

　眼鏡の下に険しい表情が灯ともった所で狛矢は思い出した。彼女は以前、商業区のカフェで士し央おに向かって辛しん辣らつな言葉を投げ付けてきた少女だ。

「お知り合い？」

　果か路ろ菜なは固まってしまった二人の間で交互に視線を動かす。

「いや、そういう訳では……」

　眼鏡の少女は狛矢の傍に寄より添そう果路菜を目にするや否いなや、侮ぶ蔑べつの形相を浮うかべ指差してくる。

「あなた、また別の子と!?」

「えっ……？」

「士央だけでは飽きたらず、次から次へと……。相当の『誑たらし』だったという訳ね。どうやら私が案じた事は別の意味で無む駄だだったようだわ」

「お前、なんか勘かん違ちがいしてるぞ」

　弁解する為に一歩踏み出すと、眼鏡の少女は穢けがらわしいものを見るような目で手を引っ込めて後あと退ずさる。

「触さわらないでよ！　私はあなたの手て籠ごめなんかになるつもりはないんだからっ！」

「手籠めって、はーちゃん!?」

　果か路ろ菜なが己おのれが持てる目め一いつ杯ぱいの険相で責めてくる。

「ご、誤解だっ！」

「驚おどろいたわ。既すでに愛あい称しようで呼び合うような仲にまで洗脳しているなんて……。あなた、そこから早く離れなさい！　そいつは何人もの女を誑たらし込んでいる最悪の男よ!!」

「そうなの、はーちゃん!?　そ、そういう、あれもこれもと手を出すのは良くないんだよ？　ちゃんと私に報告してくれないと、その、あの……きょ、協力できないんだからね」

「なんてこと!?　最も早はや、何股またをかけられても動じないくらいまで洗脳が進行しているとは……ならばもうこれ以上は無理ね。我わが身みにも火の粉が降り掛からない内に退散するとするわ」

　眼鏡の少女は去り際にそんな台詞せりふを残して、そそくさと消えて行った。

「なんなんだ、あいつは……」

　この碑の前で手を合わせていたのだから、誰だれか闇生物ヴアイラスの被ひ害がいにあった人間が知り合いにいるのだろう。そう考えると、詠えい士じの娘むすめである士央を良く思わない道理は何となく見えてくる。

　と、そこで、冷ややかな視線が自分に向けられている事に気付く。

「はーちゃん？　あの子誰なの？」

「いや、俺おれも知らないんだよね……ほんと」

　果路菜の疑いの目を受けつつ、慰霊碑に黙もく祷とうを捧ささげる。幾いくつか手た向むけられていた花束の横でキャンディの包みが慎つつましやかに潮風を浴びていた。

　その後は、公園内をぐるりと一周散歩して、日も傾き始めたので帰路に就つく事にした。







　第二層へと降りた狛はく矢や達は、寮りようのある居住区に向かう為、定期循環バスに乗っていた。

　車内は商業区での買い物を終えた人達で結構混こみ合あっていた。席が空いていなかったので、狛矢達は吊つり革かわに掴まり、ぼんやりと窓外を眺ながめていた。

「楽しかったね」

　丸くて大きな瞳ひとみが隣となりで囁ささやく。

「楽しいって……そういう場所でもないだろ。ハッキリ言って地味だ」

「むぅ」

　果路菜は不服そうに口を尖らせる。

「でもまあ…悪くはないか」

「へへ」

　車内は乗客が多い割りに殊ことの外ほか静かだった。

　車しや輌りようが揺ゆれる僅かな震しん動どう音おんと、走行がもたらす雑音だけが流れ、暫しばしの沈ちん黙もくが過ぎる。

　そんな中、果か路ろ菜なが何気なく口を開いた。

「はーちゃん」

「ん？」

「今日の夕食なあに？」

「特には何も決めてないけど」

「じゃあさ、今日私が作りに行ってあげるよ」

「はい!?」

「ダメなの？　たまには美お味いしいものでも作ってあげたいなあと思って。ほら、はーちゃん、いつもバランス偏かたよったもの食べてそうだから」

　いつもの世話焼きモードが発動した果路菜。その嬉き々きとした表情とは正反対に、狛はく矢やの内心の顔は狼ろう狽ばいしきっていた。

　今あの部屋に果路菜を入れれば、確実に士し央おとの共同生活がバレてしまう。以前、彼女に士央の看病を頼たのんだ時はまだそれほど部屋に変化はなかったが、あの後士央の私物が見る見るうちに増大して、今では誰が見ても言い訳できないレベルになっているのだ。

「あー……あのさ、今うち、コンロの調子が悪くてさ……」

「えっ、じゃあ、なおさら大変じゃない。何か作って持って行ってあげるよ？」

「ああっ、それとあれだ！　士央を迎えに行かなきゃならないし、その後三人で外で食事するなら」

「そっかあ……それなら仕方がないね」

（あれ、納なつ得とくした!?）

「二人きりじゃないと意味ないもんね……」

「えっ？」

　何か聞こえた気がして聞き返した。

「あっ……あーあーなんでもない、なんでもないよお」

「そうか」

　何はともあれ果路菜来訪のピンチを脱だつすることができた。早い所、危機管理態勢を整える必要があると改めて感じる狛矢だった。

　とにかく今は話題を逸そらそうと考え始める。

　そんな矢先、妙みような視線が狛はく矢やの顔に向けられているのを感じた。無論それは果か路ろ菜ななのだが……怪訝な表情で狛矢の左頬ほおに貼はられているものをじっと凝ぎよう視ししている。

「これ、どうしたの？」

「は？」

「絆ばん創そう膏こう」

　彼女が何を言い出したのか理解できなかった。それがそこに貼られている経けい緯いは彼女自身も知っているはずだからだ。

「どうしたって……お前が貼ってくれた絆創膏じゃん」

「私が？　なんで？」

　果路菜は本気で分からないといった様子でいる。

「何の冗談だよ。これ、果路菜の救急箱から出したやつだぞ？　昨日の模も擬ぎ戦で怪我した時、お前が手当てしてくれたじゃないか」

「あ……あれ？　そうだっけ？　あっ、ああ……そうそう、そうだねえ」

「大丈夫か？」

「おかしいなあ、疲つかれてるのかな？　頭の中がこんがらがっちゃってるみたい。あはは……」

「疲れだけならいいんだけどな」

　彼女のその様子が気き掛がかりでならない。先日救護テントにやってきた少年の事例もある。その他にも彼女と話していて微び妙みように齟そ齬ごを感じる部分もあった。

　注意しながら少し見守ってやる必要があると、狛矢は改めて感じるのだった。

「大丈夫、大丈夫。ちょっと勘違いしちゃっただけだから」

　彼女は気遣いが含ふくまれた淡あわい笑みを返すと、そのまま窓外の景色に目を向けてしまった。

　狛矢は頬の絆創膏に手をやる。そして自分もまた車外へと視線を移した。

　バスは一いつ旦たん南エリアの極きよく端たんを走る道路へと進入する。ここから大きく層の外周を走り、狛矢達の居住する北方面へと進行方向を変えるルートだ。

　窓の外に流れる空は、先さき程ほどまでの目ま映ばゆい日差しと打って変わって灰色に染まっていた。宵よいが迫せまっているという理由もあるが、雲も多く出てきているようで周囲は薄うす暗ぐらい。

　建ち並ぶビル群の中にも所々窓に明かりが灯り始めている。それは巨きよ大だいな箱の中でチロチロと燃えるキャンドルライトのよう。

　ぼんやりと移り行く灯ともし火びを見み詰つめていた時、狛矢は幾つかの明かりの中で他とは違ちがった奇き妙みような輝きを目にした。

　正面に建つビル。その距きよ離り、目測で約三百メートル。その最上階に近い場所の窓辺が一いつ瞬しゆんだけ光ったのだ。最初は航空障害灯か何かだと思ったのだが、一度光っただけで再び点灯することはない。

（なんだ？）

　疑問に思った直後だった。

　周囲の空気が振しん動どうする感覚を覚える。

（この感覚、どこかで……）

　その思考はすぐに、あるものへと辿り着つき、狛はく矢やの体を動かした。

「果か路ろ菜なっ!!」

「きゃっ!?」

　狛矢は叫さけぶと同時に果路菜の体に覆い被かぶさり、そのまま押おし倒たおした。

　次の瞬間、正面の窓ガラスに黒い波は紋もんが走る。その中心を突き抜けてくるもの。それは、

　──弾だん丸がん。

　しかしガラスは割れない。その光景を別のものに喩たとえるならば、ガラスがシャボンが作り出す膜まくにでも変わってしまったかのようだった。

　突き抜けた弾丸は伏した果路菜の顔の横、僅わずか数センチの床に着ちやく弾だん。焦こげる臭においと共に細い煙けむりを上げる。だが床を穿うがった弾だん痕こんはすぐに狛矢の目の前で消失した。

（やはり！）

　車内の乗客は突とつ然ぜん床ゆかに倒れ込んだ二人に、何が起きたのかと呆ぼう然ぜんとしていた。

「すみません、止めて下さい!!」

　狛矢はすかさず運転手に向かって叫んだ。バス停でもない場所でそう言われて戸と惑まどう運転手だったが、狛矢のあまりに険しい形相に気け圧おされてブレーキを踏み、急停車する。

「降りるぞ」

　果か路ろ菜なの耳元にそう囁くと、茫ぼう漠ばくとする彼女の手を強く引き降車した。

「はーちゃん!?」

「こっちだ」

　バスを降りた二人は、層の外周に作られた遊歩道へと走る。太陽光発電の変電施し設せつが等とう間かん隔かくにあるこの場所は、それらが良い遮しや蔽へい物となってくれる。

　そこで再び空が震ふるえた。

　危険を感じた狛矢は果路菜の体を強ごう引いんに引っ張り、間近の施設裏へと咄とつ嗟さに身を隠かくす。するとさっきまで果路菜が立っていた背後の壁が爆はぜて小さな黒こく煙えんを上げた。

　その壁裏で呼吸を整えながら考える。

　やはりあれは、先日果路菜を貫つらぬいた銃じゆう弾だんと同じもの。幻まぼろしや幻げん覚かくではなかった。バスの床のモノも、今身を潜ひそめている傍そばのこの壁も、それが着弾した直後、黒い煙を上げて弾丸が消失したのを確かにこの目で確かく認にんしたのだから。鼻び腔こうにも床を焦がした臭いの記憶が今も残っている。弾だん痕こん諸もろ共ともあのように消え去ってしまえば証しよう拠こが残らない理由も分かる。

　もう一つ確信したのは、敵のターゲットは確実に果か路ろ菜なだということだ。同じような現場に居合わせることが偶ぐう然ぜんとは思えないし、弾丸は果路菜の真正面を狙ねらって進入してきた。

　この状じよう況きようで得たものがある。どうやらその性質は普ふ通つうの銃弾と変わらないのではないか？　それが分かった事だった。ガラスのように薄うすい物は貫かん通つうできても、分厚いコンクリートのようなものは突き通とおせないのだ。

　ならばこのまま暫く、死角であろうここに隠れてやり過ごせばいい。

「は、はーちゃん……」

　狛矢の腕の中で果路菜の体が小刻みに震えている。彼女もまた自分を狙った銃弾の存在を自身の目で見て認にん識しきしたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　そう言ってやると、彼女は縋すがるような瞳で見上げてくる。

　潮風が二人の体に吹ふき付つける。すぐ目の前は第二層の絶ぜつ壁ぺきだ。東とう京きよう湾わんからの海風がハーモニカの巨きよ体たいにぶつかり巻き上がる、この地特有の上じよう昇しよう風。物もの陰かげに身を潜め、じっとその風を浴び続ける。

　数分の時、それが異常に長く感じる。

　狛はく矢やは静かに陰かげから顔を覗のぞかせ周囲の様子を探る。辺りに人ひと影かげはなく、新たな銃撃が襲おそってくる気配も無い。それを確認した狛矢は体に入っていた力を緩ゆるめた。

「もう楽にしていいぞ」

　足あし下もとにへたり込んでいる果か路ろ菜なにそう言うが、彼女はまるで氷の彫ちよう像ぞうのように固く凍こおり付いている。それはまだ銃撃を受けたショックと、その緊きん張ちようが抜けないからだと思っていた。無論、その事も多分にあった。しかし、彼女をそこまでそこに釘くぎ付づけにする理由はまだ他にあった。

「あ……あれは……」

「なに？　どうしたんだ？」

　果路菜は指を差すことも出来ず、僅かな言葉と視線だけでその場所を指し示す。

　彼女の瞳に映るもの。

　それは眼下に広がる灰色の海。そこに浮かぶ黒い小島。

　その島のことを狛矢は知っていた。

　第一層からの連れん絡らく橋きようで繋つながる、陸上競技場程ほどの面積を持った人工島。

　海上や空から迫る闇生物ヴアイラスを迎え撃うつ為に造られた高こう射しや砲ほう施し設せつだ。

　元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きの技術を利用した巨大な高こう射しや砲ほうが六門、灰色の空に向かって、その鋼鉄の砲ほう身しんをそそり立たせている。

　果路菜はその宵よい闇やみに浮かぶ巨大な影かげから視線を外せず、ただ震えている。

　その理由は狛矢自身も承知していた。

　対闇生物ヴアイラス高射砲施設、通つう称しよう『アバリスの矢』と名付けられた人工島は、ハーモニカに付ふ随ずいする重要な防衛施設の一つだ。

　だが、狛矢と果路菜の二人にとっては──

　あまり思い出したくない、苦い記憶が残る場所でもあった。

「帰ろう」

　狛矢は眼下にあるそれに触ふれる事無く、果路菜に手を差し出す。

「立てるか？」

「……うん」

　握にぎられた手に力が入る。片かた膝ひざを突つきながらゆっくりと立ち上がる果路菜。

　海に背を向け歩き出すと、二人の背中に風鳴りを伴ともなった潮風が吹き抜けた。
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　仏ぶつ頂ちよう面づらが登録商標トレードマークの士し央おは、狛はく矢やの部屋で相変わらずの無愛想さを見せていた。更さらに今は、それに不ふ機き嫌げんさが加わった状態。ソファーにどかっと腰こし掛かけ、大きな紙かみ袋ぶくろを自分の隣に置いて押し黙だまっている。

　何が起きたのか？

　その理由は、ほんの少し前に遡さかのぼる。

　狛矢は果か路ろ菜なを寮と言う名の自宅に送り届けた後、コンビニに寄り、今日発売の雑誌を立ち読みしていた。お気に入りの箇所だけを一通り読み尽つくした所で、ようやく何かが頭の中で引っ掛かっている事に気付く。

（なんだったっけ？）

　雑誌を棚たなに戻すと、じわりじわりと消えかかっていた記憶が復元を始める。

「あ……やべ」

　頭の中に再生されたのは仏頂面を浮かべた少女の姿。

　そう、士し央おを迎えに行くという約束をすっかり忘れていたのだ。そこから急いで退闇校に向かおうとコンビニを出ると、その入口で大きな荷物を持った不機嫌そうな彼女と鉢はち合あわせになったのだった。

　そして今のこの状態に繋がる。

　コンビニから家まで、そして部屋に入ってからも一言も喋しやべらない状態が続いている。それもその筈はず。昨日に続いて二度目の約束破り。怒おこっていない訳がない。

「あのぉ……士央さん？」

　恐おそる恐る尋たずねてみるとギロリと鋭するどい視線だけが向けられ、狛はく矢やの心を串くし刺ざしにする。それでも謝あやまる事だけはしなくてはと勇気を振ふり絞しぼる。

「ごめん。昨日もだけど。ちゃんと約束までしておきながら……」

「別に怒ってない」

「え？」

　ようやく口を開いた士央。そして怒っていないと口では言うが、その手にはメルファがあり、ソファーのカバーに突き刺さしては引ひっ掻かくの行動を繰くり返かえしている。御お陰かげで中から綿が飛び出てきているのが見えた。しかも顔は無表情ときているから無む闇やみに止めには入れない。

「校門の所でずっと立っていて足が筋肉痛になるほど疲つかれたとか、夕暮れ時にぞろぞろと帰宅して行く生徒達たちの視線が痛かったとか、教師に校門締しめるけどそこいいか？　と言われて恥はずかしかったとか、校舎内を捜して歩いて回っていたら学園七不思議のお化けの一つと間ま違ちがえられたとか、そんな事は全然全く無いから大丈夫だ」

「具体的過ぎだろ」

「……」

（あ、やばい……また黙だんまりモードに入ってしまう）

　危機感を感じた狛はく矢やは、話題振ふりに彼女の横にある大きな荷物に触れることにした。

「その紙袋は一体何なんだ？」

「これか？　これは、暇ひまを持て余した帰り道でとても良い物を見つけてな。今を逃のがせば絶対に後こう悔かいすると、そう思って、大金を叩はたいて購こう入にゆうしてきた。見たいのか？」

「え、いや別に……」

「見たいのか？」

　その荷物に話題を振った途と端たん、急に意い気き揚よう々ようとしだした士央。中身はいつものように、どうしようもない物なのだろう。しかしそれで機き嫌げんが良くなるのならば、それに越こしたことはないし、見たくないと言っても無む理り矢や理り見せられるのだろうから、素す直なおに頷うなずくことにした。

「見たい、ああ見たい。すごく見たいなあ」

「仕方がない、そこまで言うのなら見せてやる」

　彼女はそう言って無造作に紙袋の口を破り始めた。中から出てきたのはピンクと水色のペア…………枕まくらだった。

　しかもその表と裏には「ＹＥＳ」と「ＮＯ」の文字。

（これはもしや……男女が夜のモニョモニョについて互たがいにその意志を表明し合うアイテム……最早、遺物と化したと思われていた、あの「ＹＥＳ・ＮＯ枕」では……？）

「なんでこんなものを……」

「店頭ＰＯＰに『愛を確かめ合う必ひつ須すアイテム』と書かれていたのでな。これは恋こい人びと設定をより強化できるのではと思ったのだ」

「お前はその枕が示す意味を知ってて買ってきたのか？」

「無論だ。ちゃんと店員に使い方を聞いた」

「何て言ってたんだ？」

「これは互いの絆きずなを文字という明確なもので表現する物だと言っていた。だから裏表はあるが、常にＹＥＳ側を表にすることが望ましいと。恋人が使う物か？　と尋ねてもみたが、そういう場合も問題無いと言っていた」

（店員め、適当なこと言いやがって……）

「なのでこれを狛はく矢やに一つ渡わたすので、常にＹＥＳ側にして使うといい」

　誇ほこらしげに目の前に出されたハートマーク入りの枕。それを見ながら狛矢は溜ため息いきを吐つく。

「なんだ不服か？」

「いや……そういう訳では……」

　考えていたのだ。この枕の本当の意味を彼女に伝えるべきか、伝えずにいるべきかを。

「ならば一つ受け取るがいい」

　そう言って士し央おは水色の方を投げて寄よ越こす。

　ぽふんと音を立てて狛矢の腕うでに収まる枕。

　困こん惑わくする中、彼女の方はと言えば、寝ね床どこにしているソファーベッドの上にニコニコしながらピンク色の枕をＹＥＳの方を表にして置いていた。

　狛矢の方は未いまだその扱あつかいに困り、うろうろとする。取とり敢えずこのまま手に持ち続けているのもなんだったので、自分がいつも寝ねている場所へと無造作に置いてみる。

　途端、鋭い殺気が室内に張はり詰めた。

「ＹＥＳだと言ったはずだが」

　枕を睨にらむ視線はネコ科の動物が獲え物ものを捉とらえた様に似ていた。狛はく矢やの足下に転がる水色枕はＮＯの文字を向けている。

「いや、それはちょっと……」

「なんでだ」

「俺の心に躊躇ためらいがあるというか……なんというか……」

「躊躇いなどどうでもいい。形が大切なのだ。文字だけで恋人を証明できる、こんなにも簡単で、お手軽なアイテムは他に無いのだからな」

「そんなお手軽にされても困るんだけど」

「なんだと？」

　士し央おの眉み間けんに皺しわが寄る。彼女の手は徐おもむろにその枕を拾い上げ、無理矢理ＹＥＳの側に裏返す。

「ちょっ!?」

　狛矢は慌あわててＮＯ側へと戻もどす。

「どういうつもりだ」

「どうもこうもない。そっちじゃないと落ち着かないだけだ」

　彼女の中でピキッと音がしたようだった。
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　素す早ばやい動作で奪うばわれる水色枕。狛はく矢やはすかさずそれを奪い返す。

　それが数回繰り返された後──

　諦あきらめたのか、士し央おは俯うつむいたままその動作を止めた。

「あのー……士央さん？」

　様子がおかしいので恐る恐る尋ねてみる。すると殺気立った双そう眸ぼうが静かに起き上がる。

「こ……殺す！」

「なんでだよ!?」

　抜き放ったメルファの刀身が輝かがやいた。その細身が勢い良く狛矢に向かって突き出される。

「御お門かど違ちがいだろ！」

「私の意に反することをするからだ！」

「当たり前だ、バカ！」

「バカとはなんだ！」

　振り回まわされるメルファを避さけながら、ベランダへと追おい詰められる。

「おいっ、こんな狭せまい所で危ないだろっ！　いい加減に……」

　ひらりと避けつつ、叫んだ直後だった。突きを放った彼女の体が勢い余ってベランダの外に飛び出しそうになったので、狛矢は咄嗟に腰こしの辺りを支えて押し止とどめたのだ。そこまでは良かった。

「あっ」

　微かすかに漏れる声と共に、彼女の手からメルファがすっぽ抜けたのだ。

　士央の手を離はなれたそれはベランダの外へ。ここは十階の高さだ。元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きは頑がん強きように出来てはいるが、それが言えるのは外装であって、この高さから叩き付けられれば精密な内部は何らかのダメージを受けることは間違いない。

　狛矢は迷わず身を乗り出し、メルファに飛び付いた。

「狛矢っ!?」

　士央は息を呑んだ。

　狛矢は右手を伸のばしつつもバランスを崩くずして前のめりになり、そのまま階下に落下しそうになる。

「くっ」

　体の各部が危急的状況に対応するように動き始め、背筋の力を借りて何とか持もち堪こたえた。

　狛矢の身がベランダ内に戻ってくる。その手にはしっかりとメルファが掴つかまれており、それをそのまま唖あ然ぜんとしている士央の掌へと戻してやる。

「危なかったな」

「馬ば鹿かか」

「ぐほっ!?」

　ホッとしていた所の不ふ意い討うち。士し央おの拳こぶしが罵ば言げんと共に狛はく矢やの腹に突き刺さる。

「いって……なにすんだよ」

「落ちたらどうするんだ……落ちたら……」

　文句の言葉は語ご尾びに向かうにつれ小さくなってゆく。いつの間にか士央の顔は寂さびしげに沈しずんでいた。

「こんなの……どうでもいいのに……」

「だってそれは大切な」

　彼女の手の中で光る小さな刃やいば。

　ハーモニカを襲った一つの大きな事件が終息した後、狛矢は彼女からメルファの事について聞いていた。それは彼女の父である上總かずさ詠えい士じが使っていたものであると。士央の中に完全抗こう体たいを埋うめ込んだのも、このメルファ。その材質から中身まで通常の元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きとは全く異なった特とく殊しゆな性質を持っているという。彼かれから受うけ継つぐようにして守ってきたそれが、『どうでもいいもの』なわけがない。

　だが彼女は先程までの寂せき寥りようとした双眸を鋭いものに変え、狛矢を睨み付けてくる。

「今度こんな真ま似ねしたら許さない」

　低く呟つぶやいたその言葉には強い念が込められていた。

　向き合ったままの二人。

　ベランダの外には街の明かりが静かに瞬またたいている。

　そのまま僅きん少しようの間が過ぎた。

「さて、私は冷蔵庫にあるプリンでも食べよう」

　急にいつもの調子になった士央は、踵きびすを返し室内へと戻ってゆく。

「ああっ、それ俺が買ってきたやつだぞ」

　後を追うように狛矢が室内に戻りかけると、彼女は足を止めた。

「一口だけなら、やらないでもない」

「少なっ！」

「ありがたがって良く味わうがいい」

「サドだなお前……今いま更さらだけど」

「違う」

「何が？」

　そこで彼女は僅かに言いい淀よどんだ。

「……今の礼だ」

「礼って……プリン一口!?」

　そのまま何事も無かったように冷蔵庫に直行する士し央お。

　結局この後、真実を言い出せないまま、二つ並んだ枕がまるでぬいぐるみか何かのように棚の上に飾かざられることになるのだった。

　無論、両方共ＹＥＳ側を向けて。







　明くる日、今日は休日だというのに、狛はく矢やと士央はいつもの登校時間と変わらぬ時刻に家を出ていた。向かった先は果か路ろ菜なの家。その目的は彼女の様子を確かめに行く事にあった。

　昨日、果路菜を襲った銃じゆう撃げきが幻覚などではなく、本当に起きた現実だと確信できた狛矢は、昨晩の内にその詳しよう細さいを士央に伝えていた。以前は俄にわかに信じがたい様子だった彼女も、真しん摯しに話す狛矢の言葉に今ではそれを受け入れてくれていた。

　だが、果路菜が狙われる理由は未だ不明なまま。犯人の目的も分からない。繰り返される思考の中で、体だけが何か不ふ穏おんな空気を感じていた。

　果路菜の家は狛矢の自宅から三区画程ほど離はなれた場所にある。毎日の登下校ルートからは少し外れたルートにあるが、徒歩で向かってもなんら問題の無い距離だ。

　二人で歩くこと数分。

　目の前に果路菜が住んでいる寮が見えてくる。寮と言っても普通のマンションとそう変わらない。十五階建てで余計なものは付いていない簡素なつくり。建物自体の見た目も狛矢の所とほぼ同じに見える。

　狛矢達は管理人室に挨あい拶さつしてそのままエントランスから入り、エレベーターに乗って果路菜の部屋の前までやって来た。

　ピンポーン

「はーい、今開けますよー」

　チャイムを鳴らすと朗ほがらかな声がスピーカー越しに聞こえてくる。

「二人共、おはよ」

　そう言って玄げん関かんで出で迎むかえてくれた果路菜の表情は思いの外、元気そうだった。昨日あんな事があったというのに精神状態も良いように見える。

「駄だ目めだろ、そんな簡単に扉とびらを開けちゃ」

「だ、だって……」

　出会って早々、文句を言い始めた狛はく矢やに果か路ろ菜なは泣きそうな顔をする。

「昨日言っただろ、玄関を開ける時はちゃんと相手の素す性じようを確かめてだな」

「だって、下に管理人さんもいるし……どう見たってはーちゃんだし……」

「ああ、今はいいから中に入って」

「えっ、あ、ちょっ」

　狛矢は通路を気にしながら、半ば押し入いるような形で部屋に入る。靴くつを脱ぬいで早々に果路菜の愚ぐ痴ちが始まった。

「士し央おちゃん聞いて。はーちゃんてば、部屋のカーテンは昼夜問わず閉め切りにしろ。窓の傍に立つな。来客は宅配便であっても絶対出るな。部屋からももちろん一歩も出るな。御ご飯はんを食べるな。トイレに行くな。って無む茶ちや言うんだよ？」

「酷ひどいなそれは。本当か狛矢」

「最後の二つは言ってねえだろ！　仕方ないじゃないか、果路菜が確実に狙われていることが分かった今、部屋でおとなしくしているのが一番安全な方法なんだからな」

「でも……息が詰つまっちゃうよ？」

「仕方ないだろ。銃じゆう撃げき犯はんを捕つかまえるまでの辛しん抱ぼうだ」

「うん……」

　しょぼんとしてしまった果路菜。そこへ傍にいた士央が思い付いたというような顔をした。

「なら、毎日ここに遊びにくればいい」

「えっ」

「学校のある日は放課後からになってしまうが、休日は一日中可能だ」

　その提案に果路菜は戸惑っているようだったので、狛矢が補ほ足そくする。

「お前がそれで迷めい惑わくじゃ無いって言うなら俺おれ達たちは協力するぞ？」

「いや迷惑なんかじゃないよ。むしろ嬉うれしい。でもいいのかな？　士央ちゃんも放課後、練習とかしてるんでしょ？」

「そういう日は持ち回りでさ。風ふう吾ごの奴やつにも声かけてみるし」

　笑えみを浮かべながら狛矢がそう言うと、果路菜の顔も次し第だいに晴れやかになった。

「じゃ……お願いしようかな？」

「よし、お願いされた。でも、出来るだけ早く普通の生活が出来るよう俺の方も頑がん張ばってみるよ」

「でも無理しないでね」

「ああ」

「あ、そこ座すわって。今、お茶入れるから」

　にこやかな笑え顔がおを見せた彼女は、思い出だしたようにリビングテーブルを指し示して、自分はカウンターキッチンへと向かった。

　二人は言われた通り、テーブル前の椅い子すに座る。士し央おは目の前に置かれているペンギンの置物にじっと見入っていたが、狛はく矢やは視線を室内へうろうろと移し、微かな緊張を感じていた。

　考えてみれば果か路ろ菜なの部屋に入るのはこれが初めてだったからだ。幼い頃ころは近所だったのでよく彼女の家にも遊びに行っていたが、その時は必ず周りに家族がいた。ハーモニカに住むようになってからは、そういう機会など全く無かったのだ。

　部屋は狛矢の所より一部屋多い、ゆったりとしたタイプ。首を伸ばして開け放たれている隣の部屋を覗くとそこにはベッドと机があり、寝しん室しつ兼けん勉強部屋だと悟さとる。室内は彼女らしくシンプルで清潔に保たれており、明るい色を基調として整えられていた。

　果路菜はというと、先程からキッチンの方で何やらゴソゴソとしている。それだけなら良かったのだが、その状態がかなり続いた。何に手間取っているのかは分からないが、お茶を入れるというのには長すぎる時間だ。そろそろ待ちくたびれた頃ころ合あいになってきていたので狛矢は様子を見に傍まで行って声を掛かけてみた。

「どうかしたのか？」

「えっ!?　い、いや、その……」

　果路菜はビクッと体を震わせて、慌てふためいた。

「紅茶をいれようかと思ったんだけど、お砂糖どこだったっけかなあ……と」

「あれじゃないのか？」

　狛矢はテーブル上のペンギンを指差す。その丸い背中からスプーンの柄えが飛び出ているのが見えたので恐らくシュガーポットだろう。

「あっ、それそれ。そこに置いてたのかあ。あはは……」

　果路菜はおっちょこちょいであるかのように振る舞まうが、その反応はどうもしっくりとこない。

「それとお前、紅茶苦手じゃなかったか？」

「えっ、そうだっけ？　な、なんていうか、克こく服ふくしたみたいよ？」

「そうなのか？」

「そうだよ。ほら、ここにちゃんと買い置きがあるでしょ？　この前買って置いたんだから」

　カウンターテーブルの上に無造作に転がっていた茶葉の缶かんを手にして彼女は笑った。

「えーと……あとはティーカップとぉ……ティースプーンは……っと、ここか」

　その後もキッチン内を右往左往とする果か路ろ菜な。そんな感じでようやく紅茶が出てきたのはそれから三十分後のことだった。

「ごめんなさい、遅おそくなっちゃって……」

「それは別に構わないんだけどさ……」

　テーブルに置かれるティーカップ。その中で揺ゆれる琥こ珀はく色いろの飲み物からは、芳かぐわしい香かおりが湯気と共に上り立っている。口にすると、結構いい茶葉だったのか格別な美お味いしさが口内に広がった。

　しかし、隣で同じものを口にしていた果路菜は、渋しぶい顔をしてソーサーにカップを置いていた。それは一口飲まれただけで最後までそのままだった。

　その日は夕方まで三人でだべって一日を過ごした。ゲームをしたり、トランプをしたりとかそういう事もあったが、楽しんでいる内にいつの間にか日も暮れていた。

「そろそろ帰ろうか」

　狛はく矢やがそう言い出した時だった。

「夕飯も食べてってよ。私、作るから」

　張り切ってエプロンを付け始める果路菜。

「えっ、いいのか？」

　狛矢はその言葉にすぐさま飛び付いた。その訳は、彼女の作る料理はシェフレベルの美味しさだと知っているからだ。何度か自宅におかずを持ってきてくれて、それを御ご馳ち走そうになったことがあるが、たまに夢に見るくらいのモノである。それが温かいまま食べられるなんて最高だ。加えて普ふ段だんから出来合いのものばかり食べている狛矢にとっては嬉しい提案であるし、断る理由も無い。期待に胸膨ふくらませていると、意外な人物が分け入るように名乗りを上げた。

　士し央おだ。

　彼女もやる気満々といった感じで既に腕まくりが成されていた。

「まさかとは思うが……大丈夫なのか？　お前」

「何が」

　眉まゆを吊つり上あげた士央。彼女が料理をしている所など一度も見たことは無い。あからさまに嫌いやな予感がするが、無理に制止すればこの場に血の雨が降ふりかねない。

「料理したことあるのかってこと」

「失礼な。私はモニパンを囓かじっただけで、中身のクリームが何かを当てられるほどの舌の持ち主だぞ？」

「舌の良さ関係無いし。しかもモニパンは袋ふくろ見れば何味か分かるだろうが」

「ちっ」

「あ、今舌打ちしたな？」

「とにかく私に任せておけばいい。果か路ろ菜なにはこの前、看病してもらった時の恩もあるのだから」

「えっ？　あー……別にいいよ、当たり前のことだし」

　遠えん慮りよする果路菜の手から有う無むも言わさずエプロンが奪い取られる。

　そのままキッチンに立った彼女は、お玉をこちらに翳かざしながら言い放つ。

「二人共、そこで待っていればいい」

　エプロン姿の士し央おが意外に似合っていて可か愛わいいと感じてしまった時点で狛はく矢やの負けだった。折せつ角かくの御馳走を逃した悔くやしさはあったが、こうなってしまっては仕方がない。果路菜と二人で大人しくその時を待つ事にした。

　一時間後。

　テーブルの上に並べられた三人分の食事から、湯気と共にいい匂においが立ち上っていた。

「どうだ？」

　一口、口にした狛矢と果路菜の双そう方ほうを交こう互ごに見み遣やる士央。
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「わ、悪くはない……悪くはないが。なんでコレなんだ？」

　狛はく矢やがレンゲで掬すくったものは黄色みを帯びてトロトロになった米。

　いわゆる、卵粥がゆだった。

「果か路ろ菜ながこの前、私に作ってくれたものを寸分違わず再現してみた」

「再現って……何の為ためにそんな……」

「いや、でもコレ、私が作る味にすごく良く似てるよ」

　隣で果路菜がびっくりした様子で二口目を口にしている。

「お粥かゆなんて単純なものだから誰が作っても一いつ緒しよじゃないのか？」

「そんなこと無いよ。シンプルだからこそ、ここまで同じ味にするのは難しいんだから」

　士し央おは果路菜の言葉に満足げに頷いていた。

「お前のコピー能力が凄すごいことは分かったが、夕食はまさかコレだけなのか？」

「そうだが、何か？」

　冷れい淡たんな視線が狛矢を貫く。

「いや……別に」

　狛矢はそれを黙もく々もくと食べ、片付けを手伝った後、帰宅の途とに就ついた。

　その日の夜よる遅おそく、寝ていた狛矢の腹が空腹に鳴いたのは言うまでもない。







　それから暫しばらく、狛矢達は交互に果路菜の家を訪おとずれる毎日が続いていた。休日には時に風ふう吾ごも加わって四人で過ごす事もあった。今日もその四人で果路菜の部屋に集まり、笑いと絶ぜつ叫きようをリビングに響ひびかせていた。

「なぬぅっ！　やらせるか!!」

「愚おろかな」

　そんな台詞せりふを発し合っているのは風吾と士央だった。彼かれ等らはテレビモニターを前に対戦格かく闘とうゲームに夢中になっていた。

「このっ、こっちくんな！　くぬやろっ、ほれっほれっ」

　風吾が操あやつるのは全キャラクター中一番攻こう撃げき力りよくが高く、体も大きい、筋肉モリモリの巨きよ漢かんキャラ。そのキャラも今では体力ゲージを僅か数ミリだけ残し、最も早はや風前の灯ともし火びの状態。しかも技なども丸無視で、半はん狂きよう乱らんにパンチ、キックを振り回している。

「少しは落ち着いたらどうだ」

　冷静に言い放つ士央は、風吾とは対照的な細身のキャラクター。素早い動きと一いち撃げき必殺の大おお技わざが特とく徴ちようだ。

「ふん、これも作戦の内よ。これでもくらえっ！」

「そんな出任せにのるか」

「それはどうかな？　これならどうだ、全く見えまい！」

　喋り続ける彼等に狛はく矢やは白い目を向ける。

「お前等ら、少しは静かに遊べないのか？」

「ぎゃあぁぁぁっ」

　その言葉を掻き消けすように風ふう吾ごの絶叫が轟とどろいた。士し央おが繰り出したコンボが見事に繋がり、筋肉キャラを完かん膚ぷ無なき迄までに叩きのめしたのだ。

　画面には「１Ｐ　ＷＩＮ」の文字と共に勝利数五十二の数字が。対する風吾側の勝利数は僅か三。その三という数字も風吾のセオリーを無視した無む茶ちや苦く茶ちやな先制攻こう撃げきに、士央が惑まどわされただけの話だった。

「これで連続四十九回負けじゃー」

　風吾は床ゆかに仰あお向むけになって転がる。

「もうやらないのか？」

「士央ちゃんが俺おれをいぢめるから、もういい！」

　再戦を求める士央に、風吾はうっすらと涙なみだを浮かべながら不ふ貞て寝ねした。

　狛矢は溜息を吐きながらも思う。いつの間にか二人の仲もそれなりに親密になってきたようで、それはそれで微ほほ笑えましい光景だと。あながちそんなに相あい性しようは悪くないのでは？　とも思い始める。そんな時、狛矢の眼前に差し出されたものがあった。コントローラーだ。

「やるか？」

　風ふう吾ごが手放したそれを持って対戦を勧すすめてくる士央。狛矢は掌てのひらを前に向け、それを拒きよ否ひした。

「そんな事より果か路ろ菜なの相手をしてやれよ。これはそういう集まりだろ？」

「それはそうなのだが、何やら邪じや魔まをしてはならない雰ふん囲い気きを醸かもし出していたのでな」

「ん？」

　言われて見れば果路菜の姿はそこには無かった。軽く見回してみてもこのリビングとキッチンにはその姿は無い。と、なれば……

　狛矢はそっと隣となりの部屋を覗のぞいてみる。するとそこには静かに机に向かっている彼女の姿があった。

　スタンドライトが照らす熱心な表情。机き上じように向けられた真しん剣けんな眼まな差ざし。そしてカリカリと音を立てるペンの音。

　何をしているのだろうか？

　あの騒さわぎの中で集中していられるのも凄い事だが、その内容が気になる。だが士し央おが言うように容易に声を掛けられるような雰囲気ではない。

　そっとしておこう。

　そう思ってドアノブに手を掛けたのだが、それが逆効果だった。

「あれ？　はーちゃん？　そんな所で何してるの？」

　果か路ろ菜なは椅子を回転させて振り向むいた。扉を閉める前に気付かれてしまったのだ。あれだけ騒がしい中でも集中力を切らさなかったのに、狛はく矢やの気配には敏びん感かんに反応していた。

「すまん、邪魔しちゃったみたいで」

「別にいいよ。今、一区切りついた所だから」

「一区切り？　って、何してたんだ？」

　狛矢は彼女の背後から机の上を覗き込む。そこには救護科関係の参考書とノートが置かれていた。

「勉強してたのか？」

「そうだよ」

「こんなうるさい中でよく集中できるな」

「はーちゃんはのん気だねえ。もうすぐ資格試験の日なんだよ？」

　首を傾かしげた彼かの女じよが下から覗き込んでくる。

「資格試験？」

　その四文字を頭の中で反はん芻すうしていると何かを思い出す。

「あ……」

「思い出した？」

　そんな大切な事が抜ぬけていた自分に驚おどろいた。それもここ最近の騒そう動どうや事件の中に紛まぎれて欠落していたのだろう。

　それは各学科別に行われる知識や技能の資格試験の事だ。試験内容は各分野別に細分化されていて、中には進級に必要な単位として扱われているものもある。それが近々行われる予定なのだ。狛矢もまた、研究科と元繰術科で進級に必要な資格に合格しなくてはならないのは果路菜と同じだった。

「ああ、思い出した。で、いつだっけ？」

「もう一週間切ってるんだよ」

「なにーっ!?　やばいじゃん、俺は今回何を受ければいいんだ？　科目一覧ない？」

「あるよ、後でメールで送っとくね。でも、いつものはーちゃんなら大丈夫じゃない？」

「何言ってんだよ、今回は『いつもの』じゃないんだからな」

　現在二つの科に所属している狛矢。その分やる事は倍に増えてしまっている。今までのようにはいかないのだ。

　焦あせる気持ちから落ち着きを取り戻すと、果か路ろ菜なの様子がおかしいことに気付いた。何か寂しそうに空くう虚きよな視線を床に落としているのだ。

「どうした？」

「えっ？　ああ、なんでも……」

「なんだよ、おかしいぞ最近。それともどこか具合でも悪いのか？」

「ううん、そうじゃないの。ただ、今もこうやって勉強してるけど、私、その試験受けられるのかなあ……って」

　果路菜の言う通りである。このまま室内に閉とじ籠こもったままでは試験など受けられない。そうなれば彼女の留年が決定してしまうのは確実だった。風ふう吾ごみたいなのもいるからいいじゃないか、と簡単には言えない。なぜなら果路菜は救護士を目指す事に於おいて、並々ならぬ思い入れがあるからだった。彼女がそこまで救護士に拘こだわり、目指すその理由も狛矢は知っている。

「そこは俺に任せておけって。安心して表を歩けるようにしてやるからさ。だから、勉強もちゃんとやっとけよ？」

「はーちゃん……」

　こちらを見上げる果路菜の瞳ひとみは僅かに潤うるんでいるようにも見えた。

　狛はく矢やが部屋を出ると、テレビ画面の前でだらんと寛くつろいでいる士し央おと風ふう吾ごの姿が目に入ってくる。そんな彼かの女じよ等らに向かって狛矢は言い放つ。

「おい、お前等、よーく思い出せ」

「ん？」

「なんだ、どうしたんだ？」

　士央と風吾は突とつ然ぜんの事に、寝ね惚ぼけにも似た風ふう体ていで狛矢に注目した。

「今週に何があるのかを」

「なんだ？」

「なんかあったっけ？」

　狛矢は額に手を当て、がっかりとした表情を見せる。だが、ここは言わねばならない。

　改めて高らかに宣言する。

「今日から、ここでの集まりは資格試験に向けての勉強会とする！」

「資格……」

「……試験？」

　その後、彼女等の顔が驚きよう愕がくに染まったのは言うまでもない。







　先日、彼女に大おお見み得えを切ったものの、大きな手て懸がかりは未だ得られずにいた。

　果か路ろ菜なの家に通う毎日が勉強会に変わり、それが続く中、今日は士し央おに彼女の事を任せ、狛はく矢やは一人第二層南エリアへと出向いていた。

　今いる場所はとあるビルの最上階近く。何の変へん哲てつもないオフィスビルだが、バスの車中に於いて果路菜を狙そ撃げきした場所は、恐らくここからではないかと突き止とめていた。

　この階層は空室になっていて人ひと気けがない。それに人目に付かず外部から進入する事も容易だった。窓辺から望める外周道路とそこまでの角度。そして狛矢が一いつ瞬しゆん見た、発はつ砲ぽう時、光が上がったと思われる場所。

　それらの事が足あし繁しげくこの付近に通かよい詰めて、ようやく分かってきた。だが、そこまでしてそれだけの情報しか得られていないことに絶望する。

　犯人が果路菜を狙ねらう理由や意図がハッキリとすれば、もう少し何かが見えてくるような気がするのだが……。

（とりあえず、やれるだけの事はすべてやらなくちゃな）

　狛矢は気を取り直し、室内を調べ始めた。

　研究科準備室から拝借してきた薬やく剤ざいや備品を動員して隅すみ々ずみまで調べ上げる。硝しよう煙えん反応を確かめてみるも無し。ライフル銃じゆうの摺すり跡あとなども南面全すべての窓辺でチェックしてみるが、それらしきものも無い。

「あとはこれか……」

　狛矢はポケットから線せん輪りんを取り出し糸解アンタイドした。現出したのは杖ロッドタイプの元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機き。璃り音おんの所から借りてきた代だい替がえ機その二だ。見た目も形も以前と全く同じ規格品。しかし、さすがにこれまで壊こわしてしまうと、もう次は貸して貰もらえそうにない。大事に使わなくてはと改めて思いながら、周囲に元繰の糸を伸ばし始める。

　その意図はこのフロア全体の魔ま法ほう元素量を把は握あくする為である。

　あの銃弾が実じつ弾だんでないとすれば、他に考えられるのは元繰術くらい。ここでそういったものが使われた形けい跡せきがあれば、周囲の元素になんらかの変化が見られるはずだと考えたからだ。しかし、魔法元素も空気と同じで留とどまり続ける事無く流動的である。それに銃撃から既すでに数日の時が過ぎている。現場がそのままの状態で維い持じされている訳ではないのだ。

　それでも何か手懸かりが欲ほしかった。

「ん？」

　その時、元繰糸スレツドを周囲に流していた狛矢は、何かに気付いて糸を引いた。それは空気中の魔法元素濃のう度ど。それが異常に濃こく感じるのだ。

　しかし特定体積辺りの含がん有ゆう量りようそのものが増えた訳ではない。あくまでただ濃く感じるだけ。たとえるならば、魔法元素同士の間を埋めていた別の何かが消失している感覚。紅こう焔えん、蒼そう水すい、碧へき風ふう、錆せい土どの基本四元素以外の存在で、本来そこにあったはずのもの。考えられるのは──

「闇あん冥めい元素か」

　人間には知覚できず、闇生物ヴアイラスを構成するモノ。その元素ならば有り得る。

　縛夜眼ノクテイス・アレストを持つ狛はく矢やは知っていた。闇あん冥めい元素は他の魔法元素と違ちがって流動性が低い事を。ならばこの周辺の闇あん冥めい元素が失われたままの理由も理解できる。

　銃撃の間ま際ぎわ、空気が震しん動どうしたように感じたのは、空気中を切きり裂さいて飛んでくる闇あん冥めい元素の弾だん丸がんに周辺の魔法元素が共鳴震動したせいだ。それにあの銃弾が闇あん冥めい元素の構成物ならば、立ち向かうべき相手がどんなものなのか予想が付いてくる。

　なんらかの形で闇あん冥めい元素を消費。その狙撃には意図を感じる。だが闇生物ヴアイラスにはそこまでの知能は無い。では他に闇あん冥めい元素を扱えるものがいるとしたら、それは狛矢と同じ──

　────Ｕ．Ｃしかいない。

　Unauthorizedアンオーソライズド Childチヤイルド、略りやく称しようＵ．Ｃ無存在者。

　三年前に起きた悪性腫瘍ネオプラズム拡大事象に巻き込まれ、闇の力をその体内に宿してしまった人間と闇生物ヴアイラスの融ゆう合ごう変容体。

　朧おぼろ気げに見えてきた影かげ。だが、それをどうやって捜すか？　難題はまだ残されていた。
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　とあるビルの屋上。そこに一つの人ひと影かげがあった。

　その人物はフェンスすらない屋上の縁ふちで片かた膝ひざを突き、あるものを構えていた。

　それはボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆう。

　人影は銃床ストックを胸に固定し、サイトスコープを覗のぞく。

「距きよ離り、角度調整共に良し」

　透すき通とおった曇くもりの無い声で呟くと、一いつ旦たん銃じゆうの構えを解く。

　目の前に用意されているのは空のマガジン。

　人物の手にはそれに詰めるべき薬やつ莢きようがあった。しかし、その薬莢には弾だん頭とうも火薬も詰め込まれてはいなかった。いわゆる空薬莢である。

　その空薬莢を左の人差し指と親指で挟はさみ込んで持つ。

　途端──

　人差し指の爪つめが黒い炎ほのおを発した。黒炎はそのまま吸い込まれるように薬莢の中に入り込んで行き、黒い弾頭を作り上げる。それを数発作成した後、全てマガジンの中に装そう填てんする。

　足下に置かれたノートＰＣのモニターにはハーモニカ全体のマップと、各所に設置されている監かん視しカメラの位置が赤い点で表示されており、その内の四つと思われるカメラ映像が別窓で表示されていた。そこに映る景色は眼下にある商業区のもの。その街頭に設置されている数十の監視カメラ映像を順に切り替かえ伝えてきている。

　影は狙撃銃にマガジンを装着し、再び構えを取った。

　銃じゆう口こうは斜ななめ下したに向けられる。

　時たまスコープから目を外しては、袂たもとにあるモニター上の映像と交互に見比べる。

　それが暫く続いたある時──

　人影は動いた。

　監視カメラで捉えていた映像とサイトスコープ内の視角が一いつ致ちしたのだ。その場所は書店前の通り。そして今、そこにある書店の入り口から一人の少女が出てきた所だった。

「誤差修正〇．二ミリ」

　手元が微かに動く。そして指先はトリガーに掛けられた。
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　オフィスビルでの調査を終えた狛はく矢やは、間近にある商業区にまで足を伸ばしていた。この辺りにも手懸かりになるものがないか探す為である。

　区内を放射状に通り抜ける街路には、平日だというのに今日もかなりの人ごみで混雑していた。

　狛矢はその内の一つ、五番街路に足を踏ふみ入れる。理由は、その通りが先さき程ほどまで調査していたビルと狙撃されたバスが走る路線に近い側にあるからだった。何かあるとすればその辺だろう。

　歩き出して間もなく、一軒けんの店先に視線が行く。白を基調とした服を取り揃そろえているそのお店には見覚えがあった。そこはこの前、士し央おと来たことがある場所だ。あの時、彼女が購こう入にゆうした服は今では狛矢の部屋のハンガーラックに掛かっている。ほんの少し前のことなのにそれが妙みように懐なつかしく感じる。

　微び笑しようしながらも、そこで本来の目的を忘れそうになっていた事に気付く。

「ウインドウショッピングなんかしてる場合じゃないな」

　思い直して、通りに沿って前に視線を移した時だった。

　今自分が立っている場所から五、六軒先。そこにある大きめの書店から見慣れた人物が出てきたのを目にしたのだ。それは──

「果か路ろ菜な？」

　栗くり毛げ色の髪かみ、ふんわりとした雰囲気、記き憶おくの中にあるシルエット。遠くからでもそれは彼女だと分かる。小こ脇わきには本を購入したのか、その書店の袋がそこにあった。

「あいつ、なんでこんなとこにいんだよ……」

　自宅で大人しくしている筈はずの人間が突然目の前に現れて、狛はく矢やは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。そもそも彼女は言い付けを破ってまで外出をするような人間ではないからだ。

　ともかく、そのままにはしておけない。

　狛矢は彼女と合流する為、背を向け歩き始めた果路菜を追って走り出した。

　その直後だった。

　上方の空気が震動するような感覚を覚える。

「これはまさか!?」

　間ま違ちがいない。

　狛矢の中で最悪のビジュアルがちらつく。

　あの時の──

「かろなっ！　伏ふせろぉっ!!」

　狛矢は遠くから叫さけびながらも彼女に向かって走った。

「はーちゃん？」

　声に反応して振ふり向いた果路菜だったが、何が起きたのかはまだ分からず、ただそこにぼんやりと立たち尽くしている。

　突とつ如じよ──

　狛矢の目の前で、その脆ぜい弱じやくな体が宙を舞った。

「きゃあああああっ!!」

　辺りに通行人が悲鳴が轟く。それは瞬またたく間まに周囲に伝でん播ぱし、騒ぎが広がってゆく。

　銃じゆう弾だんに貫つらぬかれた果路菜はその勢いに吹ふき飛とばされ、街路に倒たおれたのだ。

「くそっ!!」

　狛矢は悔しさを声に出した。この時ばかりは人間としての身体能力の限界を呪のろった。

　ようやく倒れ伏している彼女に取り付いた狛矢は、彼女の体を抱かかえ起こす。

　撃うたれたのは右みぎ肩かた。

　そこで黒く燃ゆる炎が今まさに消失してゆく瞬しゆん間かんだった。相変わらず外傷は無いようだが、様子が今までと違っておかしい。腕の中の顔は苦痛に歪ゆがみ、額には脂あぶら汗あせが浮うかび、呼吸も荒あらい。

「どういうことだ……」

　その症しよう状じように困こん惑わくしていると、再び周囲の空気が震動するのを感じた。

　二射目。

「!!……させるかっ」

　狛矢はすかさず線せん輪りんを糸解アンタイドして果か路ろ菜なを護まもるように立つ。

　張るのは障しよう壁へき。

　初めて真正面から相対する銃弾。しかし狛はく矢やには不安があった。

（持つのか!?）

　張った障壁は狛矢の意志に反して不安定に揺らいでいる。うまく元繰糸スレツドを制せい御ぎよしきれていない状態だ。

　上方から飛んできた弾丸は、そのまま障壁に弾はじかれて掻かき消される。

　それが望んだ形だった。

　だが現実はそうならなかった。

　銃弾は障壁を食い破り、真まっ直すぐに背後に倒れ伏している果路菜の左ひだり脚あしを射る。

「あああうううっ！」

　狛矢の袂で苦く悶もんに嘆なげく声が響いた。

「くそっ……！」

　このまま元繰術で守り続けるより、早く安全な場所に退たい避ひした方がいい。そう考えた狛矢は、失神状態の彼女を両りよう腕うでに抱えて走り出す。遠巻きに騒ぎを見守る人達の合間に、身を隠かくすには丁度良い裏路地を発見。足はそこへ向けられる。

　その時、空が三度目の震ふるえを起こした。

　裏路地へと逃にげ込もうとしている狛矢は背後に空震しんを感じていた。このまま走ってもそこには間に合わないことは距きよ離り的てきに明白だった。

　狛矢は足を止め、身を翻ひるがえす。片手で元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きを構えるが、そこで発動するのは通常の元繰術ではなかった。迷わず選んだその力は──

　──縛夜眼ノクテイス・アレスト。

　狛矢の右みぎ眼めに紅あかい光が灯ともる。その瞳に映るのは闇あん冥めい元素を捉える闇の糸。その糸を瞬しゆん時じに紡つむぎ合わせ、正面から迫せまる銃弾に立ち向かう──

　だがその刹せつ那な、

　目の前に突とつ風ぷうが吹き荒あれた。

「突風ブラスト!!」

　叫び声ごえと共に風が渦うずを巻く。弾だん道どうを逸そらされた銃弾は果路菜の頭横を辛かろうじて抜け、近くの壁へと打ち付けられる。そしてそのまま燃もえ尽きた。

　突風ブラストを放った者。それはもちろん、狛はく矢やではない。

　残のこり香がのように流れる風に髪を揺らし、メルファを構えた士し央おがそこに立っていた。

　ピシッ

　そこで突如、狛矢の手元で何かが弾ける音がした。小さな音は瞬く間に広がり、杖ロッドを掴む手を震わせる。音が消えた瞬間、手の中のそれは細かな破は片へんとなって飛び散った。闇あん冥めい元素に杖ロッドが耐たえきれず、その身を崩ほう壊かいさせたのだ。

　掌に残った部品を払はらい落とすと、いつの間にか敵の気配も消きえ失うせていた。

　混乱の後に残ったものは、ざわめく人々と倒れ伏した果か路ろ菜な、そして険しい表情を狛矢に向ける士央だった。







　果路菜の自宅。今彼女は気を失った状態にあり、自室のベッドの上で横たわっていた。

　彼女の容態については外部からの診しん察さつでは特に異常は見受けられなかった。しかし謎なぞの昏こん睡すい状態が続いている。銃弾で撃たれた箇か所しよを視し診しんしてみたが、そこには傷は無く、以前と同じ六角形の痣あざが残るのみ。アクラルさえあれば、今すぐにでも内部の状態を探さぐることができるのだが、まだ修理は終わりそうにない。

　狛はく矢やは商業区での事を思い起こす。

　なぜあの場所に果路菜がいたのか？

　士央が言うには、いつものように果路菜の家にやってきてインターホンを押おすも、中からの返答が無かったのだという。おかしいと思い、一階の管理人に尋たずねてみると少し前に出かけるのを見かけたという。その初老の男性管理人と頻ひん繁ぱんに会話を交かわすことがある果路菜は、いつものように他た愛あいの無い会話をした後、今から商業区に行ってくるのだと言っていたらしい。

　しかし、それだけでは彼女がどうして無断で外に出たのかが分からない。

　そして、銃撃は起こった。

　彼女の右肩を銃弾が貫いた時、そこで黒い炎が燃えていた。それを見てから、はっきりとこの件が闇あん冥めい元素が絡からんだものだと確信した。その姿はあの蓮はす村むら紫し弦づるの右手に宿っていたものと同種のものだったからだ。

　狛はく矢やは薄うす暗ぐらい部屋の真ん中で、果路菜の寝ね顔がおを覗き込む。疲ひ労ろうの色が窺うかがえる彼女の顔を見ていると、沸ふつ々ふつと悔しさが蘇よみがえってくる。

　枕まくら元もとには彼女が持っていた書店の包つつみがあり、中からは救護士関連の参考書が顔を出していた。

　ベッドの傍そばでぼんやりとしていると、リビングの方から明かりが差す。

「狛矢、話があるのだが」

　抑よく揚ようの無い声で扉の向こうから顔を出したのは士央だった。

　彼女に促うながされるままリビングに移動し、テーブルを前に椅子に座る。士し央おは角を挟んで狛矢の右側に腰を下ろした。

「なんだ、話って」

　士央の顔はここに戻ってからも険しいままだ。今もまだ厳しい表情を湛たたえている。そんな彼女は一拍ぱく置いて口を開く。

「なぜ使おうとした」

「なぜって、なにを？」

「とぼけるな。その右眼の力のことだ」

　彼女の口調は恐おそろしく落ち着いていた。

「何な故ぜあの状じよう況きようで元繰術ではなく、いきなり縛夜眼ノクテイス・アレストを使おうとした」

　彼女の言いたい事は分かっていた。闇生物ヴアイラスの力である縛夜眼ノクテイス・アレストを人間が使うということは大きなリスクを抱える。使いすぎれば体は闇に蝕むしばまれ、乗っ取られる。それに満たされた先にあるのは死だ。彼女がそこまで気にするのは狛矢の身を心配するが故ゆえのこと。

　狛矢は後頭部を押さえながら首の筋肉をほぐし、打ち明けることを決めた。

「使おうにも使えなかっただけだ」

「どういうことだ？」

「果か路ろ菜なに触ふれていると元繰術は使えないんだよ」

「？」

　士央はまだ意味が分からないといった様子で難しい顔をしている。

「お前、リバースシフトって単語、聞いたことないか？」

「リバース……シフト？」

　狛矢はその反応に頭を掻く。

「説明するぞ」

　士央は素す直なおに頷うなずいた。

「俺達みたいな元繰糸スレツドを有している者のことをシフターというだろ？　その中で能力やポテンシャルの高さに応じてシフト１から７までのランク付けがされている。逆に元繰糸スレツドを有していない普ふ通つうの人間のことをニュートラルと呼ぶ。だが稀まれにそのどちらでもない存在がいる。それがリバースシフト。触れたモノの元繰糸スレツドを無効化してしまう存在さ」

「無効化って……それでは……」

「果路菜を放ほうり出して戦うわけにもいかないし、だからといって元繰術も使えない。なら、その影えい響きようを受けない闇の糸しか……ってわけ」

　士し央おはその存在を知り、僅わずかに戸と惑まどっている様子だった。

「別に果か路ろ菜なだけが特別なんじゃない。稀であることは確かだけど、もともとリバースシフトは何百万人に一人の割合で生まれてくる存在だ。他にもそういう奴はいる。ただ、小学校入学前に行う元繰糸スレツド判定ではシフターかニュートラル、いわゆる陽性か陰いん性せいの二通りでしか判定が出ないからな。それであまり表に出る事もない。だから自分がリバースシフターだって気付かずに暮らしている人間もいる」

　そこまで説明しておいて今いま頃ごろになって気付いた自分がいた。

　他とは違う特別性。

　果路菜が狙われる理由。

　それがあるとすればリバースシフトという存在くらいしか思い付かない。

　しかしそれは果路菜だけの話ではない。他のリバースシフターにも言えること。

　ではなぜ彼女だけが……？

　過去の材料を掻き集あつめて脳内で目まぐるしく思考が始まる。だが、その思考を邪魔するようにポケットの中で携けい帯たいが鳴った。

　手に取って見れば、表示されているその番号は狛はく矢やの知らないものだった。
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　明くる日、果か路ろ菜なは未だ眠ねむり続けていた。その看病を士し央おがしている。

　そんな二人を置いて行くのは心配だったが、外せないこともある。

　狛はく矢やは璃り音おんの所へと来ていた。

　もちろん、その目的はアクラルなのだが……。

「やっと、それっぽく整ってきたけど、まだ時間かかるよお……今ちょっと休きゆう憩けい中」

　部品に塗まみれて机に突つっ伏ぷしていた彼女。この所ずっと徹てつ夜やで修理していたらしく、いつも元気な彼女の声こわ色いろはどこか弱々しい。目の下には隈くままでできている。そんな状態で聞くのは忍しのびないが、恐る恐る尋ねてみる。

「あ、あの……それで、あとどのくらいかかりそう？」

　あまりの眠ねむ気けに今にも落ちそうな彼女の瞼まぶた。

「今日中には、なんとかできると思うよ」

「そうか、それはありがたい」

　璃音は机の端はしに力無く顎あごを載のせたまま、視線だけを狛矢に向ける。

「気持ちは分からなくもないけどぉ、それにしたって、どうしてそこまで急ぐの？　まだ学生の身分なんだからそんな危急的な状況なんて早々起こらないと思うんだけど？」

「えっ、いや……その、色々と、ね？」

　咄とつ嗟さに出たのは理由にもならない言葉だった。

　昨日、二本目の杖ロッドを御お釈しや迦かにしたとは到とう底てい言えない。それに何をするにしたってアクラルでなければ事足りないのは正直な話だ。

「ふぅあぁ……まあ、いいけどね」

　彼女は眠い目を擦こすりながら可愛らしい欠伸あくびをする。

　アクラルのことは気になるが、ここは彼女に任せる他無い。それに今日はそのまま行かなければならない場所がまだ他にあるのだ。

「それじゃ、よろしく」

「あれ、もう行くの？」

「ああ、ちょっと用事があってな。また夕方近くに顔出すよ」

　名な残ごり惜おしそうにする璃音を置いて、狛矢はそこを後にした。

　職員室で担任に一言告げるなり、その足ですぐに校門をくぐる。

　狛はく矢やの向かう先。それは昨日狛矢の携帯にかかってきた知らない番号の相手に会う為だ。

　その相手とは、この退闇校に在ざい籍せきしているならば将来関かかわってくるであろう組織。

　退闇庁。

　そこから一本の電話が、昨日狛矢のもとに入ったのだ。

　電話の内容は退闇庁への出頭要よう請せい。先日の闇生物ヴアイラスハーモニカ襲しゆう撃げき事件と紫し弦づるの件もあり、いつかは事情説明の為に呼び出されるものだと覚かく悟ごしていたが、それが今日だった。

　それを無視することは選せん択たく肢しに無い。とにかく行ってみるしかない。

　狛矢は携帯を開くと果か路ろ菜なの家に一報を入れた。電話口に出たのは士し央お。彼女にアクラルは今日中に仕上がりそうだと伝えてから、今から退闇庁へ向かうと告げる。彼女は何も返さなかったが、何かあったら携帯に連れん絡らくしてくれとだけ添そえて通話を切った。







　第一層の中心部。そこから全ての層を最上層まで突き抜けるようにして建つ巨きよ大だいな柱の如き存在、それが退闇庁だ。

　狛矢は学校前から循じゆん環かんバスに乗り、退闇庁前で降りていた。今はそそり立つ黒柱の姿を見上げながら、その壮そう観かんさに見入っていた。

　庁舎自体は訪れるのは初めてではないが、緊きん張ちようが体に充じゆう満まんしているのが分かる。

　狛矢は一階の正面入口から入り、受付に自分の名前を告げる。全てが伝わっているようで、それだけでＮｏ．７のエレベーターで一〇六階まで向かうようにとの指示を受ける。

　正面に横並びにある幾いくつかのエレベーターのうち、言われた通りのものに乗って、言われた通りの階で降りる。すると、降りた先で案内係が待ち受けていた。

　退闇庁の制服に身を包んだ二十代前半くらいの女性。彼女に案内されてセキュリティのある扉とびらを何枚かくぐる。

　最後に通った扉の先は行き止まりで、白い壁に囲まれた四角い空間だった。その中央で案内係の女性に「ここでお待ち下さい」と言われ、その場にあった椅子に腰こしを下ろす。

　彼女が部屋を出て行ったあとは静せい寂じやくだけがそこにあった。自分が座っている椅子以外のものはこの部屋には何も無く、ただ異常なまでの白い空間が広がっている。

　こんな場所で何をしようというのか……。

　そう思い始めた時だった。

　突如目の前に、狛矢をコの字に取り囲むようにして人が現れたのだ。どうやら部屋の周囲は巨大なモニターになっていて、向こう側の準備が整ったと同時に回線がオンになったのだ。

　モニターに映し出された人達たちは狛はく矢やの左右に三人ずつ、正面に三人の計九人。全員がスーツや退闇庁の制服に身を包む四十代から五十代の男性だったが、右奥おくの一人だけが二十代後半くらいの比ひ較かく的てき若めの人物だった。

「玖く珂が狛矢君でよろしいか」

　真正面の男が貫かん禄ろくある低い声でそう聞いてきた。見るからに威い厳げんのある顔立ちと、体から発せられるオーラのようなものは、全てを統すべる者が自然と持ち合わせているもの。髪には僅かに白しら髪がが見えるも、その目の奥にある眼光は鋭するどいものを感じる。

「はい」

　男は「うむ」と頷いて続ける。

「画面の向こうからで失礼する。私は退闇庁長官、波は嘉が見み　新あらただ。今日はわざわざ足を運んでもらった事に礼をいう」

「いえ」

　そこから続けて彼が、ここに同席している全員の紹しよう介かいを簡単にしてくれた。彼等は全てこの退闇庁の各部署を統べる長だった。中でも印象に残ったのは精せい悍かんな顔付きで恰かつ幅ぷくも良く、言葉も明めい瞭りような、アルビノを含ふくめた元繰術士スレツドスピナー部隊を束ねる部隊長、周す防おう行ゆき宏ひろ。

　清潔感があり厳格なイメージを受けたのは、元繰術士スレツドスピナーと情報管制部、医い療りよう部ぶ、技術部、車しや輌りよう部などの退闇士ステラライザー全体を取とり纏まとめる幕ばく僚りよう長ちよう、仁に科しな庸よう二じ。

　垂れた前まえ髪がみと気品ある風ふう貌ぼう。役所然とした中で一人だけ雰囲気が違い、飛び抜けて若く見える男、才さい賀が誠せい一いち。彼は医療部に技術提てい携けいしているあの、Ｓ．サイガ・Ｍ．メディカル・Ｅエレクトロニクスの経営最高責任者Ｃ．Ｅ．Ｏだった。

「さて、始めてよいかな？」

　波嘉見長官の一声で場がしんと静まり返る。狛はく矢やも心の中で構えを取った。

　今までできるだけ闇の力は使わずに過ごしてきた。それが忌いむべき力だからというのもあったが、もしＵ．Ｃである事が外に知られてしまえば、この身み柄がらは退闇庁の管理下に置かれる事になる。それは狛矢にとっても困ることだった。

　闇やみ汚お染せん者しや隔かく離り病びよう棟とうで今も苦しむ妹、深み雪ゆきを救う為の研究に支障が出てしまう。

　狛矢は今、その危機に晒さらされていた。

　先日の紫し弦づるとの死し闘とう。

　Ｕ．Ｃである彼をねじ伏せた力。

　退闇庁に彼の身柄を引ひき渡わたす際さいに、色々と疑問が浮かぶことになるのは当然の結果だった。それで今日のこの場というものが設定されたのだろうから。

　それに士し央おの中にある完全抗こう体たいの問題もある。退闇庁は彼女の存在をどこまで把握しているのだろうか？　少なくとも詠えい士じが残した経過報告書を見る限りでは、Ｓ．Ｍ．Ｅには知られている可能性は高い。

　狛はく矢やが顔を上げると意図せず才さい賀が誠せい一いちの姿が目に入る。一いち企き業ぎようの社長とは思えない気取った雰囲気を持つ彼は、それが狛矢に向けられたものかは分からないが、意味ありげな含み笑わらいを見せた。

　その印象は不気味の一言。紫し弦づると彼との関係も未いまだ不明確なままであるし、注意すべき点は多い。

　そこで資料から視線を上げた波は嘉が見みは皺しわの寄ったその口を開く。

「早さつ速そくだが、事実確かく認にんをさせてもらう」

　狛矢を重々しい目が見み据すえる。

「先の闇生物ヴアイラスハーモニカ襲撃の際、君は三体の蜘く蛛も型闇生物ヴアイラスを一人で倒し、更さらには闇の力を使う少年を捕ほ縛ばくしたと聞く。その事実に相そう違いないか？」

「はい、間違いないです」

　波嘉見はゆっくりと頷いた。

「君は元繰糸スレツドを持つシフターでありながら、中等部で一度研究科に移っているね？　これはどういう意図があってのことだろうか？　良かったら聞かせて欲しい」

　どう答えるべきか？　瞬しゆん間かん的てきに思い付いたのはこうだった。

「それは闇やみ汚お染せん患かん者じやが辿たどる結末、『黒塩化』という運命を変えたい、そういう思いから医い療りようを志す方向に気持ちが傾かたむいたからです」

「ならばなぜ、今頃になって元繰術科の履り修しゆう申しん請せいをしている」

「それは元繰糸スレツドを持つ者としての務めであると再さい認にん識しきしたからです」

「腑ふに落ちんな。一つの分野でも、それを貫き通すには相応の信念と努力が必要だ。二つを同時に極きわめられるほど甘あまくはないと私は考えているが？　その辺をどう思っている」

「仰おつしやる通りです。ですが決して甘く考えている訳ではありません」

　奇き妙みような間が空く。

「別に我々は君を責めているわけではない」

　そこへ何の前まえ振ふりもなく割り込んできたのは、元繰術士スレツドスピナー部隊、部隊長、周す防おう行ゆき宏ひろだった。

「周防君、君の発言はまだ認めていないぞ」

　制止したのは幕僚長である仁に科しな。

「よかろう」

　すぐに波嘉見が許可を出し、仁科は押し黙だまる。それを待って再び周防が喋しやべり始めた。

「率そつ直ちよくに言おう。君を我わが隊、中でもアルビノに迎むかえ入いれたいと思っている」

「はい？」

　狛はく矢やは思ってもみなかったことを言われ呆ぼう然ぜんとする。退闇庁の正規部隊ならまだしも、その中のエリート集団、アルビノに学生の身分でありながらも入隊して欲しいと言ってきているのだ。

「特段驚くべきことでもないだろう。君も知っているだろうが、神こう月づき　燎りようという前例も既にある。将来的には闇生物ヴアイラス、そして悪性腫瘍ネオプラズムの駆く逐ちくには君の力が必要だと考えている」

「俺をここに呼び出した理由はそれですか？」

「それも理由の一つではある」

　そこで再び波は嘉が見みに話の流れが移る。

「今、退闇庁は様々な問題を抱えている。それは悪性腫瘍ネオプラズムや闇生物ヴアイラスの話だけではない。それと同等、いやそれ以上に今後懸け念ねんされる問題がある。────Ｕ．Ｃの存在だ」

　狛矢の心臓が強く鼓こ動どうを打つ。

「君には説明が必要だろう。Ｕ．Ｃというのは三年前の悪性腫瘍ネオプラズム拡大事象において発生した人間と闇生物ヴアイラスの融合変容体の事だ。人間ながら闇の能力を有していて、中には精神を蝕まれ凶きよう悪あくな思考を持つ者もいる危険な存在。しかもそのほとんどが未成年だ。君もこの前相対したから分かるだろう。蓮はす村むら紫し弦づるというＵ．Ｃに。政府は多くのＵ．Ｃが生まれたとされる三年前の事象から彼かれ等らを保護管理し秘ひ匿とくしてきた。この存在が公おおやけになれば、国民の混乱は避さけられないからだ。現状、彼等は人間でありながら、戸こ籍せきや名前、人権を奪うばわれた生活を余よ儀ぎなくされている。だが我々とてそれを真に望んで行っているわけではない。彼等にも人間らしい生活を取り戻もどさせようとは思っている。だからこそ現在、精神汚お染せんレベルＢ以下の彼等に能力コントロールがきちんとできるように教育し、闇生物ヴアイラスに対しての戦力に変えて行こうという計画がある。

　これをUnbeatableアンビータブル Childチヤイルド Forceフオース.　略称『Ｕ．Ｃ．Ｆ計画』と呼んでいる」

　それは『無敵の部隊』の意。

「無論、それは時じ期き尚しよう早そうであり、国民を安易に危険に晒しかねないという慎しん重ちよう論ろんも政府内にある」

　付け加えられた波嘉見の言葉に周す防おうの視線が僅かに動いたような気がした。

「他にも蓮村紫弦のように混乱の最中、社会に紛れ込んだままになっている未登録のＵ．Ｃの存在も一部で問題になってきている。未登録Ｕ．Ｃが社会で問題を起こし続ければ、国民に対しその存在を隠し通すことは不可能になり、ひいては反Ｕ．Ｃ思想イルミネーターの発現を招きかねない。そうならない為にも君のような高い能力を持った元繰術士スレツドスピナーが早さつ急きゆうに必要なのだ」

「それは俺に未登録Ｕ．Ｃを捕つかまえろってことですか？」

「簡単に言えばそうだ」

「だが、あくまで闇生物ヴアイラス掃そう討とうが最優先である。その事を忘れてはならない」

　横からそう口をはさんだ周す防おうに、仁に科しなが咳せき払ばらいをする。

「ちょっと待って下さい。俺はまだ引き受けるとも……」

　狛はく矢やにはその全てを引き受ける暇ひまなどない。深み雪ゆきを救う為の研究、そして完全抗体を取り出す方法を見つけなくてはならないのだから。

「承諾するか、否か、それが問題なのではない。いずれにせよ君のような存在は、時という流れの中に自然と組み込まれてゆくのだから答えなど不必要。そうでしょう？　波嘉見さん」

　波は嘉が見みに向かってそう尋ねたのは、才さい賀が誠せい一いちだった。

「率直な意見は大切だが、言葉は選んだ方がいい」

　対した波嘉見は毅き然ぜんとした態度でそう答えた。そこで才賀が手を挙げる。

「いいですか？」

「許可する」

　垂れ下がった前髪の合間から鈍にび色いろの瞳が覗く。

「波嘉見長官や周防さんは君を退闇庁に欲しいと言っているが、実は私の所も人手が足りなくてね、是ぜ非ひうちにも来て欲しいと思っているんですよ」

「失礼だが、これは民間企き業ぎようの採用面接ではないぞ」

　周防が言葉を遮さえぎる。

「ああ、もちろん分かってますよ、周防さん。新たな人材が必要なのは退闇庁医療部の方ですよ。光こう輝き元素の更なる質の向上には高シフト者の存在が心強いですからね。それに生産効率アップにも期待できますし」

　嬉き々きとして語る才賀に周防は嫌けん悪おの表情を見せていた。しかし彼かれは止まらない。

「何よりも闇やみ汚お染せんから今すぐにでも救って上げなくては手て遅おくれになる方がごまんといるのです。今、こうしている間にも無念に黒塩化していっている患かん者じやさんもたくさんいる。それを食い止めるのが我々に課せられた使命です。そうは思いませんか？　ねえ、玖く珂が君？」

　言葉の内容とは裏腹にその顔は楽しんでいるかのように見える。

「そんな事を言われても、無む茶ちやな話です」

　当たり前だ。一つしかない体がそんなに動き回れる訳がない。彼等の方でも思おも惑わくが錯さく綜そうしているように思える。

　そこでここにいる狛矢の以外の出席者の音声が突如、途と絶だえた。恐らくこの場だけ音声をオフにされたのだ。モニター上の表示は静止画になっている。彼等だけで今、何かの話し合いが成されているのだろう。

　そのままの状態が数分続いた。体感では実際の分数よりも恐ろしく長く感じる。

　もどかしい気持ちが込み上げてきた頃ころ合あいだった。

「度たび々たび、待たせる」

　波は嘉が見み長官のモニターだけが映像と音声を回復させたのだ。

　そこで彼が言ったのは一方的な言葉だった。

「全てを今すぐにでも、というわけではない。こちらもまだ、まとまりきれていない部分もある。だが状況が差さし迫っているのは確かだ。近いうちに協力を求めるやもしれない。そのつもりでいてくれたまえ」

　そう締しめ括くくると同時に三方を囲っていたモニターが消え、ただの白い壁と化した。

　何もない白い空間に狛矢だけがポツンと残される。ほどなくして先程の案内係が後方の扉から現れて退室するように促してくる。

　狛はく矢やは釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、部屋を出るのだった。







　案内係に付つき添われて元来た道筋を帰らされる。

　その最中、歩きながらも狛矢はふと考えた。

　このままでいいのだろうか？　と。

　退闇庁は詠えい士じの娘むすめである士し央おの存在を知らないわけがない。そしてその娘と狛矢は今一いつ緒しよにいるという事も。

　ならここで士央の中のモノを退闇庁に知らせ、協力を得る方法が得策ではないかと一瞬思う。だがそれは彼女に対しての裏切り行こう為い。すぐに自責の念にかられる。

　それにＳ．Ｍ．Ｅの息がかかっている退闇庁医療部に彼女を渡せば、何をされるか分からない。彼等の目的も定かではないのだから。

　やはり、自分の力でなんとかしていかなくてはならない。

　そこでふと案内係の足が止まる。

　見ればいつの間にか上がって来た時と同じエレベーターの前に到とう着ちやくしていた。

　その場所で係は一礼をして姿を消す。

　ここまで、という事なのだろう。

　狛矢は階下へ降りる為、エレベーター脇わきのボタンに指を伸のばした。だがその指先はボタンへ届く前に制止する。

　行動を遮るようにコーヒーの入った紙コップが眼前に差し出だされたのだ。

　そこから腕うでを辿ってゆくと、見知った顔がそこにあった。

「先生？」

　それは八や代しろ　紅こうだった。退闇庁医療部で今では上かず總さ詠士に代わって主任を務める人物。そして退闇校研究科に特別講師としても出向している人間だ。

　彼女から紙コップを受け取ると掌てのひらにじんわりとした温かさが伝わる。

「ご苦労様」

「って、なんで俺がここにいる事、知ってるんですか？」

「私もココの人間なんだから話くらいは通ってるわよ。ちょっとそこ座すわらない？」

　そう言って彼女はエレベーター前に置かれている椅い子すを勧すすめてくる。断る理由も無いので、彼女と隣となり合あわせでそこへ座る。

　腰こし掛かけた紅はまずコーヒーを口にした。ルージュの厚く引かれた唇くちびるは艶つややかで彼女の魅み力りよくを引き上げていたが、着ていた白衣のポケットから『雷かみなりおこし』を出してきて、お茶ちや請うけにと差し出してくる所はいつもの通りの彼女だった。

「学校での機会が多かったから、先生が医療部の人間であることを忘れてました」

「それよりも、才さい賀がＣＥＯ、変なこと言ってなかった？」

「はい？」
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　こちらの言葉に対しての反応が無く、突然そう切り返されたのが気に掛かかる。

　Ｓ．Ｍ．Ｅと医療部に繋つながりはあるのでその名前が出てくること自体はおかしくはない。しかし、尋ねるタイミングとしてはあまりに唐とう突とつのように思った。

「いえ、特には何も」

「なら、いいんだけど」

「何か気になる事でも？」

「あの人、たまに大人気ない事を言う時があるから、その辺が気になっただけよ」

　その答えには釈然としないものが残る。

　僅かな沈ちん黙もくが過ぎる中で、狛はく矢やは彼女に会ったら聞こうと思っていた事を思い出した。

　上總かずさ詠えい士じの事である。

　彼女にとって詠士は元同僚であり、一番身近にいた人間だ。ならば捜そう索さくへの手懸かりや、そこまででなくとも何らかのヒントを得られるのではないかと考えていたのだ。

「ちょっと聞いていいですか？」

「何？」

「上總詠士という人物の事なんですが」

　その名前を出した時、彼女がどんな反応を示すのかが気になった。世間では狂きよう人じんと呼ばれている男の名である。たとえ元同僚とて良い印象は持っていないはずだからだ。

　だが、彼女の反応は思っていたものとは違っていた。

「詠士さんの事？」

　その表情は意外にも朗ほがらかなままでいたのだ。しかも名前を口にした時の声も親しみの籠こもったものに聞こえた。いくら同じ職場にいる人間とて下の名前で呼ぶ事はそうそう無いだろう。

　光の象しよう徴ちようともいうべき彼女が、闇の象徴たる詠士の話題に顔色一つ変えない。その事に違い和わ感かんを覚えたが、そんな彼女ならば、本当の詠士の姿を知っているのではないかと思えた。

「先生なら、良く知ってるんじゃないかと思って」

「どうしてまた彼の事を？」

「いえ、ちょっと気になったんですよ。医療に携たずさわる者として、彼の考え方が」

「そう」

「上總詠士って、どんな人だったんですか？」

「そうね、言うなれば、あの人は常に真っ直ぐな人だったわ。目標を定めたら、そこまで一直線で周りが何も見えなくなってしまうタイプね」

　そこで紅こうは思い出したようにクスリと笑った。

「あ、ごめんなさい。でもね、それでいて結構優やさしい部分もあって、何度かそれに励はげまされたこともあったわ」

　紅の瞳は思い出に浸ひたるように、どこか遠くを見ているようだった。

「それは意外ですね。じゃあ職場以外での彼の姿なんてのも知っているんですか？」

　紅はそこで無言で首を横に振る。

「彼の目はいつも同じものにしか向いていなかったわ」

「同じもの？」

「闇よ」

　幾いく何ばくかの間。

「彼の頭の中は常に闇生物ヴアイラスと闇あん冥めい元素の事で埋うめ尽つくされていたわ。それ以外の事にはまるで興味が無いのよ」

「先生はその研究を少しは覗のぞいた事があるんですか？」

　そこで狛はく矢やを見る紅の目が犀さい利りなものに変わったような気がした。

「興味があるの？」

「いえ、そういう訳じゃないんですが……」

　そこで切り出すには流れとして丁度いいと思えた。

　そう、果か路ろ菜なの事だ。

「闇あん冥めい元素が絡んだ、ある特とく殊しゆな症しよう例れいについて聞きたくて」

「闇あん冥めい元素？　通常の闇汚染じゃなくて？」

「ええ、そうです。闇あん冥めい元素の魔法体を体内に注入した際、痣ような六角形の黒点が皮ひ膚ふ上に現れる症状です」

「魔法体ですって？　そんなものは普通の人間には作れないわよ。何かおかしな事でも考えているのかしら？」

「いえ、あくまでそういった症例があるのかという事だけ知りたいんです」

　紅は勘かん繰ぐるような視線を向けていたが、不意に何かの記憶に突き当あたったようだった。

「そうね、似たようなものなら見た事があるわ」

「ほんとですか？」

「プラーナの枝」

　突然、知っている単語が出てきて狛矢は驚おどろいた。その言葉は詠えい士じが若い頃ころに残した医学書の片かた隅すみにひっそりと書かれていたものだからだ。空間執しつ刀とうというものをあみ出してからは頻繁に自分の中で使うようになった言葉である。

「それは詠えい士じさんの研究資料の中にあったものなんだけど、人の体には血管にも似た生命力の流れというものがあって、それが木の枝のような見かけからプラーナの枝と名付けたらしいわ。その枝は実際の枝のような太さから糸のように細いものまであるらしいけど、その全てが人体の各部位にリンクしているらしいの。そのプラーナの枝の流れに『ある影響』を与あたえると確かに六角形の痣が副作用の症状として現れると記述があったと思う。丁度私がその時研究していた治ち療りように流用できないかと思って調べたことがあったんだけど……そこはあの人が考えるだけのものね。さすがにそれ以上は手を出す気にはなれなかったわ」

　やはり現場には医学書には載っていない資料が多く残されている。その症状が果か路ろ菜なのものと同一であるとすれば大きな手て懸がかりとなる。

「その『ある影響』ってなんですか？」

「あなたが言う、闇あん冥めい元素の注入よ」

　狛はく矢やは目を見張った。

「その時先生が研究していたものって……」

「神経系の治療に役立てようと思って。たとえば記憶障害の治療とか」

　──記憶障害。

　狛矢はそれにピンとくる。思い出されるのは過去の果路菜の言動。

　たとえばこの前、演習場で模も擬ぎ戦を行っていた時、果路菜のもとに彼女に以前手当てして貰ったと御お礼れいを言いにきた生徒がいた。だが、元来物覚えのいいはずの彼女はすっかり彼の事を忘れていた。

　まだある。

　果路菜と空中庭園まで行った帰りのバスの中で、今度は狛矢の手当てをした事を忘れていた。彼女の家に行った時も、自分の家なのに茶器の場所が分からず手間取っていた。自身が紅茶が苦手だという事さえ忘れていたし、他にも会話に齟そ齬ごが生じていたり、思い当たる節はいくつもある。

　もしかしたら外に無断で外出してしまったのも、家の中で大人しくしているその理由さえ忘れてしまったのかもしれない。

　それが全てあの銃弾の影響だとすれば、既に模擬戦より前から果路菜は銃じゆう撃げきを受けていた事になる。

「闇あん冥めい元素に手を出すなんて範はん疇ちゆう外だし、結局それが完成されたものになっていたとしても無む駄だに終わっていた事は確かだわ」

　紅こうは言いながら飲んでいたコーヒーをテーブルの上に置く。

「どうしてですか？」

「それが障害を取り除くどころか、記憶の欠落を促そく進しんさせるだけのものだったからよ」

　脊せき髄ずいに落らく雷らいを受けたかのような衝しよう撃げきが狛はく矢やの中を突き抜ぬける。

　それが本当で、もしあの銃弾が完成された形であるならば、果か路ろ菜なは今も尚なお、記憶を失い続けている事になる。

「促進し続けた結果はどうなるんです？」

「どうなるもなにも臨りん床しよう例れいが無いから分からないわ。理論上のもので一いち概がいには言えないけれど、人格だけを残して記憶が空っぽになってしまうでしょうね。でも記憶が人格を作るとも言うから、その前に白紙になった記憶を人格が支えられずに心が壊こわれてしまうでしょうけど」

（なんだそれは……なんだよそれ!!）

　彼女は今までどんな思いで過ごしてきたのか？　今の彼女はどんな思いでいるのか？

　そんな事を思うとやり場の無い怒いかりが狛矢の中に込み上げてくる。握にぎった拳こぶしは震え、奥おく歯ばには軋きしむほどの力が込められていた。

「でもその症例をどこで知ったのかしら？」

　紅こうは訝いぶかしむ。しかし今の狛矢はそれどころではない。

　立ち上がって軽く頭を下げる。

「ありがとうございます。俺おれ、行きます」

「えっ？　ちょっと、玖く珂が君!?」

（戻らなきゃ）

　そう思って駆かけ出した矢先、ポケットの中で携帯が鳴動した。

　ディスプレイに表示されているのは果路菜の自宅からの発信を知らせるもの。

　すぐに出ると、電話口の向こうから響ひびいてきたのは士し央おの声だった。

　彼女は震える声で伝えてくる。

　────果路菜がいなくなったと。
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　果か路ろ菜なは一人、どこかへ向かって歩いていた。そのどこかが自分でも分からない。

　歩く街並みが全て初めて見るもののように新しん鮮せんに映るが、体はまだその場所を覚えているらしく、地図を見る必要は無い。

　だが、頭の中は何もかもが分からなくなってきていた。自分という人格はきちんとあるものの、周りにあるものが見知らぬものになってゆく恐きよう怖ふ。

　それは記憶が溶とけながら、欠けてゆく感覚。

　歩きながら感じるのは胸を締め付けられるような苦しさ。

　多くの人を混乱に巻き込み、狛はく矢やや士し央おにも迷めい惑わくをかけた。もうこれ以上、迷惑はかけられないという思いと、自分のせいで誰だれかが傷付くのは嫌いやだという気持ちが胸の痛みとなって現れる。

　それに記憶があるふりをして演じ続ける事にも限界を感じていた。狛矢や士央、風ふう吾ごなどの身近な友人の事はまだ覚えていても、後は全く思い出せない。そして彼等に関わる思い出も少しずつだが消えかけている。

　そんな状態で顔を合わせ続けるのも辛つらいだけだ。

（これって、自分勝手な考えなのかな……？）

　まだしっかりと覚えていると断言できるのは、自分が救護士を目指している理由と狛矢との思い出。

　──そう、思い出。

　中でも胸の奥おく深ふかくまで楔くさびを突き刺さし、疼うずくような痛みを伝えてくるのは、あの日の辛い思い出。

　果路菜はそこで歩いていた足を止めた。どのくらいの距きよ離りを歩いただろうか？　記憶がぼんやりとはしているが寮りようから一番遠い南エリアの端まで歩き、そこから軌き道どうエレベーターに乗って一層に降おりた所までは覚えている。

　今は海が見える層の縁ふち。誰もいない場所。そこにあるただ広いだけの空き地に立っていた。

（そうか……）

　果路菜はそこでようやく自分がどこに向かって歩いていたのかを理解した。

　海上を南側に向かって真っ直ぐにのびる連れん絡らく橋きよう。その先に見えるのは濃のう灰かいの影を持ってそこに浮かぶ人工島。

　全てを失おうとしていても尚、消え去ろうともせず、いつまでも留とどまり続ける過去。

　果か路ろ菜なの中にある悔かい恨こんの思いが今も残ざん滓しとなって燻いぶり続けている場所。

　そんな気持ちがその場所へ自然と足を向けさせていたのかもしれない。

　その島の名は対闇生物ヴアイラス高こう射しや砲ほう施し設せつ。

　──アバリスの矢。

　私から記憶を奪おうとする人間。その人は自分にこの場所を見せたかったのか？

　なら、その人間は今どこかで、この私を見て嘲あざ笑わらっているに違ちがいない。

「どこにいるの？　嫌な思いをするのは私だけでいいはず！」

　果路菜は叫んだ。人工地じ盤ばんが剥むき出しの更さら地ちに甲かん高だかい声が響く。だが、ただ虚むなしく声が木こ霊だましただけで、それに対する反応は無い。

　思い過ごしだったのかと諦あきらめかけたその時──

　果路菜の背後で足音がした。
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　知らせを受けた狛はく矢やは急いで果路菜の家に向かった。部屋に戻ってみると言われた通り果路菜の姿は無く、元繰術で壊されたトイレの扉とその前で呆然としている士し央おがいるだけだった。

「どういうことだ？」

「それが……」

　彼女は消しよう沈ちんした面おも持もちで説明してくれた。事の顚てん末まつはこうだ。

　昨日からつきっきりで果路菜の看病をしていた士央だったが、昼過ぎになって突とつ然ぜん目を覚ました彼女が「もう大だい丈じよう夫ぶだから看病の必要は無い」と言い出して、ベッドから起き上がったのだという。それからは特段変わった様子も無く、部屋の中で静かに過ごし、一緒に昼食を食べたりもしたという。

　そんな穏おだやかな時間の最中、果路菜がトイレに行ってくると言い出した。そのこと自体、気に掛けるような事ではないが、彼女があまりにも長い時間出てこないので心配になりドアをノックした。だが中からは返事がない。

　もしかしたら中で倒れているかもしれないという不安が膨ふくれ上あがった士央は、思い切って元繰術を使い、扉を破は壊かいしたのだという。だが中を見ればそこに果路菜の姿は無く、室外の通路へと続く小窓だけが開け放たれたままになっていたらしい。

「すまない」

　士し央おは俯うつむいたまま静かに呟つぶやいた。

「それよりも、いなくなる前にあいつ何か言ってなかったか？」

「いや、何も」

「携帯は？」

　士央はリビングテーブルの上に視線をやる。そこには果か路ろ菜なのピンク色の携帯が置かれたままになっていた。

「そっか」

　何か手懸かりになるようなものがあればと思ったのだが……。

　だが、このまま記き憶おくが混こん濁だくした状態で外を一人で歩かせておくわけにはいかない。彼女の周囲には悪意がまだ蠢うごめいているのだから。

「いいか士央、よく聞いてくれ」

　狛はく矢やはそこで果路菜の身に起きている事を士央に伝えた。それはあの銃弾によって彼女の記憶に障害が起きているという事実。

「俺は学校の周りを捜してみる。士央は俺んちとか、その周辺で果路菜が行きそうな場所を捜してくれ。その辺で収しゆう穫かくが無かったら一いつ旦たん学校ってことで」

「わかった」

　硬かたい表情で頷いた士央とそこで別れ、狛矢は退闇校へ向かった。







「おい、果路菜、来てないか？」

　黄たそ昏がれ色に支配された教室内に狛矢の声が響いた。

「あれ？　狛矢お前、今日早退したんじゃなかったっけ？」

　狛矢が放課後の教室に駆け込むと風ふう吾ごが怪け訝げんな表情で尋ねてくる。

「それはそうなんだけどさ。で、果路菜見てない？」

「それはお前が一番良く知ってんじゃん。なに焦あせってんだ？　なんかあったのか？」

「いなくなった」

「はい？」

　益ます々ます意味が分からないという顔をする彼。そこで狛矢は果路菜が行方ゆくえ不明だということを簡単に説明した。

「分かった。じゃあ俺も救護科の生徒にあたってみるよ」

「ああ、頼たのんだ。俺は専門学習棟とうの方を捜してみる」

　風ふう吾ごと手分けをして校内を捜索し始めた狛はく矢や。放課後の校舎内は既に人がまばらで、人ひと影かげは発見しやすくはあったが、逆に聞き込みはしにくい状況だった。

　それでも走り回って隈くま無なく捜してみる。人の出入りのある校門近くで部活動をしていた生徒に聞いてみたり、職員室にも行ったりした。しかしながら、どこにも彼かの女じよの気配は感じられなかった。

　ここには来ていない。そう確信する。

　ならば他にどこへ行く可能性があるだろうか？　もしかしたらハーモニカの外に出てしまったのだろうか？　としたら更に捜索は困難になってしまう。

　それに徒歩で捜し回るのにも限界がある。

　もっと広こう範はん囲いを一度に調べる事ができれば……。

　広範囲──

「そうか」

　狛矢の足はある場所に向かって走り出した。専門学習棟の階段を駆け上がり、一度訪おとずれたことのある、あの部屋の前までやってくる。その場所の名は放送室。ここならば果か路ろ菜なが行きそうな場所に向けて呼び出しができるはずだ。

　それで彼女が出てきてくれないにしろ、周知させることによって他人の意識に引っ掛かかりを作ることができる。

　問題はあの羽う見みにそのことを頼まなくてはいけないということなのだが……そんなこと言ってる場合じゃないので思い切ってドアをノックする。

　しかし中からは応答が無い。

　もう帰ってしまったのかと思いながらドアノブを手にすると鍵かぎは開いていた。

「失礼……」

　恐る恐るドアを開くと中には誰もいなかった。やはりもう帰ってしまったのかと残念に思いつつも安あん堵どする自分もいた。狛矢はそのまま室内に入り、放送システムのスイッチを入れてみる。勝手に弄いじったことがバレればどやされるのは確実だが、この際背に腹は替えられない。

　既すでに電源の入ったモニター上にはハーモニカ三層分のマップが表示されていた。しかしできたのはそこまでで、いまいち使い方が良く分からない。触さわっているうちに分かりそうな感じはするが、そうなるまでには時間がかかり過ぎる。

（やっぱり、あいつに頼まないと無理か……）

　手て詰づまりになった所で狛矢はマップの表示されているモニターを見る。できる事といったらマップ上で果路菜が行きそうな場所を改めて確かめるぐらいしかないからだ。

　マップ上にはスピーカーが設置されている箇所が青い点で記されている。それは全エリアに均等に配置されていた。それを見ているうちに狛はく矢やは何かに気付く。

　スピーカーよりも多い数でハーモニカ内に散らばる赤い点。

「これは……監かん視しカメラの位置か？」

　このシステムを使えば、ここでもその映像は確認できそうだ。人捜しに力を発揮してくれそうな代しろ物ものに期待が高まる。だが、モニターの端で外部からのリンクを知らせる表示が点てん滅めつを繰くり返かえしている。カメラの操作優先権を外部からのアクセスに奪われている状態だ。

「使えないのか」

　適当に手元のキーを弄ってみるが状況は変わらない。

　諦めてモニターを見据える。するとその中で目め端はしに映るものがあった。第一層のマップからのびる連絡橋。その先にある人工島。対闇生物ヴアイラス高射砲施設である。その場所が目に止まったことで、狛矢の中に一つの可能性が生まれる。

　バスの車中で銃撃された時、意図せずその場所を直視してしまった時の果か路ろ菜なの反応。それはまだ、あの場所が彼女の心に今でも大きな傷として残っている証しよう拠こだ。それだけの忘れられない心の銃じゆう創そうになっている。ならばそれが彼女にとってどんなに辛い場所であろうとも、たとえ全すべての思い出を失っても、残された記憶に縋すがるようにそこへ向かうのではないかと思ったのだ。

（行ってみる価値はある）

　階段を駆け下おり、昇しよう降こう口ぐちから飛び出す。校庭と部室棟の間を通る道を走り、校外へと急ぐ。すると丁度校門の所で声をかけられた。

「おい、どこ行くんだ!?」

　それは捜索に協力中の風ふう吾ごだった。いつの間にかその傍かたわらに士し央おの姿もある。こちらの言葉を待っているその様子では収穫が無かったことが窺えた。

「高射砲施設に行ってみる」

「高こう射しや砲ほう？　なんだってそんな所に？？」

「ちょっと心当たりがあんだよ。それより校内はもう無さそうだから、そっちは商業区方面を頼むよ」

「了りよう解かい」

　風吾は快く答える。

　その声は既に狛矢の背中で響いていた。







　退闇校を出た狛はく矢やは循環バスに乗り、退闇庁舎を挟はさんだ反対側である第一層南エリアに向かった。そのまま倉庫街前で降り、そこからは自分の足で高射砲施設のある人工島方面に向かって走る。

　その道は海岸まで真まっ直すぐにのびていた。退闇庁関連の施し設せつしかない第一層はもともとそれほど人の流れがあるわけではないが、この倉庫街ともなるとほとんど人の姿も見受けられない状態だ。両りよう脇わきに建ち並ぶ縦長の建物は、対闇生物ヴアイラス用の装備や車輌の予備保管庫になっていて、それが道沿いにずっと連なっている。

　そろそろ息が切れ始めた頃、突とつ如じよ倉庫街が開けた。

　そこは人工地盤が剥き出しの用よう途とが未定のままになっている予備地。前方に目を向ければ水平線が広がっていて、その海上に高射砲施設『アバリスの矢』が浮いているのが間近に見える。それはここが第一層南の最突端だという証明。

　狛矢はすぐさま辺りを見み渡わたした。施設内には入れないだろうから、彼女がいるとすればその門前であるこの場所だ。右から左へと大きく見渡した所で、そこにある倉庫の壁沿いに視線を辿らせる。すると、ここから百メートル程ほど離はなれた場所の地面に何か大きなものが転がっているのが見えた。

「あれは……」

　心臓が強く鼓動を打つ。同時に足はそこに向かって駆け出していた。

　近付くにつれ、確信が濃こくなる。

　何かを求めるように伸びた腕、力無く投げ出された足、冷たい地面に流れるのは乱れた髪かみ。それら全ては狛矢が良く知るもの。

「果か路ろ菜な!!」

　狛矢は彼女の袂たもとに寄ると、その体を掬すくい上げ仰あお向むけに寝ねかせる。そのまま診しん察さつをするのは体に染しみついた流れだ。

　ぐったりとしているが息はある。体温は僅かに高め、脈みやく拍はくと呼吸にも多少の乱れがある。記憶障害による精神的な疲ひ労ろうはかなりのものだとしても、この症しよう状じようはそれだけではないような気がする。

「……はーちゃん？」

　脈を取った腕を降ろすと、掠かすれた声が耳に届いた。見ればうっすらと目を開けた果路菜が憔しよう悴すいしきった顔の中で気き丈じように微ほほ笑えんでいた。

「よかった。わたし、まだ、はーちゃんのこと……おぼえてる」

「今すぐに休めるようにしてやるから。ちょっとの辛しん抱ぼうだ」

「大だい丈じよう夫ぶ、まだ立てるよ」

「無理するな」

　立ち上がろうとする彼女を宥なだめる。とにかく彼女を病院へ搬はん送そうすることが先決だ。今の自分には施し術じゆつする手段が無いのだから。

　狛はく矢やは救急車を呼ぼうと携帯を開いた。

　刹せつ那な──

　手の中のそれが弾はじけた。

「!?」

　吹ふき飛とばされた携帯は地面の上を転がり跳はねる。制止した時にはそれはただの部品屑くずでしかなくなっていた。

「そんなことをされては困ります」

　抑よく揚ようの無い声が至近で上がった。その場所は背後にある倉庫の屋根の上。高さにして三メートル程ほどだが、そこに人影があった。こちらに向けられたその右手には銀色の短たん銃じゆうがあり、その銃じゆう口こうからは煙けむりが立ち上っていた。ブローバック式のオートマチック拳けん銃じゆう。そいつから排はい莢きようされた空薬莢が屋根を転がり落ち、地面の上で跳ねて高い音を響かせる。

　それは意外にも実じつ弾だんだった。

「お前は……」

　狛矢は一度目を見開いた後、顔を顰しかめた。

　潮風に揺ゆれる短い髪。

　そこには退闇校、情報管制科の制服に身を包み、冷たい瞳ひとみをこちらに向けている少女がいた。

「名な槻つき」

　狛矢に睨にらまれて、彼女は珍めずらしく笑えみをみせた。

「おや？　驚きが薄うすいようですね」

「お前、果か路ろ菜なに何を」

　怒ど鳴なりつけると彼女は倉庫横に積まれているコンテナに順に飛び乗り、屋根から降りる。

「何を？　それはあなたも知っているはずです。彼女にはこれまでと変わらない、この追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトを撃うち込んだだけです」

　目の前に相対した羽う見みは短銃を一いつ旦たん太ふと腿もものホルスターに収め、足あし下もとに転がっていた空薬莢を拾い上げる。そこで彼女は左の人差し指と親指で薬莢を挟み込み、いつもそうしているように闇の力を充じゆう填てんして見せる。爪つま先さきから黒炎が上がると狛矢は一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を見せたが、すぐにその目を細めた。

「こうすると色々な銃じゆう器きに取り回しが効いて便利なのです。あ、追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトの事でしたね。体内に根を張った闇あん冥めい元素の魔ま法ほう体が記憶に影響を与え、過去の記録を白紙化しているのですよ。これを沢たく山さん撃ち込めば撃ち込むほど作用は加速しますから、少し追加してあげただけです」

　彼女は黒い薬莢を手の中で弄もてあそび、それが飽あきると制服の胸ポケットにしまう。それは彼女がＵ．Ｃである事の証明。

「なぜこんなことをする！」

　狛はく矢やは不快さを露あらわにした。

「なぜ？　私は当然の事をしているだけです」

「なんだと？」

「彼女の存在が許せないからです」

　傍そばに聞こえる衣きぬ擦ずれの音。果か路ろ菜なが起き上がろうとしているのだ。狛矢はそれを制止しようと彼女の肩かたに手をかけた。

「動くな、寝てるんだ」

「いいの……大丈夫」

　そうは言うが、表情には辛さが窺うかがえる。彼女は半身を起こした状態で羽う見みを見据えた。

　その姿を見てか、羽見は嬉うれしそうに微笑む。
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「きちんとした目的もあります。できるだけ多くの人に、この小こ汚ぎたない毒虫を見て貰もらいたかったからです」

「なに？」

　狛はく矢やは彼女が何を言い出したのか理解できなかった。

「あ、分かりませんか？　困りましたね。毒虫というのはそこにいる弱った病害虫のことですよ」

　羽う見みが視線で指し示すのは明らかに果か路ろ菜なのことだった。

「わざわざ人目に付くような場所を狙ねらって襲おそい、より沢たく山さんの人間に誤った存在がこのハーモニカに紛まぎれ込んでいると、盛大に知らしめる必要があったのです。

　──────リバースシフトという存在を」

　リバースシフト。

　その名に果路菜は言葉を震ふるわせる。

「……どうしてそれを？」

　羽見は一拍ぱくの間を空けると、その白い顔に冷れい笑しようを浮かべた。

「それもそうですね。覚えている訳もありませんしね。先日起きた闇生物ヴアイラスハーモニカ襲撃事件のことは覚えていますか？」

　それに対し果路菜は首を横に振ふった。狛矢はそんな彼女を見て慄りつ然ぜんとする気持ちを抑おさえられなかった。

「では話しましょう」

　羽見は口端を僅かに吊つり上げた。

「先日起きた闇生物ヴアイラスハーモニカ襲撃事件。あれは近年では稀に見る惨さん事じでした。退闇校が闇生物ヴアイラスの襲撃を受けていた最中、比ひ較かく的てき安全が確保されていた初等部の体育館で救護活動が行われていました。体育館内は調和祭に訪おとずれていた一いつ般ぱん客きやくや、退闇校の生徒など、混乱の中で負傷した人々で溢あふれ返っていました。その人達の手当てを行っていたのが高等部の救護科です。落ちてきた瓦が礫れきの巻まき添ぞえになり打だ撲ぼく程度の怪我けがを負っていた私も、当時その場所で手当てを受けていました。その手当てを受け持った人間があなた。長なが月つきさんです」

　果路菜の体がピクリと反応する。

「私はこれでも一応、元繰糸スレツドを有しているシフターです。能力はシフト１という低いものですが。ならばもうお分かりでしょう？　あなたが私の負傷した足に触ふれた時、自分の中の元繰の糸がバラバラに解ほつれて消えていく感覚を覚えたのです。そこにどんな力が働いたのか？　それは少し考えれば分かることです」

　肩を震わせ嘲ちよう笑しようする羽見の瞳はどこか虚うつろだった。

「たとえば闇生物ヴアイラスと対たい峙じする元繰術士スレツドスピナーがいて、そこにリバースシフターが近付いたならば、どういう結果が訪れるかもお分かりでしょう？」

　狛はく矢やは唇を噛かむ。

「救護科は後方支し援えんの受け持ちだ。直接、戦せん闘とう中の元繰術士スレツドスピナーに接せつ触しよくすることはない。あくまで彼等が帰き還かんした後の任務だ。それに退闇校にリバースシフターは入学できないという決まりもない」

「基本的にはそうですが、退闇校に在籍しているということは一いつ般ぱん人じんよりも元繰術士スレツドスピナーに接触する可能性が極きよく端たんに高いのは考えるまでもありません。私はその事がもたらすリスクを身を以もつて知っている。なら、不安要素は全て排はい除じよしておくべきです。人の命に関かかわる事なのですから。まあ彼女の存在自体が気持ちが悪いのは事実ですが」

　Ｕ．Ｃとしてのバランスが崩くずれかけてきているのか？　羽う見みの表情が次し第だいに邪じや悪あく化してゆくのが見て取れた。

「闇生物ヴアイラスを掃討する為ための要ともいうべきこのハーモニカで、あなたの存在は真っ白なシーツの上で潰つぶれて毒液を撒まき散らした害虫のようなものです。ならば綺き麗れいに殺さつ菌きん漂ひよ白うはくしなければならない。当然ですよね。必然ですよね。放っておけば染みになってしまいますし、触れたらかぶれるどころか皮膚が溶けてしまうかもしれない。何よりそれは汚お泥でいのような毒虫の染みですから。汚きたなくて、穢けがらわしくて、不潔な存在。それに触れることも見ることも嫌ですけど、皆みなさんを代表して私が消毒してあげようと言っているのです。それを分かっていて、何な故ぜここに居られるのですか？　正気ですか？　頭大丈夫ですか？」

「お前……！」

　狛矢は怒りに震える。

「それを知っていて何故、彼女を庇かばうのですか？　私はハーモニカの上を綺麗にしてあげているだけです。何が悪いのですか？　追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトで頭の中も綺麗にしてあげているだけです。頭の中を消毒してあげてるんです。汚い毒虫だと悔くやめばいいんです。それで壊れて消えていけばいいんです。じわりじわりとそれを見せつければ、この世のどこかに存在する他のリバースシフターも自然と己おのれを後こう悔かいして消えてゆくでしょう？」

　狛矢は今にも羽見に飛びかかる勢いだった。だがそれを制したのは果か路ろ菜なだった。ゆらりと立ち上がった彼女は狛矢の体前に手を伸ばし、自分が前へと進み出た。その透すき通とおった瞳は羽見の姿を捉とらえる。

「……じゃあ消毒して」

「果路菜!?」

　狛矢が呼びかけるが、聞こえている様子がない。

「真っ白になるくらい消毒して……。そして私が穢れた体だと思い知らせて……。過去の私が見み逃のがした罪をこれ以上ないくらい断罪して……」

「言われなくても、そのつもりです」

　羽う見みは嫌悪の表情を見せる。そこへ果か路ろ菜なはふらつきながらも足を進める。

「私は鮮せん明めいに覚えている……」

「？？」

　突然、脈みやく絡らくもない事を語り出した彼女を羽見は訝しむ。

「全てを失っても尚、あの日の事だけは忘れない……」

「とうとう記憶が完全におかしくなり始めたようですね。ならそろそろ絶望して下さい」

　そう言って羽見は再び銀銃じゆうを構えた。だが果路菜は歩みを止めない。

「九年前のある晴れた日、私はこの場所に立っていた……」

「何を言ってるんですか？」

　羽見は狙いを果路菜の額に定める。

「そしてあなたもまた……」

「黙りなさい」

　口では言うが躊躇ためらいがあるのか、銃じゆう弾だんは放たれない。

　果路菜が弱々しい次の一歩を踏ふみ出した時だった。

「うっ……」

　突如、果路菜の相そう貌ぼうは苦痛に歪ゆがみ、その場に膝ひざを突いて倒たおれ込んでしまった。

「おいっ!?」

　狛はく矢やは果路菜に駆け寄よる。だが彼女に触れる前に足下の地面が弾けて、行く手を阻はばまれた。

　地面を穿うがったのは弾だん丸がん。しかしそれは黒炎弾とは違う本物の銃弾だった。

　それが放たれた方向に目を向けると、銃口からは残のこり香がの如き煙けむりが上がっていた。

「させません」

「俺には実弾を向けるんだな」

「私の追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトでは記憶の消去能力はあっても、直接的な殺傷能力がありませんから、このようなものでそれを補う必要があるという、ただそれだけのことです。なぜ一思いにこれで彼女を撃ち殺ころさなかったのか？　その理由は先程もお話しましたよね？」

　羽見は銀銃を手の上でくるりと一回転させる。

「じっくりと時間をかけて苦しんで貰わないといけませんから。今、彼女の体内には以前から撃ち込み続けた追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトが無数に残っています。それが彼女の中の生命力の流れに根を張り、侵しん食しよくし、記憶を奪い続けているわけです。消えゆく記憶に心が耐たえられず壊れる。それが楽しみなのです。その結果が見られるのも、もう間近のようですが」

　彼女は表情が乏とぼしいながらも、さも嬉しそうに話す。

　羽う見みが言う生命力の流れとは、恐おそらくプラーナの枝。そこに今まで黒炎弾が巣をくっていたのだ。

　狛はく矢やは拳を握り締めた。

　地に伏ふした果か路ろ菜なは苦しそうに細い息を吐はいている。

　とにかく今早急にやらなくてはいけない事は彼女の救出だ。だが目の前の羽見がそれを易やす々やすと見逃してくれるはずもない。ならば──

　狛矢の双そう眸ぼうはしっかりと羽見を捕ほ捉そくした。

「邪じや魔まをするというのなら、相応の覚かく悟ごをして下さい」

　羽見は右手の銀銃を正面に構えた。サイトが捉えたのはもちろん、狛矢。

　対したこちらは元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きも無い丸まる腰ごしの状態。絶対的に不利な状じよう況きようだが、タイムリミットは非情に迫せまる。

（相手は遠えん距きよ離り武器だ。ならば懐ふところにさえ入ってしまえば！）

　狛矢は覚悟を決めた。

　地面を蹴けって、敢あえて正面から突っ込んだのだ。

　当然の如く銀銃が火を噴ふく。だが、それは見み越こしていた攻こう撃げき。脚の筋肉に信号が伝わる。横へ跳ねてかわすと、すぐ正面に羽見の姿を捉える。距離にして三メートル程。後は彼女に取り付き、ねじ伏せるだけ。だが──

　放った銀銃の下から腕を交差させるようにして黒いバレルが現れる。それは左腿のホルスターの収められていたもう一つの短銃。右手のものとは同型のようだが、その色は対照的でグリップまでもが黒に覆おおい尽くされている。

　そいつを視し認にんした時には既にトリガーは引かれていた。

　黒銃から放たれたのは、燃ゆる黒炎弾。

　しかし避けようにも人間の体には限界はある。どれほどの反射神経と運動神経があっても体の方が追いつかない。

　辛かろうじて直ちよく撃げきは免まぬがれたが、脚を弾丸がかすめる。

「うっ!?」

　擦かすっただけだったが、直後、まるで時間が止まったように景色が止まり、すぐに頭の中が真っ白になってゆくのを感じた。記憶の中に空白を無む理り矢や理り押おし込まれたような感覚だ。

　その状態がどれくらいの時間続いたのかは分からないが、我に返ったのは無意識に体を傾かたむけた時に右みぎ肩かたに走った痛つう烈れつな痛みが切きっ掛けだった。

　見れば肩かた口ぐちから鮮せん血けつが溢れ出していた。抉えぐるような傷は弾丸が貫つらぬいた跡あと。痛みに顔を顰めながら見上げれば、前方に煙を上げる銀銃があった。

「どうですか？　追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトの感想は。掠めただけでも数秒の記憶は飛ばすことができるんですよ。たとえばあなたが次にどう行動しようとしていたか？　それを忘れてしまうのです。私はその動きの止まった標的を余よ裕ゆうを持って撃ち抜くことができるというわけです。実際に体感して頂くと、これの直撃を受けてきた長なが月つきさんがどんなことになっているか、良く分かりますよね？　フフ」

「感想か……」

　狛はく矢やは彼女の左手にある黒銃を見み遣やる。

「そっちの黒い方に、あの弾丸が詰つまってるって訳か。ということは、果か路ろ菜なを銃撃した時は別の狙そ撃げき銃じゆうか何かにそいつを装そう填てんし、使用した。加えて監視カメラの映像を見ながらその狙そ撃げき精度を上げたと？」

　羽う見みは驚きを微み塵じんも見せない。

「なかなか鋭いですね。あのシステムを使えばハーモニカ全体をほぼカバー出来ますからね。それに、私の頭の中にはこのハーモニカの詳しよう細さいマップが完かん璧ぺきにインプットされています。しかも高低差や距離を含めて立体的にです。その３Ｄマッピングと監視カメラ、そしてスナイパーライフルさえあれば、大たい抵ていの標的には当てられます」

　冷嘲する羽見を前に狛矢は考える。

　右に銀銃。左に黒銃。双そう銃じゆう使いの構えを取る彼女にどう立ち向かえばいいのか？

　燎りようと戦った模擬戦の事を思い出す。彼が言ったようにちゃんと体術や剣けん術じゆつを学んでいれば、もうちょっとマシに動けたのではないのかと。

　だが、それもすぐに思い直す。

（いやいや、いくらなんでも……。銃じゆう弾だん避さけられるってだけで結構頑がん張ばってるでしょ、俺）

　しかしながら、すでに手詰まり感がある。元繰術が使えない今、このまま生身で銃弾を避け続けることは難しい。奇き襲しゆうによる所が大きかった戦法なので二度目は無い。

「そろそろ選んで下さい」

　彼女は暇を与えてはくれない。

「思い出を消されながら死ぬか、それとも、すぐに死ぬか」

　羽見は両りよう腕うでを狛矢に向かって構える。双そう方ほうのトリガーには指がかけられ、脳からの命令を待っている。

「どちらがお好みですか？」

「どっちも好かないね」

　溜ため息いきを吐くように答えると、彼女は無感情に言い放った。

「では両方差し上げます」

　発はつ砲ぽう。

　双そう弾だんがほぼ同時に発射される。

　マズルフラッシュの視認してからでは到とう底てい、体の反応は追いつかない距離。よって狛はく矢やはほぼ勘かんで右へと飛んだ。

　直線を描えがいた一弾は狛矢の脇を抜け、もう一弾は黒炎の尾おを引き、こめかみの横をかすめてゆく。

　それも束つかの間ま、既に双銃のスライドは発砲時の反動によって動作していた。

　息も吐かせぬ追つい撃げき。

　避けきれるかは分からないが、やるしかない。

　跳ちよう躍やくしていた狛矢はそのまま地面の上で一回転し、身を支える為と向きを変える為に右手で地面を突っぱねる。

「つっ!?」

　だがそこで狛矢の動きが鈍にぶる。体を支えた途と端たん、先さき程ほど銃じゆう弾だんに貫かれた右肩に激しい痛みが走ったのだ。しかも上う手まく力が入らずに地面を突き返すことができない。完全に制止してしまった狛矢。その眼前に双弾が迫る。

　その時、海側から吹いていた風の向きが変わった。この場の空気が入いれ替かわってゆくのを感じる。

「突風ブラスト!!」

　広いフィールドに木霊した声と共に、螺ら旋せんの風が巻き起こった。狛矢を捉えていた双弾はその風に弾だん道どうを逸そらされて地面に突き刺さる。それが誰の仕し業わざなのか、考えるまでもなかった。

「士し央お！」

　狛矢が声を上げると、彼女は近くにあった大型フォークリフトの屋根の上で得意気にメルファを構えていた。そして彼女はもう片方の手の中にあったものを狛矢に投げて寄よ越こす。

　左手でキャッチすると、それは顔が映り込むほどに磨みがき上げられた銀色の円えん盤ばん。

　線せん輪りんだった。

　手の中に伝わるのは他の物とは違う、馴な染じんだ感かん触しよく。

「今が必要な時ではないかと、そう思ったのでな」

　屋根から飛び降り、士央は微かすかな笑みを見せた。

　今日中に仕上げると言っていた璃り音おん。どうやらそれを守ってくれたらしい。

「最高のタイミングだ」

　微笑み返すと士央は恥はずかしそうに目を逸らした。ゆらりと立ち上がった狛はく矢やの視線はそのまま羽う見みに向けられる。

「さて、このまま退いてくれないか？　そう時間もかけられないし」

「何を言ってるんですか？　既に勝ったつもりでいるとは、おかしな事を言いますね」

「このままお前の身み柄がらを退闇庁に引ひき渡わたす」

「退闇庁？　なぜ私が？　そうか、そうですね。あなたが私の追憶貫爪デイシンフエクト・バレツトを見て驚かなかったのはそのせいですか。Ｕ．Ｃ無存在者という言葉とその存在を知っているのですね。ならば尚なお更さら、退くわけにはいきません」

　羽見は双銃を構え直した。

「仕方ない……糸解アンタイド」

　狛矢が線せん輪りんを宙に放ほうると、体前で回転が始まり、光の糸が紡つむがれてゆく。それが長い刀の形を成した所で柄つかの部分を掴つかみ上げる。一ひと振ふりしたその直後、巻き付いていた糸が霧む散さん。中から現れたのは白銀の輝かがやきを湛たたえる片かた刃ば剣けん、アクラル。

　久しぶりにその輝きを目にするが、切っ先から柄頭まで以前と変わらぬ優ゆう麗れいさがそこにあった。
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　狛はく矢やはそれを斜ななめに構える。

　羽う見みはそれを確かく認にんするや否いなや、間を待たずして発砲した。

　実弾は正面に張った障しよう壁へきで弾く。続く黒炎弾は別の手で対処する。それはもちろん元繰術。

　すぐさま顕けん現げんした元繰術は火葬炎刃インシネレート・エツジ。

　刀身に纏まとった煉れん獄ごくの炎を横に薙なぐと、熱が周囲の空気を切り裂さく。炙あぶられた黒炎弾は蒸発するように焦こげた臭においを残して消し飛んだ。

「このままたたみかける」

　アクラルを真正面に構え直し、再び魔ま術じゆつ絡らく糸しを開始する。

「第一糸は溶よう解かい、第二糸は加圧、第三糸から第七糸は放射、第八糸は──」

　糸を紡ぐ度、刃はの前に灼しやく熱ねつの糸が縦へ横へと編み目を作ってゆく。それは宙に刻み付けられた刀傷によう。

　対峙した羽見にもそこに尋じん常じようではない力が集束してゆくのを肌はだで感じ取っていた。

「それなら」

　羽見はそれを発動させまいと先に動く。

　放たれたのは黒銃の方。黒炎弾が真っ直ぐな軌道を描いて飛ぶ。

「絡らく糸しするは紅こう焔えんの力、顕現するは」

　対する狛矢の元繰術も今完成し、現臨する。その名は──

「劫火刑杭カーネイジ・ステイク！」

　狛矢は眼前の編み目にアクラルを叩たたき付ける。するとそこを突き破やぶって高密度エネルギーの塊かたまりともいうべき巨きよ大だいな杭くいが放たれた。

　内部に熱源を持ち、滾たぎるこの杭を、小さな黒炎弾が相そう殺さいできるはずもない。その差は見るからに歴然としていた。

　しかしそれを羽見は余裕を持って見守っていた。そして、一言だけ呟く。

「バースト」

　それが引き金となって黒炎弾は爆散した。正確には無数に飛散した一粒つぶ一粒が未だ燃え盛る黒炎弾で、各おの々おのが勢いを保ったまま狛矢目め掛がけて降り注いだのだ。それはまるで黒い雨が迫ってくるかのような勢い。

「！」

　狛矢は咄とつ嗟さにアクラルに意志を伝える。

「斬糸シユレツド」

「くっ!?」

　途端に上がる閃せん光こう。その眩まぶしさに羽う見みも目を細めずにはいられない。

　劫火刑杭カーネイジ・ステイクが突如、炸さく裂れつしたのだ。広がっていた黒炎弾は爆ばく風ふうに飲み込まれて消えて行く。

　狛はく矢やが手元に意志を伝えただけで元繰術を構成していた基き礎そとなる糸が斬きられ、内部のエネルギーを撒き散ちらして崩ほう壊かいを起こしたのだ。

「そうくるとは思いませんでした」

　舞まった煙が流れて行く。その先で羽見は冷笑を浮うかべていた。

「ですが、防戦に回っている内は私に傷一つ付けられませんよ？」

　そう言う羽見に狛矢は口を噤つぐんだままだった。

　そして何を思ったのかアクラルを構え、元繰術を使う事無く羽見に向かって一直線に駆けだしたのだ。

「とうとう、自ヤ棄ケですか？」

　最初は驚いていた羽見も嘲笑を浮かべ、すかさずバーストさせた黒炎弾を撒き散らした。だがそれに対し狛矢は、足を止める素そ振ぶりも見せない。そのまま構わずに突っ込む。

　幾いくつかの黒炎弾を障壁が弾くが、それが無数に突き刺さるうちに侵食され破は砕さいする。

　たちまち無防備になった狛矢の体。

　──その体を何発もの弾が撃ち抜いた。

「狛矢!?」

　悲痛の叫さけびを上げる士し央お。

　羽見は満足げに笑う。

　しかし、もう一人笑う者がいた。それは体を黒炎弾に貫かれた狛矢だった。ニヤリとした彼に羽見は目を見張った。

「!?」

　直後──

　狛矢の体が水みず飛沫しぶきとなって飛び散った。

「なっ!?」

　驚きよう愕がくの声を漏もらす羽見だったが、彼女はすぐに真上の気配に気付いてそこに銃口を向ける。上空から降ってくるのはアクラルを構えた狛矢だった。羽見はもどかしいステップを踏みながら後退し、それをも実弾で撃ち抜くが、またしても水飛沫となって散り、その場に局地的な雨を降らす。

「それまでだな」

　羽見の動きが止まる。

　声と共に羽う見みの背中に切っ先が突つき付けられたのだ。それはいつの間にか彼女の背後に回っていた狛はく矢やだった。

「おかしいと思った」

　狛矢はアクラルの刃は先さきを突き付けた状態で話し始める。

「これだけの戦闘を行っているのにも関わらず、あまり動こうとせずに銃を乱射するのみ。もしかしてまだ、その脚は治ってないんじゃないかってね」

　それは果か路ろ菜なが調和祭の時に手当てしたという脚だ。しかし羽見は背中を向けたまま無言を貫いている。

「それに倉庫の屋根から飛び降りる際さいも、段差の少ないコンテナの上を渡って降りてきた。それはその脚を庇ってのことじゃないのか？」

　蒼そう水すい元素で組み上げたダミーを使い、相手を撹かく乱らんさせる。それは対象が機動性を失っていると分かっていたからこその作戦だった。それにこれほどまでに早く魔術絡らく糸しを行えたのも燎りようとの模擬戦の後、必死にオリジナルの絡らく糸し式しきを構築し、暗記しておいたからだった。

「さあ、おとなしくしてもらおうか」

　アクラルの切っ先が羽見の背筋に触れる。それで彼女はゆっくりと顔だけをこちらに向けた。その髪は水に濡ぬれ、首筋に滴したたり、艶なまめいた印象さえあった。だが表情は不敵に笑っていた。

「それは私の台詞せりふです」

　その言葉の意味は彼女の手の中にあった。左手で無造作に掴み上げられているのは栗くり毛げ色の髪。そこで苦痛に耐えているのは果路菜以外の何者でもなかった。そして彼女のこめかみには銀の短銃が突き付けられていた。

　アクラルを握る狛矢の手に力が籠こもる。

「不本意ですが、そろそろ楽にしてあげます。まあこのまま放って置いても結果は同じですが」

「なんだと」

「彼女の中の生命力の流れ。そこに闇が巣をくっているのです。それはその流れを堰せき止とめている事になる。闇は今も侵食増大中です。さて、狭せまい場所に押おし込められた流れはどうなるでしょう？　フフ……もう、お分かりですよね？　いずれその圧力に耐えられなくなり──破は裂れつするんです。記憶が完全に無くなるのが早いか、死ぬのが早いか、スリル満点だったのですが、まあ、どちらにしても死ぬことには変わりはないのでコレでも良しとしましょう」

　果路菜の頭に銃口がねじ込まれる。

「止めて欲ほしければ、剣けんを退いて下さい」

　その言葉だけには威い圧あつが籠められていた。羽う見みはアクラルが動かないことを確認してゆっくりと身を反転させると、狛はく矢やから少し離はなれる。その際、果か路ろ菜なの髪が引っ張り上げられ、苦痛に歪んだ表情が態わざとこちらに良く見えるように顔を上げさせられる。

　汗あせを顔に滲ませ、息も絶え絶えな状態の果路菜。意識も既に途と切ぎれかけている。そんな彼女がかすれながらも声を発した。

「は……」

　それは言葉にもならず、空気が漏れただけのようだった。

　羽見はそんな些さ細さいな事に激げき昂こうし、彼女の首を締しめ上げる。

「うるさい！　黙だまれ、毒虫!!」

　黒銃のグリップが果路菜の額を打つ。その跡がじんわりと赤く染った。

　悲鳴は出ない。

　狛矢がキレるのはそれだけで十分だった。いや、「それだけ」ということはない。そこにあるもの全てが狛矢をキレさせた。

「果路菜のせいなのか？」

「はい？」

「リバースシフターである事は果路菜のせいなのかと聞いている」

　腹の底から出たような低い声に、羽見は狛矢の異変を感じる取る。

「それは彼女が持って生まれたものだ。彼女のせいじゃない。俺とお前がシフターである事は良くて、彼女がリバースシフターである事だけが罪なのか？　夢を諦めなきゃいけないのか？　人を守りたいって思いすら押し止とどめなきゃいけないのか？　果路菜が一体何をしたっていうんだ！」

　意味が分からないといった様子の羽見だったが、その表情はすぐに凍こおり付ついた。

「第一糸を還かん元げん、第二糸を電でん離り、第三糸──」

　頭の中を整理し、なぞるように呟く、重く低い怒いかりの籠もったその声。

　魔術絡らく糸し。

「なっ、何を!?　あなたは状況を理解しているのですか？　こちらには人ひと質じちが……」

　羽見の顔には初めて焦りの色が現れる。狛矢は頭の中で元繰術の完成図を描きながらも言葉を続ける。

「俺が剣を退いた所で、お前の目的が変わるわけじゃない。果路菜に訪れる結果は同じ。ならば、退く意味は無いだろ？」

「お、おかしいです。あなたは……」

　羽う見みは後あと退ずさりし始める。

「おかしいのはお前だ」

　線せん輪りんが高速回転し、光を放つ。キィーンという音と共に膨ぼう大だいな量の元繰糸スレツドがそこへ巻き取られてゆく。アクラルを支えた両腕に震しん動どうが伝わり、大きな魔法の力が刀身に宿るのを感じた。

「結糸は霹へき靂れき。我は紡ぐ、絡らく糸しするは錆せい土どの力。顕現するは────────

　封土縫雷オルター・ストウラ!!」

　くるりとアクラルを手の中で回し、切っ先を地に向ける。そのままそれを地面に突き立たてた。

　刹那──

　地面に強大なエネルギーが流れ込み、目ま映ばゆい光を放つ稲いな妻ずまが放射状に放たれた。網あみの目のように枝分かれする雷らい撃げきは羽見の体を足下から包つつみ込み、蹂じゆう躙りんする。

「なっ、はっ!?　あっ、あああああっ!!」

　体の芯しんに突き抜けるような痛みに彼女は絶ぜつ叫きようを上げる。それは単純に束そく縛ばくされたことからくる痛みだけではない。

　封土縫雷オルター・ストウラは以前、紫し弦づるとの戦いで咄嗟に編み出したものを発展させ、より完成度を高めたものだ。そしてそれは医術と元繰術の融ゆう合ごう術でもある。雷撃に拘こう束そくされた彼女の体内では白血球の活動が過剰になり、自身の体たい細さい胞ぼうを攻撃し始めるのだ。それが激しい痛みとなって現れている。まさにそれは己が己を殺す苦しみに耐えている状態。

　辺りに気化した水分や、煙が立ち上る状態にまで落ち着くと、絶叫も止む。

　羽見は動きを封ふうじ込められたままの状態で項うな垂だれていた。

　狛はく矢やは彼女のもとに静かに歩み寄る。

　対象を未いまだ拘束し続ける雷らい光こうの鎖くさり。

　繋けい縛ばくされている羽見は朦もう朧ろうとした状態でそこにいた。それでも狛矢が近付くと、反応し顔を上げる。疲労しきったその顔には薄うす笑わらいが浮かんでいた。

「ふふ……」

　何かを口にしかけたが言葉にならない。

　元繰の糸が空気に溶け、拘束が解かれると、羽見は重力に従いそのまま傍らの地面に倒れ伏ふす。そこで彼女は気絶していた。

　羽見を捨て置き、狛矢は袂に倒れている果か路ろ菜なのもとに取り付く。

「狛矢」

　そこへ士し央おが駆け寄ってきた。そんな彼女に狛矢は告げる。

「果か路ろ菜なをここに仰向けに寝かせる。手伝ってくれ」

　狛はく矢やが頭側を持ち、士し央おが足側を持つ。憔悴しきった果路菜はすぐさま地面の上に寝かされた。

　そこへ不安げに士央が尋たずねてくる。

「どうするんだ？」

「ここで手オ術ペをする」

「え……」

「空間執しつ刀とうだ。アクラルがある今ならできる。この状況じゃ病院に運んだ所で何も処置はできない。結局は俺おれ達たちがやるしかないんだ。果路菜の記憶が完全に消える前に、それを阻そ止しする」

「でも、果路菜に触れたらその空間執刀も使えないのでは？」

「あくまで触れたら、だから。体前の空間を切り裂く分には問題無い。内部にあるプラーナの枝もココとは違う高次元の存在だから元繰糸スレツドでの接触は可能だ」

　狛矢は片かた膝ひざを突き、アクラルの切っ先を寝ている果路菜の頭部に向ける。

　精神の集中。

「全ての糸から紡がれるは──疾風執刀刃アウラ・ムクロ」

　線せん輪りんが回り、刀身に風がまとわりつく。

　その状態で果路菜の体から僅わずか十センチ浮かせた場所、そこの空間を頭から足先まで一気に刃を引く。

　空中に残されたのは真っ直ぐに伸びる光の軌き跡せき。そこが一拍の間を持って口を広げる。

　──空間執刀。

　大きく口を開けた別次元を覗のぞき込めば、そこには青光を放つ一本の木が横たわっている。　プラーナの枝。

　太い幹を中心として伸びる枝は生命力の流れ。その一枝一枝は毛細血管のように目で見て識別するには難しいほど細かく枝分かれしていた。その全てが青光を脈動のように波打たせ、蠢いている。

　狛矢は全体を視し診しんし、息を呑んだ。

　これならば隣となりにいる士央でもはっきりと状況が理解できる。それほどまでに果路菜の中を闇が侵しん食しよくしていたのだ。

　闇はほぼ全身に散らばっていた。その周辺の枝が鈍い光であるのですぐに目視できる。狛矢が知っているのは模擬戦の時に撃たれた胸の辺り、そして商業区での右肩と左ひだり脚あしだが、ここにはそれ以外の黒い塊が見受けられた。大きなものを数えるだけで十数箇か所しよはある。その全てが拳こぶし大だいの黒い綿毛のようなもので、細かい菌きん糸しのような蝕糸を枝に伸ばし、今も尚なお、その侵食を拡大しようとしている。この蝕糸が果か路ろ菜なの記憶に障害を与あたえていたのだ。

「これは……」

　予想を越こえた状況に狛はく矢やは呆ぼう然ぜんとする。

　黒塊から伸びる無数の蝕糸はプラーナの一番細い枝先よりも細く、それが周辺に複雑に絡からみ付いていて流れ自体を圧あつ迫ぱくしていた。現在も侵食が進行していることから、いつ破裂してもおかしくない危険性を孕はらんでいる。破裂した箇所から生命力が流れ出れば、それはすぐに果路菜の死に繋つながる。

　状況から見て、持って後、一時間。

　その間にこれを全て取り除かなくてはならないが、蝕糸が絡む箇所は彼女の記憶と直結している為、切除にはかなりの集中力を要する。誤って損傷させようものなら、記憶を取とり戻もどすどころか完全に失ってしまうことになるだろう。どのように概がい算さんしようが最低でも六時間は要する手術である。そこを一時間程度でやり抜ぬくなど不可能に近い。

　だが、やるしかない。それしか残された方法は無いのだから。

「士し央お……お前に頼みたいことがある」

　狛矢は傍にいた彼女に告げる。

「なんだ？」

「お前に、助じよ糸しを頼みたい」

「助糸？」

　聞き慣れない単語に士央は僅かに戸と惑まどう。

　摘てき出しゆつ手術の方法とは、元繰糸スレツドの糸先に神経を集中させてメスと化し、プラーナの枝に複雑に絡み合あう蝕糸を一本一本切り離してゆく方法を取る。この時、同時に元繰糸スレツドを安定増ぞう幅ふくさせる為の武器、元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きにも神経を集中させる必要がある。しかしこの部分を別の人間に任せる事ができれば、全神経をメス化した元繰糸スレツドに回す事が可能となり、加えて同時に操あやつれる元繰糸スレツドの数も増やす事ができる。そうすれば大おお幅はばに手術時間を短縮できるのだ。

　しかし、元繰糸スレツド操作の根幹である元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きの扱あつかいにも相当な集中力を割さく為、これを支えきれなければ手術どころか、根元から崩壊することになる。

「俺は黒塊の摘出に全神経を集中させる。その間、手元の方が疎おろそかになりがちだ。だから、そっちをお前に任せたい」

「でも……」

　彼女は困こん惑わくを隠かくせないでいた。無理も無い。人の命がかかっているものに自身が関かん与よするのだから。しかもそれが未経験の事こと柄がらなのだから尚更だ。

「方法は単純だ。士し央おはメルファを使ってアクラルの線せん輪りんに元繰糸スレツドを流してくれ。ある程度巻き取らせたら、そこで固定。あとはその状態をひたすら維い持じだ。絶対に動かすな」

　そう告げると、士央は太ふと腿もものホルスターからメルファを抜き、その刀身を不安げにじっと見み詰つめる。そこへ狛はく矢やが言葉を添そえた。

「大丈夫」

「狛矢……」

「お前、前に元繰術を教えてくれって、俺に言ってきた事があっただろ？　これはちょっと元繰術とは違うかもしれないが……」

　ほぼ毎日、遅おそくまで残って元繰術の特訓を行っていた士央。その努力に嘘うそはない。現に先さき程ほど狛矢を救ってくれた突風ブラストの威い力りよくは以前にも増して上がっていたし、必要である時に間ま違ちがいなく発動できる程、安定するに至っていた。

　それに詠えい士じの残した特別製の元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きメルファ。シフト２である彼女があれだけ安定した糸を紡げるのもそれによる所が大きい。

「お前なら、できるから」

　粛しゆく然ぜんとした時間が流れる。

　そして──

「わかった、やってみる」

　士央はメルファの握にぎりを確かめると、決意の目を狛矢に向けた。

　それで全てが動き出す。

「よしっ、行くぞ」

　狛矢はアクラルの切っ先を真下に向け、柄を順手に持ち変える。そこへもう片方の手を添えた後、士央に準備が整ったことを知らせる合図を送る。

　それを受けた彼女は手元のメルファに意識を集中し、元繰糸スレツドを紡ぎ始めた。

　漂ただよう糸が狛矢の眼にも見える。

　そこでアクラルの線せん輪りんが回転を始めた。

　メルファから伸のびる数十本の糸が束となり、アクラルのもとへと巻き取られてゆく。程ほど無なくして線せん輪りんは止まり、糸はピンと張られた状態で固定される。そこで士央からの無言の頷うなずきが返ってきた。

　狛矢もまた静かに頷く。

「これより、黒炎弾摘てき出しゆつ手術を行う」

　言葉と共にアクラルから士央のものとは違う元繰糸スレツドが伸びる。夥おびただしい数の糸はプラーナの枝に巣くう黒塊に取り付き、その尖せん端たんで蝕糸の一本一本を切り離してゆく。

　繊せん細さいさが必要な作業に、呼吸すら気を使う。神経を研とぎ澄すまし、全ての糸の尖端が自身の指先と変わらぬ感覚に陥おちいるまでに高めてゆく。

　十数分後、一つの塊が完全に切り離され、闇あん冥めい元素がその形状を維持できず、空気中に霧散してゆくのを見た。

　しかしまだ、ただの一つ。黒塊はまだ多く残されている。このままのペースでは到底間に合わない。

　汗が額から頬ほおを伝って首筋に流れる。

　疲つかれはまだ見えないものの、士し央おもまた同じように額に汗を浮かべていた。

「少しペースアップするぞ」

　その旨むねだけ伝えて、狛はく矢やは糸先に神経を集中させた。

　枝に絡み付いた蝕糸に元繰糸スレツドで触れる度に、狛矢の頭の中に流入してくるものがある。

　それは果か路ろ菜なの記憶。

　極ごく最近のものから幼少期のものまでが混在しており、蝕糸を切除する度にそれらが闇の蹂躙から解放され彼女の中に戻って行くのが感覚で分かる。理解し易やすかったのは、それらがまるで映像を見ているのと変わらない形だったからだ。

　狛矢が操る糸が次の蝕糸に刃を向けた時、とある過去の風景が頭の中に入り込んできた。
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　地元の小学校に入学して数すうヶか月げつ。果路菜は極ごく普ふ通つうの小学一年生としての生活を送っていた。学校にも馴染み、友達もたくさんできて、新しい生活に未来を感じていた。

　でも、何かが足りない。

　そう思った。果路菜自身にもそれが何かはハッキリと分かっていた。

　狛矢の存在だ。

　幼おさな馴な染じみの狛矢は隣となり同どう士しの家に生まれ、物心付いた時からいつも一いつ緒しよにいた存在だった。彼かれと過ごさなかった日は無いというくらいに。そんな彼は今、果路菜の傍から消えていた。

　完全に消えて無くなったのではない。どこかへ行ってしまったのだ。

　彼が今いる場所は多層構造海上枢機都市ハーモニカ。小学校入学前に行われる元繰糸スレツド判定で陽性と判定された狛矢は、この春からハーモニカにある退闇校初等部へ入学となったのだ。退闇校では寮りように入る為、生活は完全に向こうで行うことになる。休みの日などはたまに家に帰って来ることもあるようだが、元繰士スレツドスピナーとしての道を歩み始めた狛矢は、これから中等部、高等部、そして最後は退闇庁と、一生海の上で過ごす事が決まってしまったようなものだった。

　果か路ろ菜なの中に生まれたのは、どうしようもない喪そう失しつ感。

　いつも隣にいることが当たり前だったあの日が突とつ然ぜん奪うばわれた悲しみ。

　別に一生会えないわけではないのだが、寂さびしさは日に日に募つのっていった。

「そうだ、会いにいこう」

　そう思い立ったのは初夏にも近い、とある日だった。

　ハーモニカは対闇生物ヴアイラスの為の要である場所だが、中には街や商業区などもあり、本土の人間も自由に出入りすることができる。観光ツアーなども組まれるくらいだ。それもそこが安全な場所であるからこそであり、ハーモニカがその役割をきちんと果たしている証拠でもあった。

　学校の創立記念日で休日だったその日、果路菜は両親に友達の家に遊びに行ってくると嘘をついて家を飛び出だした。お気に入りの白いチュニックを着て、遊びに行くには物々しいリュックを背せ負おって。その中身は、狛はく矢やへの差し入れ品で一いつ杯ぱいになっていた。

「どんな顔するかな？　びっくりするだろうなー」

　突然、予告も無しに会いに来たことへの狛矢の反応を想像してみては、にやけてしまう。そのわくわくを胸に進む足取りは自然と早くなる。

　ハーモニカに通ずる三つの連れん絡らく橋きよう。その一つである舞まい浜はま連れん絡らく橋きようからモノレールに乗って目的地を目指す。あまり一人で電車など乗ったことは無かったし、駅員に何か言われて止められやしないかとドキドキして向かったが、事前によく調べておいたせいか思いの外スムーズに乗り込むことができた。

　僅か十数分でモノレールは第一層の北東エリア駅に到とう着ちやくした。降り立ったその足で向かったのは退闇校初等部。携けい帯たいのナビゲートマップを見ながら歩くが、ハーモニカ内は各所に丁てい寧ねいな案内端たん末まつが置かれていて道筋では一度も迷うことはなかった。

「こっ、ここに、はーちゃんが……」

　難なく到着した果路菜は、しばらくの間、校門の所でぼんやりと立ち尽くしていた。

　それには、本当にやって来てしまったという思いと、自分の通っている学校とは全然違ちがう、大きくて立派な校舎を前にした恐れだった。出発した時の意い気き揚よう々ようとしていた気持ちはすっかり消きえ失うせていた。

　ごくりと喉のどを鳴らす。だが勇気のある一歩が踏み出せない。

「何しに来たんだ？　とか言われないかなぁ……。早く帰れ！　とか怒おこられないかなぁ……。その前に学校の人につまみ出されないかなぁ……」

　ブツブツと独り言のように呟きながら校門前を右へ左へうろうろとしていると、不意に背後から声がした。

「お前、さっきからそこで何してんだ？」

「ふぇ!?」

　体が縮み上がって硬こう直ちよくする。怖こわ々ごわ振ふり向むくと、そこには訝いぶかしげな表情を浮かべた見知らぬ少年が立っていた。彼が着ているのは退闇校初等部の制服。胸には名札が付いており、二年、神こう月づき　燎りようと書かれていた。

「あっ、あ、あのお……」

「見た所、ここの生徒じゃないだろ、お前。ここは部外者立ち入り禁止だぞ？」

「えっ、それはその……中に知り合いがいて……一年生なんですけど……」

「知り合い？」

　果か路ろ菜なは彼が眉まゆを顰めるのを見た。

「いっ、いいです。もう帰ります」

　ここで狛はく矢やの名前を出したら、迷めい惑わくがかかってしまうかもしれない。そう思って諦あきらめて立ち去ろうとした。だがそこで少年は、ばつが悪そうに頭を掻かき、ある事を教えてくれた。

「一年なら今日は社会科見学でここにはいないぞ」

「え？」

「南エリアの高こう射しや砲ほう施し設せつ見学だって聞いてる」

　そっぽを向きながら言う彼を見て、果路菜は少年が実は親切な人間なのだと思い直したのだった。

「あ、ありがとう！」

　果路菜は深々と頭を下げ、慌あわててその場から駆かけだした。

「おい、まさか歩いて行く気か？　南エリアに行くならすぐそこの停留所からバスに乗れ。無料なんだから使わない手はないだろ」

　わざわざ校門の外まで追いかけてきて背後からそう伝えてくる少年に、果路菜は背負っていたリュックの中からある物を取り出し、少年に渡す。

「なにこれ？」

「お礼です」

　すると彼女は再び頭を下げて駆け出した。

　少年の手の中には何故か一本の人にん参じんが載のせられていた。

　果路菜は言われた通りのバスに乗り、高射砲施設があるという倉庫街前で下車する。倉庫の合間にのびる真っ直ぐな道を進むと、その先に広い敷しき地ちが現れる。目の前は海うな原ばら。その上に黒い塊のような島が浮かんで見えた。

「あそこか」

　きちんと道路整備された連絡橋を渡り、人工島が近付いてくる。すると島の上に据すえられた高こう射しや砲ほうの姿がはっきりと見えてきた。

　横一列に並んだ六つの砲ほう塔とう。その姿はまるで鉄の塊のようでもあった。それぞれが半径二十メートル程の円えん筒とう型で、三階建ての建物くらいの高さがある。その一門一門が巨大な元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きでもあり、元繰術士スレツドスピナーが砲ほう手しゆを務めることによって、元繰術の砲ほう弾だんを放つことができるのだ。

　果か路ろ菜なはそれらを見上げながら島の前までやってくると、内部へと続く道が堅かたい鉄の門によって閉ざされていることに気付いた。門の両りよう脇わきには警備兵と思おぼしき人間が銃型の元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きを抱かかえて睨みを利かせていた。彼かれ等らも元繰術士スレツドスピナーだということは見て取れたが、今はそれよりも中へ入れてもらえそうにない事の方が果路菜にとっての心配事だった。

　でも、せっかくここまで来たのだから「駄だ目めもとでチャレンジしてみよう」そう思った。

　果路菜は警備兵に近付き尋ねてみる。

「あの、見学をお願いしたいんですけど……」

「ん？　退闇校の生徒か？」

　お兄さんといった感じの若い元繰術士スレツドスピナーは、果路菜の姿を見回すと、退闇校の制服とは程ほど遠とおい私服姿に首を傾かしげる。そして、

「学生証の提示を」

　果路菜は首を振る。

「無いのか？　今日は見学の予定が入っているが、証明が無ければ中には立ち入れないぞ。それ以外ならば事前の約束が必要だ」

　その言葉に果路菜は満足した。

（ここまできたらもう十分だ。帰ろう）

　諦めて踵きびすを返したその時だった。

「おい、果路菜じゃないか？　何やってんだ？　そんなとこで」

　その声が聞こえたのは上からだった。

　門に近い手前の建物。それは六門の砲塔を一つに束ね、管理する、砲ほう台だいの心臓部たる制せい御ぎよ棟とう。その屋上から顔を出した少年が、下にいる果路菜に気付いて声をかけたのだ。それは紛まごう事無き狛はく矢やの姿だった。

　それで関係者という証明が成されたのか、果路菜は中へ入れてもらえることになった。荷物を預けるように言われ、そのまま係員の案内のもと制御棟に入った。だが、中にいた後続の見学者達の最さい後こう尾びに入れられ、一緒に説明を受けるようにと勧すすめられる。内部を勝手に歩き回られたら困るのだからそれは仕方がない。だが、先行する別班の狛はく矢やに追いつけないことへの焦あせりが募る。

　果か路ろ菜なが混ぜられたのは三階にある制せい御ぎよ室しつを見学する一団。そこにいる全員が黒い退闇校の制服に身を包んでおり、自分だけが浮いていることに居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。

　この円形フロアは前面の外周半分が全て強化ガラスになっていて、目の前にある砲台と海を見渡せるようになっている。ガラス窓の前には制せい御ぎよ機器が並び、フロアの中央には、太い柱のようなものが建物全体を貫いており、何かの機器も兼かねているのか下から上へと綺麗な光の筋を走らせていた。

　生徒達がオペレーター達が座すわる制御機器を取り囲むようにして人ひと集だかりを作ると、果路菜は退たい屈くつそうに中央の柱に寄り掛かかり、フロアの先にある上階への階段を見詰める。

　あれを上れば恐らく屋上。そこへ出れば狛矢に会える。

　そう期待を膨ふくらませながら、案内係のお姉さんが紹しよう介かいする施し設せつの説明を聞いていた。

「ここが全ての砲塔の制御を行うメインコンソールになっています。それぞれの砲塔に砲手としての元繰術士スレツドスピナーが配備されていますが、こちらでは彼等に正確な指示を出す一方で、この建物の中心が巨大な元繰増ぞう幅ふく炉ろとなっています。元繰術士スレツドスピナーから送られてくる元繰糸スレツドをまとめて引き受けることができ、高出力の魔ま法ほう弾だんを放つことができるのです。闇生物ヴアイラスのほとんどが地上を這はうタイプであり、飛行型や水中型の闇生物ヴアイラスは極少数でそれほど強力ではない個体しか現在まで確認されていませんが、それらを一手に引き受けるこの砲台は防海空の要として大変重要な施設となっています。それでは順に端はしから説明して行きましょう」
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　説明が続く中、ふと係のお姉さんから視線を前方に移すと、そこには同年代の女の子が二人、仲良さそうに手を繋いで話を聞いている。もちろん退闇校の生徒なのだが、そのぱりっとした制服姿に凛り々りしさを感じる。

　一人は髪の短いクールな印象の少女で、もう一人は対象的に髪が長く、おっとりとした印象の少女だった。二人は本当に仲が良さそうで、時折顔を見合わせては微笑み合っていた。そんな中で目に付いたのは、髪の長い女の子の腰こしに可か愛わいらしいクマの人形がぶら下がっていたことだった。真新しいそれは手作りなのか、毛糸でできている編みぐるみだった。

　何気無く、その人形をぼーっと見詰めていると、周囲が妙みようにざわつき始めたことに気が付いた。そこにいる退闇校生徒全員と、制御盤コンソールを前にしているオペレーター、案内係のお姉さんまでもが説明を取り止め、そわそわとし始めていることが見て取れた。その中で何が起きたのか分からずに呆然としているのは果か路ろ菜なただ一人だけだった。

（なに？　どうしたの？）

　不安になってキョロキョロと周囲を見回す。すると耳に入ってくるのは生徒達の声。

「これってアレだよね？」

「うん、そうだよ。間違いない」

「ここにいて平気？」

「近いの？」

　そんな言葉が耳に入ってくるが、果路菜にはさっぱり理解できない。だが、オペレーターが慌ただしく手元を動かし始め、案内係が指示を告げだした所で果路菜は理解した。

「皆さん、落ち着いて下さい。ここは安全ですから。念ねんの為、地下の待たい避ひ壕ごうに移動します。私の指示に従って付いてきて下さい」

　ハーモニカの音色。

　それはこの枢機都市自身が奏かなでる、闇生物ヴアイラスの接近を知らせる警笛。

　元繰糸スレツドを持たない果路菜に聞こえないのは当然のことだった。

　案内係が避ひ難なん経路を先導する為に動き出す。そこへオペレーター達の声が聞こえてくる。

「南東四時の方向。飛行小型闇生物ヴアイラスを目視にて確認。モスキート型と思われる」

「全砲門、開け。一番砲塔から六番砲塔まで全砲塔四時方向へ旋せん回かい」

「距きよ離り１２００、高度８５０、速度２２０で進行中」

「大した相手じゃない。しかも目標は一体だ、引き付けて確実に墜おとせ」

　この場を統とう括かつしている者と思われる人物がそう告げた時、別の所から声が上がった。

「報告します。元繰増幅炉の出力が安定しません」

「なんだ、どういうことだ」

「一番から四番砲塔までの元繰糸スレツドが消失していきます。続いて五番も沈ちん黙もく、六番も保ちきれません！」

「急いで伝送系をチェックせよ！」

「闇生物ヴアイラス、距離６００まで接近！」

「何してる、まだか！　敵は目の前だぞ!!」

　場が騒そう然ぜんとし始め、その空気に飲まれたのか見学者一団は動けずにいた。案内係が再度の避難を警告してくる。だが果か路ろ菜なには屋上にいる狛はく矢やのことが心配でならない。彼女は列から抜け、屋上への階段に向かって足を踏み出した直後だった。

「全システム正常です！　ですが動きません！」

「馬ば鹿かな……」

「距離計測不能、高度８０、真上です!!」

　オペレーターの叫びが木こ霊だました直後、制御盤コンソール前にある強化ガラスが大だい音おん響きようを立て、一いつ斉せいに破砕した。

　突とつ如じよ室内に吹き付ける破は片へんと強風。

　そこかしこで悲鳴が上がる。

　ガラスが刺ささり血を流すオペレーター。破片から生徒を守って倒れた施設指令。残されたのは怯おびえる退闇校の生徒達だけだった。

　そこへ恐きよう怖ふの元げん凶きようが姿を現す。

　窓まど枠わくを掴む何本もの黒い足。墨すみを流し込んだ血管の如き模様が透けた羽。そして生徒達を映す大きな紅あかい複眼。

　──闇生物ヴアイラス。

　その禍まが々まがしい異形の姿に生徒達は息を呑む。いくら元繰術士スレツドスピナーの卵とはいえ、本物の闇生物ヴアイラスに対峙した事はないのだ。皆が皆、足が竦すくんで動けない。

「急いで！　下へ！」

　案内係の一いつ喝かつで我に返り、一斉に階段を駆け下おり始める生徒達。なかなかスムーズに退たい避ひできない中、闇生物ヴアイラスは狭い窓枠を食い破って中に進入しようとしていた。

　コンクリートの壁がピシピシと音を立て、建物全体が揺ゆさぶられる。まるで大おお地じ震しんに襲われたようだった。何人かの生徒は階段から滑すべり落おち、フロアに残された数人は床ゆかに転げる。果か路ろ菜なも立っていられずにその場に崩れ落ちた。

　このままでは建物自体が崩壊しかねない。そんな状況だった。

　大量の破片や物が天てん井じようから降り注いだ後、一いつ旦たん揺ゆれが収まる。土つち埃ぼこりで煙けぶる中、噎むせ返かえりながらも視線を上げる。すると、視界を塞ふさいでいた靄もやの中に黒い影かげがゆらりと浮かんだ。

「いやああっ！」

　傍であの長い髪かみの女の子が悲鳴を上げた。次の瞬しゆん間かん、土つち煙けむりの中から細長い槍やりのようなものが伸びてきて、彼女の胸を貫いた。

　甲かん高だかい悲鳴が押し殺される。

　彼女の胸を貫いたのは、モスキート型闇生物ヴアイラスの口部にある針だった。

　眼前に目を背そむけたくなるような醜しゆう悪あくな顔が現れる。

　串くし刺ざしの少女は怯えたままの表情で固まり、足下から黒塩となって消えて行く。さらさらと崩れ落ちた塩の上に残されたのは、制服とあのクマの人形だけだった。

「ゆーちゃん!?」

　彼女と手を繋いでいた短い髪の女の子は錯さく乱らんした様子で塩の山に縋すがり付く。その手に握られる黒塩に塗まみれた人形。

　しかし哀かなしんでいる暇ひまは無い。少女の目の前にはまだ、細長い針が唸うなりを上げていたのだから。

「早く逃にげて！」

　果路菜は彼女に向かって叫んだ。しかしその瞳は虚うつろで聞こえているようには見えない。

（どうすれば……）

　必死に思考を巡めぐらせ、短い中で思い付いたのはその行動だけだった。

　果路菜は近くに転がっていた小石程の破片を闇生物ヴアイラスの頭目掛けて投げ付けたのだ。それは無論、対象に当たらず、その数センチ手前で破砕して消える。闇生物ヴアイラスを守護する絶対防ぼう壁へき、邪殻カプシドだ。だが相手の意識をこちらに向けるには、それだけで十分だった。

　紅い複眼が明めい滅めつする。

　闇生物ヴアイラスの獲物ターゲットが果路菜に移った瞬間だった。

「逃げて!!」

　果路菜は人形を抱だく少女に再度叫さけんだ。それでようやく我に返ったようで、彼女は戦おののきながらも後退るようにして階段を下りてゆく。

　残されたのは果路菜と闇生物ヴアイラスだけ。自分でも大それた事をやってしまったと後悔する。でもそれしか方法は無かったのだ。

　不思議な睨み合いの間が生まれる。闇生物ヴアイラスは獲物を吟ぎん味みするように複眼を瞬またたかせ、首を振る。果か路ろ菜なは逃とう走そう経路を横目で確認し、次にすることが分かっていながらも足が竦んで言うことを利きかない。

　体皮の上で蠢うごめくドス黒い何か。それと同じ質感を持った針先が持ち上がり、周囲の空気に対して高周波振しん動どうを起こす。それは攻撃への前兆行動だ。

（もうだめだ……）

　果路菜の中に諦めが満ち、無防備に立ち尽つくす。そこへ伸しん縮しゆく自在の闇生物ヴアイラスの針が果路菜の胸を目掛けて突き刺された。

　──途端、体が弾はじき飛ばされた。

　耳を塞ぎたくなるような大きな破砕音が背後で上がる。

　見れば、闇生物ヴアイラスの針は果路菜の背面の壁に突き立てられ、広こう範はん囲いに亀き裂れつを走らせていた。自分の体はというと、無傷でその場に倒れ込んでいた。しかし体の上に重みを感じる。

　これは──

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　重みは起き上がり、僅かな笑みを見せる。

　幼い中にも優やさしさと強さを兼ね備そなえた面おも立だち。

　その顔を見て果路菜は自身の目め尻じりに熱いものが滲むのを感じた。

「はーちゃん……」

　久しぶりに出会えたことよりも、助けに来てくれたことの喜びの方が勝まさる。

　狛はく矢やはその場にそっと立ち上がり、闇生物ヴアイラスから果路菜を守るように対峙する。

「さて……と、どうするか……」

　彼はこの危機的状況から脱だつする方法を考えている。だが、たとえ元繰術士スレツドスピナーを目指す者といえど、今の彼には目の前の敵を打うち倒すような力は無い。しかし狛矢は果か敢かんにもその手の中に短たん剣けんタイプの元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きを糸解アンタイドさせた。それは初等部で全員に同じ物が支給される練習用機。

「映像で見たのはこんな感じだったかな」

　狛矢が集中すると、鍔つばの辺りで線せん輪りんが回転を始める。拙つたないながらも彼はなんとかして自分の力でこの場を切り抜けようとしていた。

　ギロリと狛矢を見み据すえる紅い眼。

　緊きん張ちようの様子を浮かべる狛矢。

　彼にこれ以上無理をさせるわけにはいかない。そう思った果路菜は狛矢を退かせようと身を起こした。

　その直後だった。

　目映い閃光が闇生物ヴアイラスの背中で炸裂したのだ。

　途端、建物に大きな震動が伝わる。

　狛はく矢やと果か路ろ菜なはその揺れで、体勢を崩して膝を突く。

　その閃光は元繰術だった。建物の下に集結した退闇庁の正規元繰術士スレツドスピナー達がこちらに向かって威い嚇かく攻こう撃げきを行ったのだ。闇生物ヴアイラスはその誘さそいに乗り、階下へと飛び降おりる。だがその際、けたたましく羽を震わせ、壁に突き刺さっていた針を抜き取ったことが災難をもたらした。

　絶ぜつ妙みようのバランスで保たれていた亀裂の走った壁、それが針を抜かれたことで維持できなくなり、加えて羽の震えが周囲に突風にも勝る圧を与えた。結果、壁は崩れ去さり、それに通ずる天井までもが崩ほう落らくを開始する。

「果路菜！」

　崩壊の瞬間は何が起きたのか分からなかった。ただ爆ばく音おんの中で狛矢の声だけがはっきりと聞こえる。彼のもとへ、と心は思うが、視界に映るのは空から降ってくる鉄骨の雨。

　果路菜はその光景から逃のがれるように瞳を閉じた。







　静かだった。

　先程までの混乱が嘘のように辺りは静まり返っている。あまりの平へい穏おんさに、死んでしまったのだろうか？　そう思ったのだが、頬の辺りに水すい滴てきが落ちる感覚を覚えて、まだ自分が生きていることを知った。

　頬を濡らす水滴は、雨や水道管から漏れる水にしては、なぜか生温かい。

（なんだろう？）

　そう思って果路菜はゆっくりと目を開けた。明かりが視界に差し込んでくる。仰向けに寝ねていた彼女の真上には天井から落ちてきた鉄骨が折り重なっていた。だが、その鉄骨との間に隙すき間まを空ける形で緩かん衝しよう材ざいとなっているものがあって、幸い果路菜の身は傷一つ負っていなかった。

　再び滴る水滴。

　それは鮮あざやかな赤を湛える滴しずくだった。そこで果路菜の意識ははっきりとしたものになり、全てを理解する。その緩衝材が自分に覆い被かぶさるようにして守ってくれた狛矢自身の体であることを。

「あ……あああ……」

　何を口にしようとしても音にしかならない。頭の中が熱くなり、呼吸が荒あらくなってゆくのが分かる。

　狛はく矢やは額から血を流し、顔を真っ赤に染めていた。四よつん這ばいになっている彼の背中には未だ数本の鉄骨が載ったままになっていて、それを元繰術で作り出した不安定な障壁で支えている。

「ご……め……」

　辛うじて出た言葉はそんなものだった。謝あやまっている状況ではないことは分かっている。しかし、そうせずにはいられなかった。

「……なさ……い」

　涙なみだが次から次へと溢れ出でてくる。嗚お咽えつが止まらない。

　そんな時、眼前の真っ赤な顔の中で白い双眸が見開かれた。

「よかった……無事で。それよりちょっと障壁が……不安定なんだ……なんかおかしい。だから早く……ここから、どくんだ」

　狛矢は苦く悶もんの表情を浮かべながら果路菜にそう告げる。

「で、でも……」

「どくんだ……」

「……」

　果か路ろ菜なが渋しぶると、彼の表情が険しいものに変わる。それは見る者を畏い怖ふさせるような強い眼光。

「どけぇぇぇぇぇぇっ!!」

　彼は力の限り大だい喝かつした。

　そのあまりの迫はく力りよくに果路菜の体は恐怖を覚えたのか、意志に反して後退する。狛矢の下から抜け出したと思った次の瞬間──

　鉄骨は大音響を立てて彼を押し潰つぶした。

　消え去った障壁。

　飛び散る血ち飛沫しぶき。

　その場にへたり込み茫ぼう漠ばくとする果路菜の白いチュニックは、真っ赤に染まっていた。
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　狛矢は自分の手が止まっていたことに気付いた。今はまだ手術中、手を休めている暇はない。気持ちを切り替えて集中する。

　開始から既すでに一時間を迎むかえようとしている。

　タイムリミットは近い。

　だが士し央おの助けもあり、なんとか最後の黒炎弾を取り除く所まできていた。

「あともう少しだ」

　口に出して自分自身に気合いを入れる。

　手術は難航を極きわめたが、それもあと僅かで終しゆう焉えんを迎えようとしている。

　今、元繰糸スレツドのメスが最後の蝕糸を切り離そうと伸びる。それは一度手を出しかけて後回しにしていた箇所だった。

　それは高射砲施設での記き憶おくが眠ねむる場所。

　これを切り離せば後は空間の縫ほう合ごうを残すのみ。だが狛はく矢やはそこで何かを思い、手を止めた。

　時間にすれば僅か数秒。

　士央が疑問の顔を向けてくるのが分かる。

　狛矢は気を取り直すと、一本の元繰糸スレツドを患かん部ぶに伸ばした。

　糸先が最後の蝕糸に触ふれる。

　輝く糸が、闇の糸を焦がす。

　そして──

　浮き上あがった黒塊は空気中に溶とけて霧散した。

「全弾だん摘てき出しゆつ、完かん了りよう」

　士央もその言葉にほっとした笑え顔がおを見せる。

　プラーナの流れは元の脈動を取り戻し、正常な燐りん光こうを放っている。寝ている果か路ろ菜なの顔色も大分良く見えた。

「よし、これで縫合する」

　全てを再確認し、アクラルを空間の端に宛あてがうと、錆せい土どの力、雷霆ラフイを紡ぐ。

　それで狛矢は、

　────空間を閉じた。
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　退闇庁前にある大きな広場。ここは少し高台になっていて、前面に海が望める景観の良い場所だ。朝から降っていた雨は今は上がり、雲間から僅かに日差しが戻ってきている。おかげで傘かさを持たずともこの場に立っていることができていた。

　その広場の端にある手て摺すりに体を預け、狛はく矢やは今ほっと息を吐いていた。

　なぜこんな場所にいるのかというと、今日は進級に必要な資格試験の当日で、その試験会場が退闇庁舎内の一角を借りて行われているからだった。

　斯かく言う狛矢も元繰術科で必要な筆記試験を受け、それが今丁度終わり、ここで一息吐いている所だった。これで明日は研究科の方も受けなくてはいけないのだから気が滅め入いる。

　元気になった果か路ろ菜なも今いま頃ごろ中で救護科の試験を受けている。前々から準備はしてきたのだが、最近色々あったので心配が無いと言ったら嘘になる。

　その果路菜だが、術後は非常に良好だった。記憶は黒炎弾からの圧迫から解放され、元の状態を取り戻していた。体調自体も問題無い。そのことに関しては本当に安あん堵どしていた。

　一つの事件が一段落したが、狛矢の前にはまだ沢たく山さんの課題が山積している。

　どこから手を付けたらよいものやらと、思考を巡らせていると、

「考え事ですか？」

　見み透すかしたような声が傍そばで上がった。そこにいたのは相変わらずの淡あわい表情を浮かべる羽う見みだった。

　果路菜の体から黒炎弾を摘出する最中に見た高射砲施設での過去の記憶。狛矢は目を覚ました羽見にその記憶の中で見た出来事を話していた。

　長い髪の女の子と仲良くしていた短い髪の女の子。

　そしてクマの人形。

　それらを指し摘てきすると彼女は途端に黙り込んでしまったのだ。

　未登録Ｕ．Ｃが起こす被ひ害がいのことを波は嘉が見み長官から聞かされていた狛矢は、このまま彼女を退闇庁に引き渡した方がよいのではと考えていたが、その過去を知ってしまったことで考えが揺らいでいた。

「そりゃあ考えるさ。俺おれは考えることがありすぎて困ってるんだ。だからこれ以上面めん倒どうなことしでかすなよな」

「そのつもりはありません」

　珍めずらしく素す直なおな物言いに狛はく矢やは驚おどろく。

「恨うらみの気持ちを表に晒さらされてしまった今では無理です」

「どういうことだ？」

「優ゆ未みの存在です。家族と離れ、ハーモニカという特とく殊しゆな環かん境きよう下で一人生活をして行くには心の支えが必要です。特にシフターである人間は六歳さいからその環境に放り込まれるのですから私以外にも寂しい気持ちになる人間はいる筈はずです。そんな中でも優未は私と全く正反対の性格だったからなのか、お互たがいを埋うめ合うようにすぐに打ち解け、いつの間にか無くてはならない存在になっていました。それは友達というよりも姉妹、いえ、それ以上に大切な存在でした。

　それがあのアバリスの矢での事で……。彼女を失った悲しみ、それはとても大きなものでした。でもあれは事故だと、そう思うことで今まで過ごしてきました。

　しかしそれが今頃になって……」

　羽う見みは拳こぶしをギュッと握る。

「あの場にリバースシフターがいたと分かった時には、やるせない気持ちと恨みが込み上げてきました。今までも、これからもこの宿しゆく怨えんの思いは私から消えることはないでしょう。

　しかし恨みの気持ちに囚とらわれて復ふく讐しゆうを成すなど私の主義に反することでした。ならばリバースシフトそのものの存在を否定する潔けつ癖ぺきな人間になればいい、そう思い至ったのです」

「だが所しよ詮せんどんな御ご託たくを並べてみても、それは恨みが発ほつ端たんの行動でしかない」

　羽見は小さく頷く。

「その通りです。それは言いい逃れのできない事実です。しかしリバースシフターをハーモニカから排はい除じよしたい。その思いは決して偽いつわりのものではありません。過去ではなく、未来において二度と同じような事が起こってはならない。真にそう思うのですから」

「ならこれからも果か路ろ菜なを、全すべてのリバースシフターを手にかけてゆくつもりか？」

「そうしたいところですが、貴方あなたに知られてしまいましたからね。もう同じようには立ち回れないでしょう。それに──少し思うところもあるのです」

「？」

「闇生物ヴアイラスがハーモニカ内に突如として現れた調和祭の混乱。あの最中、彼かの女じよに手当てをして貰もらった時、私はとても優しくして貰いました。その姿は生前の優未にも似ていました。しかしそう思う反面、本当は穢けがれた体の癖くせにという思いが頭を擡もたげ、心に上う手まく整理が付けられない。そう、矛む盾じゆんです。ですがその矛盾に貴方が割って入った」

「俺？」

「貴方は長なが月つきさんがリバースシフターなのは彼女のせいなのか？　と言いました」

「それが？」

「私もコレが自分のせいなのか？　と少し思ったのです」

　そう言って羽う見みは自身の左手をしんみりと見詰めた。

「三年前の……」

「ええ。私も人の事は言えないのです。この体の中には本当に穢れたものが同居しているのですから……」

　今までのような尖とがった印象が少し薄うすまったかに見える羽見。彼女は寂しげな表情を浮かべ狛はく矢やと同じように手摺りに身を寄せた。

　そこからは二人とも海を眺ながめているだけで、ただ沈黙だけが流れた。

　あり続けるのは気まずい空気。だがそれを拭ぬぐい去る手立てが見つからない。

　息も詰まりそうになったそんな時、不意に遠くの方から声が上がった。

「おーい」

　呼びかける声の方に向かって狛矢の視線が向けられる。それは広場の方角。

　そこには庁舎から出てきた果か路ろ菜ながこちらを見つけて手を振ふっている姿があった。どうやら救護科の試験も終わったらしい。

　すぐさま駆け寄よってくる彼女。その傍には彼女を迎えに行っていた士し央おの姿もあった。

「お待たせ」

　軽く肩かたを上下させながら息を吐つく果路菜。その表情はいつもの明るい笑顔を湛えていた。

「あれ？　雨上がったみたいだね」

　掌てのひらを胸前で天にかざし、ニコニコとしている。そんな彼女に向かって狛はく矢やは言った。

「うまくいったみたいだな」

「うーん、どうだろうねぇ？　多分、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　謙けん遜そんしてみせるが、その様子なら問題はないだろうと狛矢は感じる。

「ねえねえ、それよりこの後みんなで鍋なべパーティやらない？」

　果路菜は両手を合わせ、嬉き々きとした表情で訴うつたえる。

「鍋って、今何月だと思ってんだ？　そろそろ衣ころも替がえかって時に……」

「一つの鍋をみんなで突く、ワイワイガヤガヤの仲良し感がいいんじゃない」

「別にそれは鍋じゃなくても……」

「私もそれには賛同する」

　士央が横で頷いていた。

「賛同って、俺の意見に賛成ってことだよな？」

「何を言ってる。果路菜の賛同に決まってるじゃないか」

「なにっ!?」

「ベースはチョコレートで決まりだな」

「それは鍋じゃなくて、チョコレートフォンデュだろ！」

「私は肉団子がいいかなあ？」

「私は……って、別にチョコでも肉でもいいが、せめてどっちかに統一しろ！」

「風ふう吾ごも呼ぶか？」

「あ、いいね」

　二人の方向性がバラバラで、その上風吾が加わったこの後の惨さん状じようを想像すると気が滅入ってくる。

　溜ため息いきを吐きつつ同情を願う顔を羽う見みに向けると、この場に彼女の姿が無いことに気付いた。周囲を見み渡わたしてみても見当たらない。

「どうしたの？」

　キョロキョロしていると、不思議に思った果か路ろ菜なが尋ねてくる。彼女は羽見の存在に気付いていなかったようだ。

「いや、なんでもない」

「そう？　じゃあ、みんなで買い出しに行こう！」

「おう」

　いつの間にか意気投合していた彼かの女じよ達たち。

「はーちゃんも行くよ？」

「え、ああ」

　狛はく矢やは勢い良く歩き出した果路菜と士し央おの後に続く。だが不意に、前を行く果路菜が足を止めたので思わずその背中にぶつかりそうになった。

「あっ」

「なに？　どうしたんだよ」

「あれあれ」

　彼女は広場から見える海原に向かって指を差していた。

　士央もまたその方向に目を奪うばわれている。ならばと狛矢もそこへ目を向けた。

　示された先にあったのは先さき程ほどまで雨を降らせていた灰色の雨雲。その雲間から光の筋がいくつも伸び、今もその数を増やしつつあった。穏おだやかな海面はキラキラと輝いている。

　それらが集まり一本の光柱となった時、まるでスポットライトのように海を照らし出す。

　光線を燦さん々さんと浴びて海上に浮かぶもの。それが狛矢の心に小さな痛みを残す。

　それは、あの高射砲施設、『アバリスの矢』だった。

　空に向かってそそり立つ六つの砲ほう身しん。

　そこに飛とび交かうカモメやウミネコ達の白い翼つばさ。

「きれい……」

　呟つぶやきが耳に残る。

　だが狛はく矢やの視線は海上よりも彼女に向けられていた。

　なぜなら──

　果か路ろ菜なの体が小さく震ふるえていたからだった。

　しかし声を掛けることはできない。彼女はそんな状態でありながらも視線を逸そらさず、同意を求めてきたのだから。

「ね、きれいでしょ？」

「ああ」

　狛矢は静かに頷く。

　彼女の瞳ひとみには、巨きよ大だいな人工島の姿がはっきりと映っていた。
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あとがき







　通算五冊目、『白はく衣いの元げん繰そう術じゆつ士しと黒クロ銀ガネの枢機都市ハーモニカ２』をお届け致します。




　今回は医師役の狛はく矢やに寄り添うナース姿の果か路ろ菜なが目立つ二巻ですが、ナースといえばみなさんは何を思い浮かべるでしょうか？

　やはり白衣の天使と呼ばれるだけあって清潔で清楚なイメージをまず最初に抱くのですが、自分の場合はなんと言っても……

　ナースキャップです！

　これが頭の上にちょこんと載るだけで、それは天使の輪の如く輝き始めます。ただの糊付けされた布切れなのに、何故にかぶった人の可愛さを引き立てるのか？

　これぞまさに魔法の帽子!!　アイテム装備効果（チャーム＋３５）。

　ですがこのナースキャップ、昨今の病院ではほとんど見かけなくなっています。理由は不衛生であるとか、点滴や輸血のラインに触れて事故を起こしやすいとかで既に数年前から絶滅危惧種です。戴帽式を行わない看護学校もあるくらいです。

　そもそもナースのような看護を行う行為は昔から修道士の役割でした。戴帽式もシスターの儀式から派生したものであり、ナース服も修道服からの流れで変化していったものです。人の命を守る為の仕事に就く決意の表れ。それが好きだったんですがねえ……。

　最近ではナースキャップだけでなく、ナース服すら着用しない病院も増えています。

　このままではナース服が無くなってしまう！

　なら、ここにナースキャップという魔法の帽子があったことを書き記し、残さねばなるまい！　そう思い立ったのです。

　と、大層なことを言っていますが、ただ単にナースが書きたかっただけです。

　……すみません。




　ではこの辺で謝辞です。

　本作を執筆するにあたり、今回も多くの方々にお世話になりました。

　まずはイラストの米よねさん。厳しいスケジュールになってしまい、ご迷惑をおかけしました。さぞかし苦悶の声を上げながら頑張って下さったに違いありません。

　それに伴い担当のＫさんにもしわ寄せが……。それでも無事に発行まで漕ぎ着けることが出来たのはＫさんあってのことであります。ありがとうございました。

　そして前作『ルゥとよゐこの悪党稼業』に引き続き、今作でも装丁を担当なさって下さった加山さん。どうもです！

　加えて編集部の皆様、校正様、本作に関わったすべての方々に御礼申し上げます。




　さて、このシリーズ。一応ラストはこうなる、という結末は決めてはあるのですが……『この先の物語』という名の元繰術を顕現させる為には、みなさんが持つ元繰糸スレツドを集め、絡らく糸ししなければならないのです。

　ちなみに秘密を明かしてしまうと、この本の一冊一冊にはＨＪの技術の粋を集めて作られた元げん繰そう紡ぼう術じゆつ機きが仕込まれております。冊数を手にして頂いただけ元繰糸スレツドが集まってくる、という仕組みなんですね。

　なので、どうぞよろしくお願いいたします！





平成二十三年一月　吉日


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




藤谷ある先生／米先生
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